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新 発行 ! カセットテープ

第 11集～第 16集 (完結)60分テープ ロ本 i6,500円
(送料こみ )

1960年 、ニューヨークで、日本人の聴衆のために行なった長時間の講演・

対話集です。マクロビオティック、無双原理の考え方を、桜沢先生自身の

:Iか ら聞いてください。第 1集～第 5集、第 6集～第10集、各 1万 5千円。

●

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
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●

マ
ク

ロ
ビ

オ

テ

ィ

ッ
ク

環
境
汚
染
と
私
０
／
宇
井
純
…
…
８

巨
大
技
術
と
適
正
技
術

天
国
と
地
獄
／
吉
見
ク
リ
ム
…
…
１３

奇
蹟
と
喜
び
の
我
が
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
人
生
／
鶴
島
丈
夫

連
載
第
二
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
‥
‥
・
〔５

菊
づ
く
り
と
Ｐ
Ｕ
／
小
関
哲
宏
…
…
２０

七
号
食

・
少
食

・
反
応
０
／
大
森
英
桜
…
…
２２

正
食
医
学
シ
リ
ー
ズ

日
本
超
古
代
史
の
落
穂
を
拾
う
０
／
吾
郷
清
彦
…
…
２８

神
薬

・
仙
薬

・
霊
薬
ほ
か

イ
ン
タ
ー

マ
ッ
ク

・
ニ
ュ
ー
ス
…
…
３４

五
月
の
料
理
／
桜
沢
里
真
…
…
３９

ク

ッ
キ
ン
グ

・
サ
ロ
ン

夏
越
の
節
供
料
理
／
浮
津
宏
子
…
…
４５

洗
う
／
小
栗
権
嗣
…
…
５０

生
活
シ
リ
ー
ズ

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
友
の
店
…
…
５４ 新

し
き
世
界

ヘ

５
０
１
号

―
―
Ｉ
Ｌ

※

本

誌

の

用

語

解

説

Ｃ
ｉ

（
シ
ー
ア
イ
）
…
…

ｒ
ｏ

ｏ
９

お́

Ｆ『
５
「・
ヨ
‘
∽

″無
知
な
る
者
の
セ
ン
タ
ー
″
の
意
味
。

無
双
原
理
と
正
食
の
運
動
を
す
る
セ
ン

タ
ー
。
第
二
次
大
戦
後
、
桜
沢
先
生
が

青
年
教
育
の
家
を

″
Ｍ
Ｉ
″　
〓
ｐ
一８
５

ぼ
３
８
ヨ
ｃ
・
と
命
名
。
こ
ざ
か
し
い
知

恵
を
す
て
、
無
知
、バ
カ
で
あ
る
こ
と
に

徹
底
し
た
も
の
が
真

の
幸
福
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
う
わ
け
。

Ｇ

・
０

（
ジ
ー
オ
Ｉ
Ｙ
・・
０
８
畠
９

ｏ
Ｔ

移
１
”

（
ジ

ョ
ル
ジ

ュ
・
オ
ー
サ
ワ
、

英
語
な
ら
ジ
ョ
ー
ジ
）
桜
沢
如

一
先
生

の
外
国
で
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
。
如

一
を
ジ

ョ
ー
ジ
に
あ
て
た
も
の
。

Ｐ
Ｕ

（ピ
ー
ユ
ー
）
…
…

ｒ
ｏ
「
『
一３
一Ｒ

Ｃ
コ
一ｏ
ｃ
ｏ
　
（
ル

・
プ
ラ
ン
シ
ッ
プ

ｏ
ユ

ニ
ッ
ク
）
た
だ

一
つ
の
原
理
、
無
双
原

理
の
こ
と
。
宇
宙
を

つ
ら
ぬ
く
根
本
法

則
の
こ
と
。

マ
ク
ロ
ビ
弄
「テ
ィ
ツ
ク
…
…

３
８
８
０
δ
ｌ

Ｅ
馬

（
フ
ラ
ン
ス
語
）、英
語
で
は
マ
ク

ロ
バ
イ
オ
テ
イ
ク
ス
ヨ
Ｒ
３
σ
一０
澤
ｏ
、
形

容
詞
は

ヨ
８
８
σ

，
お

マ
ク
ロ
バ
イ
オ

テ
ィ
ッ
ク
。
元
の
意
味
は

「
長
生
術
、

長
生
き
法
」
だ
が
、
桜
沢
先
生
の
提
唱

に
よ
る
正
食
法
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
。
宇
宙
の
秩
序
、
法
則
に
の
っ
と

っ

た
人
生
の
道
の
こ
と
。
大
自
然
と
と
も

に
生
き
る
生
活
法
。

陰
性

。
陽
性

…
…
あ
ら
ゆ
る
物
の
性
質
を

二
つ
に
分
け
て
、
遠
心

・
拡
散

・
寒
冷

・
カ
リ
ウ
ム
の
多
い
も
の
を
陰
性
（
▽
）

と
呼
び
、
求
心

。
収
縮

・
暖
熱

・
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
多

い
も
の
を
陽
性

（
△
）
と

呼
ぶ
。
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米

*
*
来

*
*
,〔

生

料

・ フェスティバル
日お めで と う ノ

****************************米 **

華

や

か

に

開

く

四
月
十
ｒｉ
日
、
桜
満
開
の
高
輪
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
で
、
桜
沢
里
真
先
生
の
人
↑
才
バ
ー

ス
デ
ー
を
祝
し
て
、
東
一示

・
近
県
ば

か
り
で

な
く
全
国
各
地
か
ら
三
百
名
近

い
人
々
が
集

い
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク

・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

定
刻
六
時
、
会
場
の
準
備
が
と
と
の

っ
て

一
斉
入
場
。
正
面
に
は

『
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ツ
ク

・
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
ー
ー
桜
沢
里
真
先

生
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
／
』

の
看
板
が
飾

ら
れ
、
左
手
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
リ
ビ

エ
ー

ル
夫
人
と
吉
見
ク
リ
ム
さ
ん
が
贈
ら
れ
た
、

小
学
生
の
背
丈
ほ
ど
も
あ
る
、
大
き
く
華
麗

な
盛
花
が
目
を
ひ
く
。

会
場
中
央
に
は
、
鳳
凰
を
刻
ん
だ
２
メ
ー

ト
ル
近

い
水
細
工
に
花
が
あ
し
ら
わ
れ
、
ラ

イ
ト
を
浴
び
て
静
か
に
回
転
し
て
い
る
。
こ

の
氷
彫
刻
か
ら
正
面
寄
り
に
洋
食
、
後
方
寄

り
に
和
食
、
後
方
に
、
お
で
ん
と
あ
ら
れ
と

う
ふ
揚
げ

の
模
擬
店
が
並
ぶ
。
高
輪
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
苫
心
の
自
然
食
に
よ
る
お
祝

い
料

理
。
調
味
料
は
す

べ
て
日
本
Ｃ
Ｉ
の
持
ち
込

み
。イ

タ
リ
ア
人
で

マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の

カ
ル
ロ

・
ベ
ラ
ン
ド
ラ
さ
ん
の
エ
レ
ク
ト
ー

ン
が
軽
快
な
メ
ー
ア
ィ
を
奏
で
る
う
ち
に
、
桜

沢
里
真
先
生
が
盛
大
な
拍
手
の
中
に
入
場
。

ま
ず
、△マ
年
八
十

一
才
の
常
岡

一
郎
先
生
（中

心
会
主
幹
、
元
参
議
院
議
員
）
の
音
頭
で
乾

杯
。
酒
は
無
農
薬
自
然
酒

″
不
老
長
寿
Ｌ

こ
の
日
の
料
理
を
立
案
し
て
お
世
話
く
だ

さ

っ
た
、
自
然
食
研
究
家
の
飯
塚
律
子
先
生

と
和
食
部
コ
ッ
ク
長
の
室
沢
正
喜
氏
の
紹
介

が
あ
り
、
都
合
で
遅
れ
て
到
着
の
牛
尾
盛
保

副
会
長
が
、
発
起
人
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
。

会
の
ム
ー
ド
は
次
第
に
盛
り
上
が

つ
て
、

お
祝
い
の
言
葉
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
、
山

梨
の
桐
原
の
長
寿
村
を
発
見
し
て
世
に
紹
介

し
た
、
甲
府
の
占
守
医
院
院
長
の
占
守
豊
甫

先
生
。
長
寿
村
の
研
究
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

桜
沢
如

一
先
生
の
思
想
や
、
桜
沢
先
生
の
訳

さ
れ
た
カ
レ
ル
の

『
人
間

・
こ
の
未
知
な
る

も
の
』
の
底
を
流
れ
る
考
え
方
の
正
し
い
こ

と
が
痛
感
さ
れ
る
、
郷
上
の
先
輩
と
し
て
桜

沢
里
真
先
生
を
も
つ
こ
と

（山
梨
県
春
日
居

町
出
身
）
は
光
栄
で
あ
る
、
と
あ
い
さ
つ
。

つ
づ
い
て
、
桜
沢
先
生
の
伝
記

『
食
生
活

の
革
命
児
』
出
版
の
イ

ニ
シ
ア
チ
プ
を
と

っ

た
、
地
産
、
地
産
ト
ー
カ
ン
、
地
産
出
版
な

ど
地
産
グ
ル
ー
プ
の
総
帥
、
中
部
読
売
新
聞

社
長
の
竹
井
博
友
氏
が
立
ち
、
十
年
前
に
た

ま
た
ま
牛
尾
先
生
と
沖
縄
の
ホ
テ
ル
で
同
宿

し
て
、
玄
米
食
の
こ
と
を
聞
き
、
桜
沢
先
生

の
本
を

一
式
全
部
買

っ
て
実
行
し
て
、
糖
尿

-4-
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病
を
全
治
し
、
今
、
東
京
と
名
占
膵
を
か
け

も
ち
で
、
五
人
分
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る

が
、
い
っ
こ
う
に
疲
れ
な

い
、
カ
ゼ

．
つ
ひ

か
な

い
と

い
う
こ
と
で
、
非
常
に
感
謝
し
て

い
る
、
と
述

べ
、
野
村
証
券
の
ｉ‐
ｌｌｌ
社
長
の
出

淵
節
也
氏
な
ど
方
々
に
、
自
分
の
玄
米
食
の

弟
ｒ
が
で
き
て
、
食
生
活
の
革
命
を
や

っ
て

い
る
、
自
分
も
六
卜
才
だ
が
、
今
後
も
牛
尾

先
生
の
指
導
に
し
た
が

っ
て
精
進
し
た

い
、

と
あ

い
さ

つ
さ
れ
た
。

次
は
、
元

・
水
産
庁
東
海
区
水
産
研
究
所

長
の
天
野
慶
之
先
生

（元

・
Ｍ
Ｉ
理
事
、

３０

年
前
に
、
日
本
最
初

の
食
品
公
害
警
告
の
本

『
ｆｉ
色
の
毒
』
を
執
筆
）
が
祝
辞
を
述

べ
、

つ
い
で
、
常
岡

一
郎
先
生
が
、
十
五
年
前
、

神
奈
川

・
座
間
の
中
心
健
康
学
関
で
桜
沢
先

生
が
講
習
会
を
開
か
れ
、
無
双
原
理
に
つ
い

て
語
ら
れ
た
が
、
無
双
と
は
、
中
心
を
見
て

い
く
も
の
で
あ
る
、
と

い
っ
て
、
中
心
と
無

双
が
結
ば
れ
た
こ
と
を
喜
ば
れ
た
こ
と
を
思

い
だ
す
、
と
述

べ
、
人
間
の
生
活
に
衣

・
食

・
住
と
い
う
大
切
な
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の

″
衣
″
と
い
う
の
は
、
糸

で
で
き
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
た
だ
、
糸
を
寄
せ
た
だ
け
で
は

布
に
な
ら
な
い
。
そ
の
糸
を
タ
テ
と

ヨ
コ
に

相
対
立
す
る
か
の
よ
う
に
分
け
て
、
互

い
に

織
り
合
わ
せ
て
、
縁
を
結

べ
ば
、
は
じ
め
て

布
と
な
り
、衣
服
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

米

・
麦
も
太
陽
の
光
だ
け
で
は
、
実
る
こ
と

が
で
き
な

い
、
地
ド
の
水
と
尺
陽
の
光
と
が

″
縁
″
を
結
ん
で
は
じ
め
て
米
が
で
き
、
麦

が
で
き
る
、
と
、
軽
妙
な
た
と
え
で
、
あ
い

さ

つ
さ
れ
た
。

次
に
、
女
性
の
ト

ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
、
主

婦
連
副
会
長
で
、

『
ま
づ
健
康
』
誌
を
主
宰

し
、
易
の
研
究
家
で
も
あ
る
、
春
野
鶴
子
さ

ん
。１

卜
年
も
前
に
桜
沢
先
生
の
教
え
を
受
け

た
が
、
な
ん
と
か
、
主
婦
の
人
た
ち
に
、
添

加
物
の
な
い
、
安
全
な
食
物
を
食
べ
る
よ
う

呼
び
か
け
て
い
た
の
が
、実

っ
て
き
て
い
る
、

厚
生
省

・
農
林
省
は
じ
め
、
こ
と
あ
る
ご
と

に
大
臣
を
い
じ
め
、
お
役
所
を
せ
め
て
き
た

が
、
ま
だ
道
は
ほ
ど
遠
い
よ
う
だ
が
、
少
し

ず

つ
、
少
し
ず
つ
桜
沢
先
生
の
教
え
が
前
進

し
て
い
く
よ
う
に
思
う
。
七
月
に
ロ
ン
ド
ン

で
開
か
れ
る
国
際
消
費
者
会
議
に
行
く
け
れ

ど
も
、
こ
こ
で
は
、
有
害
な
食
品
添
加
物
の

問
題
、
水
道
水
の
中
に
フ
ッ
素
を
添
加
す
る

と
い
う
日
本
の
危
険
な
方
針
を
持
ち
出
し
て
、

国
際
的
に
訴
え
る
つ
も
り
で
あ
る
、
と
述
べ
、

多
く
の
消
費
者
団
体
の
人
々
と
行
く
の
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

の
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
案
内
し
て
、
桜
沢
先

生
が
、
早
く
も
世
界
的
に
正
食
を
広
め
た
姿

を
、
紹
介
し
た
い
、
と
、
述
べ
た
。

つ
づ
い
て
、
元

・
秋
田
大
学
教
授
で
、
ア

メ
リ
カ
の
み
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
南
米

に
も
活
動
を
展
開
し
て
い
る
久
司
道
夫
氏
の

父
君
で
あ
る
、
久
司
慶
二
氏
が
立
ち
、
道
夫

・
偕
代
夫
妻
の
活
動
へ
の
力
添
え
を
感
謝
さ

れ
た
。

次
に
、
わ
ぎ
わ
ざ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
飛

ん
で
帰

っ
て
こ
ら
れ
た
、
場
絵
画
家
の
．
宮́

瑞
凰
さ
ん
が
元
気
い
っ
ぱ

い
で
壇
上
に
あ
が

り
、
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
。

つ
づ
い
て
、
日
本
食
事
改
善
協
会
理
事
長

の
渡
辺
正
三
郎
氏
が
祝
辞
を
述
べ
、
四
月
末
、

ド
イ
ツ
を
ま
た
訪
ね
る
が
、
そ
の
目
的
は
、

ド
イ
ツ
の
自
然
食
の
レ
ホ
ル
ム
運
動
が
、
厳

し
い
基
準
で
つ
ら
ぬ
い
て
き
た
の
で
、
社
会

的
な
評
価
を
確
立
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

を
見
て
く
る
こ
と
で
、
日
本
の
自
然
食
も

ニ

セ
モ
ノ
を
排
し
て
、
し

っ
か
り
し
た
評
価
を

得
る
よ
う
に
も

っ
て
い
く
た
め
に
、
自
然
食

品
の
基
準
案
を
作

っ
て
い
る
の
で
、
ご
批
判

い
た
だ
き
た
い
、
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
。

次
に
、
占
く
か
ら
桜
沢
先
生
に
縁
の
あ

っ

た
、仏
教
画
で
有
名
な
全
和
凰
さ
ん
が
立
ち
、

桜
沢
先
生
に
自
分
は
ひ
き
つ
け
ら
れ
た
人
間

だ
け
れ
ど
も
、
桜
沢
先
生
は
ま
た
、
私
の
絵

を
非
常
に
愛
し
て
お
ら
れ
、
イ
ン
ド
ま
で
も

持
参
さ
れ
て
い
た
、
そ
の
絵
を
こ
ん
ど
出
る

画
集
の
第

．
ペ
ー
ジ
に
飾
り
た
い
、
と
、
述

べ
た
。

つ
づ
い
て
、
生
活
科
学
研
究
所
所
長
で
日

本
微
生
物
応
用
研
究
会
理
事
の
守
孝
氏
が
登

壇
、
八
十
才
ま
で
は
、
人
間
は
ど
う
死
ぬ
か
、

と
い
う
こ
と
を
心
掛
け
、
人
卜
才
を
越
え
た

ら
、
人
間
は
ど
の
よ
う
な
生
き
ざ
ま
を
示
す
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こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

生
き
る
の
だ
、
と
い
う
言
葉
を
紹
介
さ
れ
、

あ
い
さ
つ
さ
れ
た
。

次
に
、
世
界
政
府
運
動
の
こ
ろ
か
ら
の
協

力
者
で
、
声
屋
で
自
然
食
の
店

″蔵
風
″
を

開
い
て
い
る
、
カ
メ
ラ
の
二
木
政
憲
氏
が
立

ち
、
里
真
先
生
の
九
十
才
、
百
才
ま
で
の
長

寿
を
願
い
、
自
分
は
六
十
才
だ
が
、
明
日
、

多
摩
の
四
二
キ
ロ
の
正
式

マ
ラ
ソ
ン
に
出
場

す
る
、
と
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
。

つ
づ
い
て
、
大
阪
の
世
界
正
食
協
会
の
副

会
長
、
山
口
卓
三
氏
が
、
国
内
、
国
外
と
の

密
接
な
交
流
、
連
係
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
、

と
、
述
べ
、
つ
い
で
、
日
本
綜
合
医
学
会
の

中
川
雅
嗣
氏
が
、
お
祝

い
に
、
詩
吟

『
富
士

山
』
を
う
た
わ
れ
た
。

次
に
、
大
森
英
桜
氏
、
元

・阪
大
教
授
で

Ｇ
Ｏ
出
版
委
員
長
の
丸
山
博
氏
が
あ
い
さ
つ

し
て
、
祝
辞
の
部
を
終
わ

っ
た
。

ま
ず
、
浮
津
宏
子
さ
ん
の
リ
ー
ド
で

『
ハ

ッ
ピ
ー

・
パ
ー
ス
デ
ー
』
を
全
員
で
歌
い
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
部
に
入
り
、
琴
の
演
奏

は
、
大
森
先
生
の
長
女
の
大
森
字
花
さ
ん
。

中
学
生
で
す
で
に
名
取
り
。
つ
い
で
、
料
理

師
範
の
長
田
保
子
さ
ん
の
小
唄
、
三
味
線
は

宮
崎
静
江
さ
ん
、
次
に
、
稲
田
真
樹
子
さ
ん

の
独
唱

『
出
船
』
、
伴
奏
は
小
笠
原
久
子
さ

ん
、
そ
れ
か
ら
、
鶴
島
丈
夫

・
哲
ｒ
夫
妻
の

踊
り

『祝
い
節
』
、
「
湯
島
の
自
梅
』
と
つ
づ

き
、
日
本
料
理
家
の
松
本
虚
山
さ
ん
の
尺
八

で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
終
わ
り
、
会
場
は
暗

く
な

っ
て
、
ス
ラ
イ
ド
で
桜
沢
里
真
先
生
の

思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
が
映
し
出
さ
れ
る
。
ナ

レ
ー
タ
ー
は
浮
津
宏
子
さ
ん
。

花
束
贈
呈
で
、
山
の
よ
う
な
花
を
手
に
し

て
、
桜
沢
里
真
先
生
が
、
し
っ
か
り
し
た
声

で
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
つ
い
で
、
八
十

才
以
上
の
人
に
里
真
先
生
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

常
岡

一
郎
先
生
、
久
司
慶
二
先
生
、
今
井
伯

さ
ん
、
そ
れ
に
、
む
か
し
、
桜
沢
先
生
夫
妻

が
泊
ま

っ
て
お
世
話
に
な

っ
た
光
雲
閣
の
中

山
茂
子
さ
ん

（８８
才
）
が
壇
上
に
呼
ば
れ
、

そ
の
こ
ろ
の
桜
沢
先
生
夫
妻
の
思
い
出
を
語

り
、桜
沢
先
生
が
早
く
に
亡
く
な

っ
た
の
は
、

タ
バ
コ
の
せ
い
だ
、
私
は
何
べ
ん
も
注
意
し

た
の
に
、
誰
も
き
つ
く
止
め
な
か

っ
た
、
残

念
な
こ
と
を
し
た
、
と
熱
弁
で
大
爆
笑
。

全
員
で

『
別
れ
の
歌
』

『
片
な
じ
み
』
の

Ｐ
Ｕ
歌
を
合
唱
、
い
よ
い
よ

フ
ィ
ナ
ー
レ
、

沖
正
弘
氏
が
理
に
Ｌ
が
り
、

「
マ
マ
、
百
才

ま
で
、
死
ん
だ
ら
あ
か
ん
で
、
約
束
し
て
く

れ
」
と
、
里
真
先
生
を
壇
の
Ｌ

へ
か
つ
ぎ
あ

げ
て
、
万
才
二
唱
、
華
や
か
な
パ
ー
テ
ィ
は

終
わ

っ
た
。　

‐１
会
は
阿

部

一
理
事
務
局
長
。

な
お
、
お
上
産
の
組
自
の
お
餅
の
箱
の
シ

ー
ル
に

『
合
成
着
色
料

・
保
存
料
使
用
』
と

あ

っ
た
の
は
手
違
い
で
、
天
然
の
紅
花
で
染

め
た
も
の
で
し
た
。

■
祝
　
電

片
上
市
子

（徳
島
）、
大
谷
辰
雄

（東
京
）、

長
野
陰
陽
研
究
会
、
岡
田
周
三

（大
阪
）、
陽

報
　
同

（沖
縄
）、
菅
本
フ
ジ
子

（愛
媛
）、
平

賀

一
弘

・
佐
和
子

（広
島
）、
大
宮
貞
男

（長

野
）、
曽
根
節
子

（北
海
道
）、
健
食
の
富

・
森

島

（愛
知
）、
古
瀬
学

（東
京
）、
富
士
ひ
さ
の

（東
京
）、
竹
村
公
男

（愛
知
）、
藤
田
正
直

（東

京
）、
杉
浦
強

（東
京
）、
加
藤
貞
武

（東
京
）

■
お
祝
い
の
品
、
花
東

盛
化
／

フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ

・
リ
ビ
エ
ー
ル
、

吉
見
ク
リ
マ
ッ
ク

（
フ
ラ
ン
ス
）

花
器
／
山
県
良
江

（神
奈
川
）

木
彫
り
の
熊
／
北
海
道
健
康
学
苑

こ
け
し
／
堀
込
幸
雄

（宮
城
）

花
束
／
リ
マ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ク
ラ
ス

一
同

花
束
／
牧
日
豊
次
郎

（東
京
）

花
束
／
高
山
里
予

（埼
玉
）

■
お
祝
い
の
手
紙
、
ご
祝
儀

小
川
法
慶

（長
崎
）

、
間
野
外
志
雄

（東

京
）、
石
田
英
湾

（群
馬
）、
醍
醐
ミ
ヨ
子

（東
京
）、
神
崎
久
ｒ

。
み
さ
子

（山
口
）、
萩

原
敏
ｒ

（広
島
）、
野
ケ
山
量
尉
知

（東
京
）、

古
田
秀
子

・
竹
原
よ
し
え

（京
都
）、
西
田
愛

子

（北
海
道
）、
藤
田
正
直

（東
京
）、

野
田
瑞
栄

・
青
木
キ
ヨ

・
鈴
木
ト
シ

・
桑
原

ヒ
デ
ヨ

・
高
西
美
栄
子

（北
海
道
）、
北
海
道

健
康
学
苑
、
萩
原
会
計
事
務
所

（東
京
）

■
海
外
よ
り
の
祝
電
、
お
祝
い
の
手
紙
、
ご

祝
儀

小
原
陽
吉

（ブ
ラ
ジ
ル
）、
村
元
騰

（
ア
メ

リ
カ
）、
占
見
ク
リ
マ
ッ
ク

（
ベ
ル
ギ
ー
）、

二
宮
瑞
凰

（ア
メ
リ
カ
）、
菊
池
富
美
雄

・
ベ

ル
ナ
デ

ッ
ト

（ブ
ラ
ジ
ル
）、
北
村
省
１

（ブ

ラ
ジ
ル
）、
中
薗
雅
尋

（ア
メ
リ
カ
）、
山
崎
順

成

・
珂
珠
子

（ア
メ
リ
カ
）、
中
山
美
代
子

（ア
メ
リ
カ
）、
福
田
博
之

・
聖
子

（ア
メ
リ

カ
）、
ｏ
計
一８

ζ
，
一８
８
´

（
フ
ラ
ン
ス
）、

久
司
道
夫

・
ア
ベ
リ
ー
ヌ
、
山
本
し
づ
子
ほ

か
全
ア
メ
リ
カ
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の

友
に
代
わ

っ
て
、
イ
ー
ス
ト

・
ウ
エ
ス
ト

・

フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
生
と
仲
間
違

（ア
メ
リ
カ
）、
コ
ル
ネ
リ
ヤ
サ
ン
相
原

（ア

メ
リ
カ
）、
高
木
ロ
ー
ザ

（イ
ギ
リ
ス
）

、
べ

テ
ィ
、
ボ
ブ

・
ケ
ネ
デ
ィ

（ア
メ
リ
カ
）

■
ご
祝
儀

鶴
島
丈
夫

・
哲
子

（山
口
）、
水
野
久
ｒ

（東
京
）、
如
月
会

（東
京
）、
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ

パ
ン
株
式
会
社

（東
京
）、
　

大
矢
典
代

（神

奈
川
）、
常
岡

一
郎

（京
都
）、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

群
馬
支
部

・
Ｌ
庸
会
、
人
野
慶
之

（東
京
）、

高
山
里
子

（埼
玉
）、
世
界
正
食
協
会

（大
阪
）、

清
水
丞
治

（大
阪
）、
高
瀬
公
洋

（東
京
）、

田
仲
晃
子

（東
京
）、
久
司
慶
ｉ

（東
京
）、

黒
姫
和
漢
薬
株
式
会
社

（長
野
）、
大
森
英
桜

（静
岡
Ｙ
　
小
川
み
ち

（東
京
）、
川
ロ
ト
シ

（神
奈
川
）、
中
村
鶴
治

（東
京
）

（以
上
、
順
不
同

、
敬
称
略
）
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桜

沢

里
真

先

生

の

マ
ク

ロ

ス

・
ビ

オ

ス
を

祝

す

／

吉

見

ク

リ

マ

ッ
ク

の
残
さ
れ
た
永
遠
の
教
訓
に
よ

っ
て
、
長
寿

を
も
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
義
務
が
課
せ

ら
れ
ま
し
た
。

さ
い
わ

い
、
桜
沢
里
真
先
生
が
、
ま
ず
ト

ッ
プ
を
切

っ
て
、
こ
の
た
び
、
め
で
た
く
も

８０
才
を
迎
え
ら
れ
、
な
お

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
の
最
高
指
導
者
と
し
て
、
撃
々
し
く
御

活
躍
た
ま
わ

っ
て
い
る
こ
と
、
誠
に
大

い
な

る
喜
び
と
致
し
ま
す
。

そ
の
若
々
し
い
、
清
楚
な
お
姿
を
拝
し
て
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
女
性
達
が
、
遠
く
こ
れ
を
讃

嘆
し

「
ど
の
よ
う
な
秘
法
を
持

っ
て
お
ら
る

る
の
か
？
」
と
、
さ
さ
や
き
合
う
の
を
、
よ

く
見
聞
い
た
し
ま
す
が
、
こ
れ
こ
そ
、
百
万

言
を
尽
く
し
た

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
の
講

話
に
も
ま
し
て
、
大

い
な
る
説
得
力
で
あ
る

こ
と
、
言
う
を
ま
ち
ま
せ
ん
。

世
界

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ

ツ
ク
運
動
の
象
徴

と
し
て
、
ま
す
ま
す
充
実
し
た
模
範
を
示
さ

る
べ
く
、
充
分
に
御
健
康
に
御
留
意

い
た
だ

き
、
必
ず
百
才
ま
で
長
寿
を
全
う
さ
れ
ま
す

こ
と
を
お
願

い
し
、
お
祝

い
の
言
葉
に
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ボ
タ
ン
雪

の
降
り
し
き
る
ベ
ル
ギ
ー
に
て

四
月
十

一
日

「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
」
と
い
う
言
葉
は
、

ギ
リ
シ
ャ
語
の
マ
ク
ロ
ス

・
ビ
オ
ス

（大

い

な
る
人
生
）
に
由
来
し
ま
す
。
そ
れ
を
狭
義

に
取
り
ま
す
と

「
長
寿
」

で
あ
り
ま
す
。

と
し
ま
す
と
、
こ
の
食
生
活
法
で
、
次
の

世
紀
の
は
じ
め
に
、
十
人
や
二
十
人
の
先
輩

・
同
志
が
百
才
を
全
う
さ
れ
て
、
よ
く

マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
の
真
価
を
実
証
し
て
み
せ

ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

桜
沢
如

一
先
生
は
、
お
よ
そ
並
み
の
人
々

に
し
て
数
百
年
に
も
匹
敵
す
る
七
十
四
年
を
、

寸
秒
を
惜
し
み
な
が
ら
、
よ
く
全
う
さ
れ
、

永
遠
に
不
滅
の
教
訓
を
世
界
に
残
し
て
往
か

れ
ま
し
た
。
知
る
人
ぞ
、
知
る
／
　
私
ど
も
、

先
生
に
直
接
御
縁
の
あ

っ
た
者
に
と

っ
て
は
、

充
分
に
納
得
の
い
く
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
の
モ
デ
ル
人
生
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
桜
沢
先
生
の
人
生

の
本
質
を
解
せ
ぎ
る
皮
相
の
人
七
は
、
と
か

く
、
七
十
四
年
を

「
長
寿
に
あ
ら
ず
」
と
批

判
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
な
か
に
も
、
長

寿
者
の
比
較
的
多
き
北
国
の
人
々
は
、
こ
の

一
事
を
も

っ
て
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
そ

の
も
の
を
疑
問
視
い
た
し
ま
す
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
私
ど
も
後
続
に
は
、
師
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安
い
肥
料
が
で
き
な

い
か

昨
年
７
月
２
日
、
イ
ン
タ
ー
マ

ッ
ク
で
、
東
大
工
学
部
助
手
で

公
開
自
主
講
座
代
表
の
宇
井
純

さ
ん
が
、
公
害
問
題
に
つ
い
て

講
演
さ
れ
ま
し
た
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
開
拓
農
民
と
い
う
の

は
ひ
ど
い
暮
ら
し
で
し
て
、
い
ち
ば
ん
困
る

の
は
、
金
が
な
い
こ
と
で
す
。
な
け
な
し
の

現
金
を
学
校
へ
持

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
か
ら
、
肥
料
の
代
金
支
払
い
に

非
常
に
困
る
。
学
校
で
教
わ

っ
た
と
こ
ろ
で

は
、
化
学
肥
料
は
、
空
気
と
水
と
石
灰
石
か

ら
合
成
で
き
る
は
ず
で
、
お
よ
そ
原
料
に
金

が
か
か
る
は
ず
は
な
い
の
に
、
え
ら
≦

局
く

つ
く
。
こ
れ
は
、
ど
こ
か
で
よ

っ
ぽ
ど
ゴ

マ

カ
シ
が
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
技
術
が
遅
れ

て
る
の
か
。
と
も
か
く
、
肥
料
が
タ
ダ
同
然

で
で
き
る
技
術
を
勉
強
し
よ
う
と
思

っ
て
、

東
大
の
応
用
化
学
へ
入
り
ま
し
た
。

当
時
は
、
今
ほ
ど
受
験
戦
争
が
き
び
し
く

あ
り
ま
せ
ん
で
、
ニ
カ
月
く
ら
い
長
欠
で
百

姓
手
伝

っ
て
ま
し
て
も
、
な
ん
と
か
入
れ
た

わ
け
で
す
。

私
の
経
歴
を
お
話
し
す
る
こ
と
が
、
実
は

日
本
の
今
ぶ
つ
か

っ
て
い
る
公
害
問
題
の

一

つ
の
局
面
を
お
話
し
す
る
こ
と
に
な
る
か
と

思
い
ま
す
。
今
、
振
り
返

っ
て
み
ま
す
と
、

私
は
、
あ
る
意
味
で
は
非
常
に
幸
運
な
、
あ

る
意
味
で
は
ま
た
不
幸
な
技
術
者
と
し
て
の

生
活
を
送

っ
て
し
ま

っ
た
、
と
い
う
こ
と
を

感
じ
ま
す
し
、
そ
の
中
に
、ヽ
問
題
が
た
い
が

い
出
そ
ろ

っ
て
い
る
と
い
う
気
が
す
る
も
の

で
す
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
経
歴
を
手
短
か
に

申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
東
京
で
生
ま
れ
た
ん
で
す
が
、
両
親

と
も
学
校
の
教
師
だ

っ
た
関
係
で
、
北
関
東

を
あ
ち
こ
ち
歩
き
ま
し
た
。
戦
後
、
宇
都
宮

の
南
の
壬
生
と
い
う
小
さ
な
町
の
飛
行
場
の

跡
地
の
開
拓
地
へ
入
り
ま
し
て
、
中
学
か
ら

高
校
６
年
間
、
開
拓
農
民
と
し
て
の
暮
ら
し

を
い
た
し
ま
し
た
。
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そ
れ
で
、
だ
ん
だ
ん
応
用
化
学
を
勉
強
し

て
み
ま
し
た
が
、
や
っ
ば
リ
タ
ダ
に
は
な
ら

ん
、
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
当

然
、
ぼ
う
大
な
装
置
が
必
要
で
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
金
利
、
労
賃
も
あ
り
ま
す
。
原
料
が
タ

ダ
で
も
製
品
は
け

っ
し
て
タ
ダ
に
は
な
ら
な

い
、
と
い
う
こ
と
は
よ
く
分
か
り
ま
し
て
、

あ
き
ら
め
て
、
そ
れ
じ
ゃ
、
も
う
少
し
別
の

も
の
で
、
農
業
で
使
う
も
の
で
高
い
の
は
何

だ
ろ
う
か
、
と
考
え
ま
し
た
。

日
本
ゼ
オ
ン
ヘ
入
る

ち
ょ
う
ど
当
時
、
農
業
用
ビ

ニ
ー
ル
フ
ィ

ル
ム
が
出
だ
し
た
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
た
べ
ら

ぼ
う
な
値
段
だ

っ
た
も
ん
で
す
か
ら
、
肥
料

ほ
ど
は
む
ず
か
し
く
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
い

う
こ
と
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
方

へ
仕
事
を

変
え
ま
し
て
、
日
本
ゼ
オ
ン
と
い
う
、
今
で

は
だ
い
ぶ
大
き
く
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
小

さ
な
塩
ビ
専
業
の
会
社
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

そ
こ
へ
就
職
い
た
し
ま
し
た
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
な
る
べ
く
工
場

へ
行

き
た
い
、
本
社
の
事
務
所
な
ん
て
性
に
合
わ

な
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
工
場
部
門

へ
入

れ
て
も
ら
い
ま
し
て
、
工
場
の
予
定
地
へ
行

っ
て
、
ま
だ
何
も
な
い
田
ん
ぼ
ヘ
ク
イ
を
打

と
こ
ろ
が
、
触
媒
に
水
銀
を
使
う
も
の
で

す
か
ら
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
そ
れ
が
こ
ば
れ
ま

っ
て
、
工
場
を
建

て
て
、
装
置
を
す
え

つ
け

て
、
試
運
転
と
い
う

一
連
の
作
業
を
ず

っ
と

や
り
ま
し
た
。

塩
化
ビ

ニ
ー
ル
の
原
料
は
、
当
時
は
、
カ

ー
バ
イ
ド
と
、食
塩
か
ら
作
る
塩
酸

で
し
て
、

こ
れ
を
外
か
ら
買

っ
て
き
て
、
カ
ー
バ
イ
ド

か
ら
ア
セ
チ
レ
ン
を
作
る
。
そ
れ
に
塩
酸
を

く

っ
つ
け
る
。
こ
こ
で
水
銀
の
塩
化
物
、
昇

永
を
触
媒
に
使
い
ま
す
。

で
き
ま
し
た
塩
ビ
モ
ノ
マ
ー
、
こ
れ
は
か

す
か
な
香
り
の
す
る
気
体
で
す
が
、
こ
れ
は

圧
を
か
け
て
お
き
ま
す
と
、
常
温
で
も
液
体

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
熱
Ｌ
触
媒
を
か
け
て

釜
で
煮
る
と
、
サ
ラ
サ
ラ
し
た
粉
の
塩
化
ビ

ニ
ー
ル
の
ポ
リ

マ
ー
に
な
り
、
そ
こ
ま
で
が

日
本
ゼ
オ
ン
で
作

っ
て
売
る
も
の
で
す
。
そ

れ
に
加
塑
剤
と
い
う
油
、
熱
や
け
を
防
ぐ
安

定
剤
、
老
化
防
止
剤
な
ど
を

い
ろ

い
ろ
入
れ

て
、
こ
ね
て
の
し
ま
す
と
、
た
と
え
ば
ビ

ニ

ー
ル
フ
ィ
ル
ム
が
で
き
ま
す
。

配
合
剤
に
よ

っ
て
、
透
明
に
も
な
り
、
あ

る
い
は
柔
ら
か
く
も
国
く
も
な
り
、
材
料
と

し
て
大
変
便
利
な
も
の
で
し
て
、
ま
た
加
ェ

も
割
合
楽

で
す
か
ら
、
町
工
場

で
も
で
き
る
。

た
い
へ
ん
お
も
し
ろ

い
仕
事

で
、
当
時
は
楽

し
い
毎
日
で
し
た
。

す
。
ま
た
、
と
き
ど
き
出
来
そ
こ
な
い
の
触

媒
が
出
ま
す
。
こ
う
い
う
の
は
、
夜
動
の
人

に
中
し
送
り
ま
し
て
、
夜
中
に
下
水
に
流
す

の
が
だ
い
た
い
現
場
の
常
識
に
な

っ
て
い
ま

し
て
、
当
時
は
別
に
疑
わ
ず
に
私
も
流
し
て

お
り
ま
し
た
。

当
時
、
私
が
流
し
た
水
銀
だ
け
で
も
、　
一

年
ち
ょ
っ
と
の
あ
い
だ
で
５０
キ
ロ
ぐ
ら
い
あ

る
と
思
い
ま
す
。
３
交
替
で
す
か
ら
、
３
班

合
わ
せ
て
百
ｒｉ
十
キ
ロ
く
ら
い
、
少
な
め
に

見
て
も
、　
一
年
間
に
百
キ
ロ
は
流
し
て
い
ま

す
。と

こ
ろ
が
、
昭
和
４８
年
に
な

っ
て
、
魚
に

水
銀
が
含
ま
れ
て
い
る
、と
騒
ぎ
に
な

っ
て
、

通
産
省
が
あ
わ
て
て
日
本
中
の
塩
化
ビ

ニ
ー

ル
を
作

っ
て
い
る
工
場
に
、
ど
れ
く
ら
い
水

銀
を
流
し
た
か
、
と
い
う
報
告
を
出
さ
せ
た

ら
、
日
本
ゼ
オ
ン
か
ら
、

２３
年
間
で
全
部
で

３５
キ
ロ
と
い
う
報
告
が
出
て
き
ま
し
た
。

べ
ら
ぼ
う
め
、
と
い
う
わ
け
で
し
て
、
私

の
い
た

一
年
だ
け
で
も
、
ま
あ
百
キ
ロ
は
流

れ
て
い
る
ん
で
す
か
ら
、

２３
年
な
ら
、
ま
ず

２
ト
ン
は
流
れ
た
は
ず
で
す
ё

で
す
か
ら
、
公
害
問
題
で
公
表
さ
れ
た
数

字
と
実
態
と
の
あ
い
だ
に
は
、
だ
い
た
い
一
．

ケ
タ
の
違

い
が
あ
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
、

と
い
う
こ
と
は
、
こ
う
い
う
こ
と
で
も
分
か

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
時
は
、
水
銀
を
流
す
と
い
う

こ
と
に
、
あ
ま
り
疑
間
も
持
た
な
か

っ
た
ん

で
す
が
、
た
だ
、
水
銀
は
毒
だ
と
い
う
こ
と

は
学
校
で
多
少

教
わ

っ
て
い
ま
し
た
し
、
ま

た
、
大
変
高
い
も
の
で
す
か
ら
、
少
し
回
収

の
実
験
を
や

っ
た
覚
え
は
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
実
際
の
工
程
に
応
用
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
ｃ

そ
の
工
場
時
代
は
、
た
い
へ
ん
楽
し
く
や

っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
そ
の
う
ち
、
ど
う
も

生
意
気
だ
、
な
ん
て
ニ
ラ
ま
れ
た
り
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
て
、
本
社
の
営
業
に
転
勤
に

な

っ
て
、
加
工
の
ほ
う
の
仕
事
を
い
ろ
い
ろ

や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

塩
化
ビ
ニ
ー
ル
と
い
う
の
は
、
非
常
に
変

幻
白
在
な
も
の
で
し
て
、
柔
ら
か
い
フ
ィ
ル

ム
や
シ
ー
ト
、
自
動
車
の
内
張
り
、
固
い
ほ

う
は
パ
イ
プ
、
水
道
管
、
広
告
の
看
板
、
ダ

ッ
コ
チ
ャ
ン
や
ミ
ル
ク
飲
み
人
形
な
ん
か
の

オ
モ
チ
ャ
類
、
変

っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
南
極

行
き
の
ダ
ッ
チ
ワ
イ
フ
ま
で
作

っ
た
と
い
う

話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
い
ろ
ん
な
製
品
が
ち
ょ
っ
と
し

た
配
合
の
変
化
で
自
由
自
在
に
作
れ
る
と
こ

ろ
が
ミ
ソ
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
だ
け
配
合

剤
の
種
類
も
多
い
。
ま
ず
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
の

樹
脂
ｃ
こ
れ
は
本
体
で
す
か
ら
絶
対
い
り
ま

す
が
、
そ
れ
に
柔
ら
か
く
す
る
た
め
の
油
を

人
れ
ま
す
．
こ
れ
が
よ
く
問
題
に
な
り
ま
す

フ
タ
ル
酸

エ
ス
テ
ル
が
主
で
し
て
、
当
時
、

私
ど
も
は
、
そ
の
毒
性
は
ぜ
ん
ぜ
ん
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
ち

そ
れ
か
ら
、
焼
け
こ
げ
を
止
め
る
た
め
の
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安
定
剤
。
こ
れ
が
実
は
鉛
、
カ
ド
ミ
、
パ
リ

ウ
ム
、
ス
ズ
、
亜
鉛
と
い
う
ふ
う
な
、
ど
れ

を
と

っ
て
も
何
か
し
ら
体
に
よ
く
な
さ
そ
う

な
重
金
属
の
塩
類
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
他
、
す
べ
り
を
よ
く
す
る
た
め
に
ロ
ウ
を

入
れ
る
と
か
、
色
を

つ
け
る
。
カ
サ
を
ふ
や

す
た
め
に
石
の
粉
を
入
れ
る
、
と
い
う
ふ
う

に
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
る
ん
で
す
が
、
今

に
な

っ
て
考
え
て
み
ま
す
と
、
か
な
り
毒
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
毒
性
に
つ
い
て
、
実
は
当
時
か
ら
あ

る
程
度
、
商
売
の
上
で
は
考
慮
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
す
る
製
品
は
配

合
の
証
明
書
を
つ
け
な
い
と
売
れ
な
い
。
た

と
え
ば
、
肉
を
包
む
フ
ィ
ル
ム
に
は
フ
タ
ル

酸

エ
ス
テ
ル
を
入
れ
て
は
い
け
な
い
と
か
、

そ
れ
か
ら
、
輸
血
用
の
ビ

ニ
ー
ル
チ
ュ
ー
ブ
、

こ
れ
は
、
透
明
で
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
で
、

透
明
の
配
合
と
い
う
の
は
比
較
的
か
ぎ
ら
れ

て
く
る
ん
で
す
が
、
そ
の
中
で
、
カ
ド
ミ
ウ

ム
は
使

っ
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
規
定
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
て
大
学
へ
も
ど

っ
て
間
も
な
く
水

俣
病
の
話
を
聞
い
た
ん
で
す
。

昭
和
３４
年
の
７
月
に
初
め
て
有
機
水
銀
説

が
出
て
、
Ｈ
月
の
２
日
に
水
俣

で
大
き
な
漁

民
乱
入
事
件
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
で
東
京

の
新
間
に
も
大
き
く
の
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
ま
す
と
、

ど
う
も
水
銀
が
く
さ
い
。
そ
れ
で
、
へ
た
を

す
る
と
日
本
ゼ
オ
ン
の
高
岡
工
場
の
下
で
も

水
俣
病
が
出
る
ん
じ
ゃ
な
か
ろ
う
か
、
と
い

う
ん
で
気
に
な
り
ま
し
て
、
そ
れ
か
ら
水
俣

病
の
こ
と
を
し
つ
こ
く
調
べ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
私
が
水
俣
病
の
こ
と
を
調
べ

『
ど

や
、
買

う

て
く
れ

へ
ん

か
』

営
業
に
お
り
ま
す
と
、
小
さ
な
町
工
場
を

一
軒

一
軒
ま
わ

っ
て

「
ど
う
ぞ
う
ち
の
樹
脂

を
使

っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
か
わ
り
配
合
を

教
え
ま
す
か
ら
」
と
い
つ
て
歩
く
わ
け
で
す
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
い
ろ
ん
な
配
合
剤
の
こ

と
も
勉
強
し
ま
し
て
、
お
も
し
ろ
く
な

っ
て

き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
半
年
ほ
ど
し
た
ら
、
大
阪
の

営
業
所
へ
行
け
、
と
い
う
ん
で
す
。
お
か
し

い
な
、
と
思

っ
た
ら
、
ど
う
も
私
が
学
生
時

代
、
ち
ょ
っ
と
学
生
運
動
の
端

っ
こ
を
や

っ

た
の
が
、
え
ら
く
大
物
み
た
い
に
受
け
取
ら

れ
た
ら
し
く
て
、
組
合
の
役
員
の
被
選
挙
権

が
で
き
る
半
年
以
内
に
次
々
と
転
勤
さ
せ
る

と
い
う
こ
と
だ

つ
た
ら
し
い
ん
で
す
。

そ
れ
で
、
そ
ろ
そ
ろ
や
め
時
だ
な
、
と
感

じ
な
が
ら
大
阪
へ
行
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
行

っ
て
み
ま
す
と
、
な
に
し
ろ

関
東
で
育

っ
た
人
間
が
大
阪
へ
行
き
ま
す
と
、

こ
り
ゃ
楽
し
い
も
ん
で
あ
り
ま
し
て
、何
を
食

べ
て
も
お
い
し
い
で
す
し
、
人
情
も
ま
た
違

っ
て
、
非
常
に
居
心
地
が
い
い
も
ん
で
す
か

ら
、
毎
日
会
社
で
弁
当
二
つ
食
う
な
ん
て
こ

と
を
や

っ
て
お
り
ま
し
た
ら
、
ど
ん
ど
ん
太

り
ま
し
て
、
五
十
五
、
エハ
キ
ロ
だ

っ
た
の
が
、

大
阪
へ
行

っ
て
ま
も
な
く
八
十
キ
ロ
に
な
り

ま
し
た
。
（爆
笑
）

そ
ん
な
に
急
に
太
り
ま
す
と
当
然
、
心
臓

が
悪
く
な
り
ま
し
て
、
結
局
、
会
社
を
や
め

る
時
に
は
、
心
臓
が
気
に
な

っ
て
や
め
ぎ
る

を
得
な
か

っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
、
京
都
の
小
さ
な
町
工
場
で
す
と

か
、
大
阪
の
朝
鮮
人
部
落
の
ビ

ニ
ー
ル
ス
ク

ラ
ッ
プ
屋
さ
ん
、
そ
れ
か
ら
神
戸
あ
た
り
の

ケ
ミ
カ
ル

・
シ
ュ
ー
ズ
屋
。
こ
う
い
う
所
を

サ
ン
プ

ル
持

っ
て
、
「
ど
や
、
ま
た
１０
キ

ロ
、

買
う
て
く
れ
ま

へ
ん
か
」
と
頼
ふ
ま
す
と
、

「
お
前
と
こ
は
高

い
か
ら
買
え

へ
ん
」
―
―

そ
こ
で
、

「
い
や
、
お
も
し
ろ

い
配
合
教
え

ま
す
か
ら
。
こ
れ
な
ら
ダ

ッ
チ
ワ
イ

フ
で
も

よ
う
で
き
ま

っ
せ
」
と
い
う
ふ
う
な
調
子
で
、

商
売
し
て
歩
く
と
い
う
こ
と
を
半
年
ば
か
り

し
ま
し
た
。

今
か
ら
思
う
と
、
こ
の
時
期
は
、
塩
化
ビ

ニ
ー
ル
の
配
合
だ
け
で
な
く
て
、
ほ
か
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
い
ろ
い

ろ
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
そ
う
や

っ
て

一
軒

一
軒
ま
わ

っ
て

俣

病

を

調

べ
歩
く
よ
り
も
、
実
は
お
得
意
先
の
資
材
課
長

を
飲
ま
し
た
ほ
う
が
よ
く
売
れ
る
の
で
し
て
、

夜
に
な
る
と
バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
を
案
内
し

て
回
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
駆
け
出
し
の
営
業
課
員
は
、

飲
ん
じ
ゃ
い
か
ん
の
で
し
て
、
飲
ん
だ
ら
わ

け
分
か
ら
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
な
る
べ
く

飲
ま
ず
に
、
勘
定
が
間
違

っ
て
な
い
か
ど
う

か
横
目
で
じ
っ
と
に
ら
ん
で
る
、
と
い
う
仕

事
で
、
昼
は
営
業
、
夜
は
キ
タ
と
ミ
ナ
ミ
を

毎
晩
二
、
三
軒
ず
つ
ハ
シ
ゴ
と
い
う
ふ
う
な

こ
と
で
、
し
か
も
太

っ
て
心
臓
、が
苦
し
く
な

っ
て
き
た
の
で
、
こ
れ
、
体
が
も
た
ん
な
、

と
思

っ
た
の
で
、
大
学
へ
も
ど
り
ま
し
た
。

た
と
い
う
動
機
は
、
け

っ
し
て
そ
ん
な
崇
高

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
、
む
か
し
自
分

が
働
い
て
い
た
工
場
で
も
水
俣
病
が
出
た
ら

大
変
だ
、
私
も
そ
の
犯
人
の

一
人
だ

っ
た
ら

大
変
だ
、
と
い
う
こ
と
で
調
べ
始
め
た
の
が

最
初
の
き

っ
か
け
で
す
。

私
が
水
俣

へ
行

っ
た
の
は
、
昭
和
３５
年
か

ら
あ
と
で
す
か
ら
、
水
俣

の
歴
史
で
は
い
ち

ば
ん
ド
ン
底
の
時
代
で
し
て
、
も
う
あ
の
病

気
は
片
づ
い
て
し
ま

っ
た
、
と
い
う
こ
と
に

現
地
で
は
な

っ
て
お
り
ま
し
た
。

っ
ま
り
、

３４
年
の
１２
月
３０
日
に
、
水
俣
病

の
患
者
に
対
す
る
見
舞
い
金
補
償
が
わ
ず
か

な
が
ら
出
ま
し
て
、死
ん
だ
人
に
は
３０
万
円
、
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そ
れ
か
ら
２
万
円
の
葬
式
料
。
生
き
て
る
人

に
は
年
間
１０
万
円
の
年
金
。
子
供
の
患
者
は

３
万
円
の
年
金
で
、
成
人
に
達
し
た
ら
５
万

円
に
ふ
え
る
。

そ
う
い
う
の
が
決
ま
り
ま
し
て
、
患
者
も

み
ん
な
、
も
う
や
む
を
え
ず

ハ
ン
コ
を
つ
い

て
、
こ
れ
で
水
俣
病
問
題
は
お
わ

っ
た
、
で
、

因
果
関
係
に
つ
い
て
は
間
わ
な
い
、
た
だ
し
、

将
来
、
水
俣
病
と
工
場
廃
水
が
関
係
な
い
と

い
う
こ
と
に
な

っ
た
時
に
は
、
即
時
、
こ
の

年
金
支
給
は
打
ち
切
る
、
と
い
う
契
約
書
を

見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ど
う
も
こ
れ
は
お
か
し
な
も
ん
だ
な
、
と

い
う
こ
と
を
感
じ
た
ん
で
す
が
、
因
果
関
係

は
間
わ
な
い
で
、　
一
応
、
見
舞
い
金
は
出
す

け
れ
ど
も
、
関
係
が
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た

ら
打
ち
切
る
と
い
う
ん
で
す
か
ら
、
や

っ
ぱ

り
因
果
関
係
ど
ふ
り
か
え
に
な

っ
て
る
は
ず

な
ん
で
す
ね
。

当
時
、
水
俣
を
歩
く
の
は
大
変
ゆ
う
う
つ

な
こ
と
で
し
て
、
患
者
が
日
の
前
で
ケ
イ
レ

ン
し
て
苦
し
が

っ
て
も
、
私
は
医
者
じ
ゃ
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、
鎮
静
剤

一
本
打

っ
て
や
る

資
格
も
あ
り
ま
せ
ん
。
せ
い
ぜ
い
、
相
手
の

グ
チ
を
聞
い
て
書
き
と
め
る
く
ら
い
で
す
け

ど
も
、

「
も
う
、
す
ん
で
し
ま

っ
た
話
だ
と

み
な
思

っ
て
る
時
に
、
今
さ
ら
言
い
出
し
た

っ
て
、
か
え

っ
て
み
ん
な
に
い
や
が
ら
れ
る

だ
け
じ
ゃ
」
と
患
者
の
人
は
言
う
ん
で
す
。

「
あ
ん
た
に
話
し
た

っ
て
よ
く
な
る
わ
け
じ

ゃ
な
し
」
と
言
わ
れ
り
ゃ
、
た
し
か
に
そ
の

通
り
な
ん
で
す
が
、
ま
あ
こ
ん
な
ひ
ど
い
話

が
昭
和
３０
年
代
後
半
に
は
あ

っ
た
の
だ
、
と

い
う
こ
と
を
せ
め
て
書
き
残
し
て
お
こ
う
や

と
、
当
時
め
ぐ
り
合

っ
た
石
牟
礼
道
子
さ
ん

な
ん
か
と
話
を
し
ま
し
て
、
そ
れ
で

「
い
っ

た
い
、
誰
が
読
む
だ
ろ
う
ね
」
と
い
う
話
に

な
、
っ
た
ん
で
す
が
、
た
ぶ
ん
人
間
は
だ
め
で

も
、
人
間
が
滅
ん
だ
あ
と
、
ゴ
キ
ブ
リ
か
ネ

ズ
ミ
く
ら
い
が
天
下
を
取

っ
た
時
に

「
人
間

と
い
う
の
は
こ
う
い
う
バ
カ
な
こ
と
を
し
て

滅
ん
だ
ん
だ
か
ら
、
ま
あ
、
気
を

つ
け
よ
う

や
」
と
い
う
く
ら
い
に
読
ん
で
く
れ
れ
ば
、

そ
り
ゃ
上
出
来
だ
ろ
う
、
と
い
う
ふ
う
な
話

を
し
な
が
ら
、
お
互
い
に
記
録
を
作

っ
て
い

た
、
と
い
う
の
が
昭
和
３０
年
代
の
後
半
で
あ

り
ま
す
。

そ
の
こ
ろ
、
チ
ッ
ソ
の
会
社
の
ほ
う
で
も
、

工
場
廃
水
を
ネ
コ
に
飲
ま
せ
た
ら
水
俣
病
の

症
状
が
出
た
と
か
、
工
場
廃
水
を
分
析
し
た

ら
、
や

っ
ぱ
り
水
俣
病
の
原
因
物
質
の
メ
チ

ル
水
銀
が
含
ま
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が

工
場
内
部
で
証
明
さ
れ
た
の
が
昭
和
３７
年
で

す
。熊

本
大
学
で
も
、
そ
れ
が
証
明
さ
れ
て
、

学
会
発
表
さ
れ
た
の
が
３７
年
６
昭
和
３７
年
と

い
う
の
は
、
水
俣
病
の
因
果
関
係
が
実
際
に

解
け
た
年
だ

っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
実
は

学
会
発
表
も
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
し
、
工
場
の
デ
ー
タ
は
全
部
秘
密
に
さ
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れ
ま
す
し
、
水
俣
病
は
そ
こ
で
迷
宮
入
り
、

世
間
か
ら
忘
れ
ら
れ
た
、
と
い
う
の
が
実
状

で
し
た
。

今
に
な

っ
て
み
ま
す
と
、
私
が
そ
の
時
期
、

水
俣
を
歩
い
て
い
た
と
い
う
の
は
運
が
い
い

面
も
あ
り
ま
し
て
、
ま
た
、
因
果
関
係
を
探

し
あ
て
る
の
に
も
別
に
じ
ゃ
ま
も
入
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

工
場
は
何
も
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た

け
れ
ど
も
、
患
者
の
と
こ
ろ
を
聞
き
歩
き
や

っ
て
ま
す
と
、
次
の
日
に
は
、
私
が
ど
こ
を

あ
る

っ
て
た
か
が
工
場
に
つ
つ
抜
け
に
な
る

ぐ
ら
い
で
、
別
に
ゴ
ロ
ツ
キ
に
か
ら
ま
れ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、

あ
る
意
味
で
は
も
う

「
あ
ん
な
の
は
捨
て
て

お
け
」
と
い
う
ふ
う
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

そ
の
へ
ん
が
運
が
よ
か

っ
た
の
で
、
今
も

し
あ
あ
い
う
ふ
う
な
公
害
調
査
を
や
ろ
う
と

し
ま
し
て
も
、ち
ょ
っ
と
名
が
売
れ
す
ぎ
て
、

は
じ
め
か
ら
警
戒
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
当

時
は
学
生
服
を
着
て
、
そ
の
へ
ん
を
歩

い
て

る
分
に
は
、
あ
ん
ま
り
金
も
か
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
し
、
人
も
警
戒
し
な
い
で
ほ
ん
と
の

こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

因
果
関
係
は
た
し
か
に
昭
和
３８
年
に
な

っ

て
、
今
申
し
ま
し
た
よ
う
な
こ
と
、
全
部
つ

き
と
め
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
発
表
が
こ
わ

く
て
見
合
わ
せ
た
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
当
時
、
大
学
院
の
学
生
だ

っ
た
ん
で
す
が
、
学
会
で
は
も
う
水
俣
病
は

迷
宮
入
り
、
あ
る
い
は
原
因
不
明
と
い
う
こ

と
に
な

っ
て
い
る
の
に
、
大
学
院
の
学
生
ぐ

ら
い
が
天
下
の
チ
ッ
ソ
を
相
手
に
し
て
ケ
チ

を

つ
け
た

つ
て
、
当
然
、
相
手
に
さ
れ
な
い

だ
ろ
う
、
と
判
断
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
わ
け
で
黙

っ
て
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
ま

っ
た
く
黙

っ
て
る
の
も
シ
ャ
ク
な
の

で
、
な
る
べ
く
人
の
読
ま
な
そ
う
な
雑
誌
と

い
う
こ
と
で
、
せ
い
ぜ
い
二
、
三
百
人
の
同

人
雑
誌
で
、
原
稿
が
少
な
い
か
ら
何
か
書
け

や
、
と
い
う
の
で

「
じ
ゃ
、
水
俣
病
で
分
か

っ
た
こ
と
を
全
部
書
く
」
と
い
う
こ
と
で
書

き
だ
し
た
の
が
昭
和
３８
年
で
す
。

そ
の
う
ち
に
、
合
化
労
連
の
機
関
誌
の
編

集
者
が
、
そ
れ
を
読
ん
で
、　
ア
」
う
い
う
も

の
こ
そ
取
り
上
げ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
の
で
、

『
月
刊
合
化
』
と
い
う
雑
誌

へ
移
し
て
く
れ

た
の
が
昭
和
３９
年
で
す
。

そ
う
し
ま
す
と
、
水
俣
工
場
の
悪
口
も
書

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
組
合
が
ど
う

動
い
た
か
、
と
い
う
こ
と
も
書
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
組
合
の
こ
と
を
書

き
ま
す
と
、
組
合
の
機
関
誌
と
し
て
は
ま
ず

い
ん
で
、「
こ
こ
ん
と
こ
ろ
切

っ
て
く
れ
」
と

き
ま
す
か
ら
、

「
い
や
困
る
。
こ
り
ゃ
、
や

っ
ば
り
現
実
に
あ

っ
た
こ
と
だ
か
ら
、
伏
せ

字
じ
ゃ
ど
う
だ
」
と
言
い
ま
す
と
、

「
組
合

の
機
関
誌
に
伏
せ
字
は
い
く
ら
な
ん
で
も
ひ

ど
い
。
そ
れ
は
か
ん
べ
ん
し
て
く
れ
」
と
い

う
の
で
、
都
合
の
悪
い
と
こ
ろ
を
向
く
抜
き

ま
し
て
、
抜
き
刷
り
の
方
は
ち
ゃ
ん
と
原
稿

通
り
印
刷
し
て
出
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ハ

ラ

を

決

め

と
こ
ろ
が
昭
和
４０
年

に
な
り
ま
し
て
、
第

１
水
俣
病
が
出

て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
で

が
く
ぜ
ん
と
し
た
ん
で
す
が
、

３８
年
に
少
な

く
と
も
私
は
真
相
を
突
き
と
め
て
い
た
の
に
、

そ
れ
を
、
こ
わ
く
て
発
表
で
き
な
か

っ
た
。

３８
年
に
発
表
し
て
れ
ば
、

４０
年

の
第
二
水
俣

病
を
も
う
少
し
小
さ
な
規
模
で
食

い
止
め
ら

れ
た
か
も
知
れ
な
い
、
と

い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
と
、
や

っ
ば
り
、
あ
の
水
俣
病
で
死
ん

だ
何
人
か
の
命
に
責
任
が
で
き
て
し
ま

い
ま

し
て
、
そ
れ
か
ら
、
ど
ん
な
場
所

で
も
、
た

と
え
自
民
党
の
お
え
ら
方
の
前

で
も
、
呼
ば

れ
た
ら
本
当
の
こ
と
を
言
お
う
、　
一
人
で
も

多
く
の
人
に
聞
い
て
も
ら
お
う
、
と
い
う
ふ

う
に
ハ
ラ
を
決
め
ま
し
て
、
ど
こ
で
も
行
く

よ
う
に
し
た
も
ん
で
す
か
ら
、
今
度
は
ふ
だ

ん
の
仕
事
の
ほ
う
が
手
が
ま
わ
ら
な
く
て
き

つ
い
、
と

い
う
こ
と
に
な

っ
て
き
た
ん
で
す

が
、
そ
の
お
か
げ

で
、
水
俣
病
だ
け
で
な
く

て
、
い
ろ
ん
な
公
害
に
対
し
て
、
い
や
で
も

日
を
開
か
ぎ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

電
線
の
手
を
抜
く

今
、
思
い
出
し
て
も
ゾ

ッ
と
す
る
話
は
、

電
線
と
い
う
の
は
、
ビ

ニ
ー
ル
で
巻
い
て
あ

し
か
し
、
こ
れ
は
、
初
め
か
ら
人
が
見
な
い

こ
と
を
前
提
に
し
て
い
た
わ
け
で
す
し
、
事

実
、
だ
れ
も
気
が
つ
か
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。

るる
ん
で
す
が
、
不
景
気
に
な
る
と
、
電
線
の

値
下
げ
競
争
が
始
ま
る
ん
で
す
。

も
う
こ
れ
以
上
安
く
し
た
ら
、
電
線
の
カ

ッ
コ
ウ
を
な
さ
ん
、
ま
わ
り
に
か
ろ
う
じ
て

ビ

ニ
ー
ル
が
く

っ
つ
い
て
る
、
と
い
う
安
い

配
合
を
工
夫
し
て
、　
コ
」
れ
、
も
う
変
え
た

ら
あ
き
ま
へ
ん
で
。
こ
れ
よ
り
安
う
し
た
ら

も
う
電
線
に
な
り
ま
へ
ん
か
ら
な
」
と
い
う

の
を
作

っ
て
渡
し
ま
す
と
、
そ
れ
で
も

「
ま

だ
高
す
ぎ
る
。
何
と
か
も

っ
と
下
げ
ら
れ
ん

か
い
」
と
、
こ
う
く
る
わ
け
で
す
ね
。

と
こ
ろ
が
、
回
り
の
被
覆
の
ほ
う
で
は
、

も
う
つ
め
ら
れ
ん
、
と
言
う
と
、
「
さ
よ
か
、

じ
ゃ
、
中
の
電
線
抜
く
わ
」
と
い
う
わ
け
で

す
。
中
は
２０
本
と
か
３０
本
と
か
、
細
い
線
を

よ

っ
て
あ
る
ん
で
、
そ
の
う
ち
１
本
と
か
２

本
と
か
抜
く
の
で
す
。

電
線
と
い
う
の
は
、
非
常
に
き
び
し
い
規

格
が
あ

っ
て
、
０
点
何
ミ
リ
の
よ
り
線
を
何

本
、
そ
れ
に
何
ミ
リ
の
被
覆
を
か
け
て
、
と

な

っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
こ
う
い
う
安
物
は

中
身
を

一
、
二
本
抜

い
て
あ
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
だ
け
だ
と
買
い
手
が
心
配
し
ま
す
か
ら

古
河
電
線
だ
と
か
、
藤
倉
電
線
だ
と
か
、
ス

タ
ン
プ
を
偽
造
し
て
売
る
商
売
が
あ
る
ん
だ
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そ
う
で
す
。
ち
ょ
う
ど
昭
和
三
十
四
、
五
年

に
作

っ
た
や
つ
が
、
も
う
二
十
年
く
ら
い
た

っ
て
、
あ
ち
こ
ち
の
屋
根
裏
を
走

っ
て
ま
す

か
ら
、
ぼ
ち
ば
ち
シ
ョ
ー
ト
し
て
火
が
出
る

こ
ろ
じ
ゃ
な
い
か
、
と
冷
や
汗
の
出
る
話
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

づ
く
）

「天
国
と
地
獄
」
往
来

か
つ
て
、
日
本
人
の
日
に
は
、
ア
メ
リ
カ

や
西
洋
が
天
国
に
映

っ
た
。

一
九
四
五
年
の
敗
戦
で
、
や

っ
て
き
た
占

領
軍
は
、
自
由
と
平
和
と
正
義
の
花
園
か
ら

舞

い
降
り
た
天
使
の
よ
う
に
見
え
た
ｃ
彼
ら

は
、
日
本
の
横
暴
な
る
軍
国
主
義
を
廃
止
し
、

病
度
を
滅
ぼ
し
、
い
ま
わ
し
い
蚊
や
ハ
エ
や

ノ
ミ
や
シ
ラ
ミ
を

一
掃
す
る
Ｄ
Ｄ
Ｔ
を
も
た

ら
し
、
女
性
を
奴
隷
の
地
位
か
ら
解
放
し
、

政
治
犯
を
釈
放
し
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
追
放

し
、
焼
け
跡
の
馬
小
屋
の
如
き
中
学
校
を

コ

ン
ク
リ
ー
ト
建
て
の
楽
し
い
学
園
に
建
て
な

お
し
、
飢
餓
か
ら
日
本
人
を
救
う
た
め
に
来

た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

あ
れ
か
ら
二
十
数
年
た

っ
て
、
日
本
が
、

彼
ら
欧
米
諸
国
と
肩
を
並
べ
る
よ
う
に
な
る

と
、
ど
う
し
た
わ
け
か
、
日
本
人
の
目
に
は
、

急
に
欧
米
人
の
欠
点
が
多
く
目
に
つ
く
よ
う

に
な

っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
を
訪
ね
る
と
年
間
百

万
の
日
本
人
旅
行
者

の
多
く
が
、
期
待
を
裏

切
ら
れ
た
よ
う
な
気
持
を

い
だ

い
て
帰

っ
て

ゆ
く
。
彼
ら
は
、
申
し
合
わ
せ
た
よ
う
に
言

一 *― *一 *一 *一 *一 *一 *一 *― *一 *一 *一 *一 *― *一 *― *一

吉

見

ク

リ

ム

（在
ベ
ル
ギ
ー
）

う
。
「
や

っ
ぱ
り
、
日
本
が

一
番

い
い
」
と
。

第

一
、
食
事
が
い
い
。
第
二
、
言
葉
が
自
由

だ
。
第
二
、
人
情
味
が
あ
る
。
第
四
、
設
備

が
便
利
だ
。
第
五
、
サ
ー
ビ
ス
が
い
い
…
…

ｅ
ｔ
ｃ

〔等
ι

。

か

つ
て
、
日
本
に
住
ん
だ
欧
米
人
は
、
大

き
な
庭
園
に
か
こ
ま
れ
た
立
派
な
建
物
に
住

ん
で
、
あ
ち
ら
風
の
食
事
を
し
、
子
供
た
ち

に
は
特
別
な
学
校
を
作

っ
て
、
要
す
る
に
、

日
本
人

一
般
と
離
れ
た
生
活
を
し
て
い
た
。

中
に
は
、
日
本
家
屋
を
愛
し
、
味
噌
汁
を
の

み
、
日
本
人
の
教
育
に
生
涯
を
ぶ
ち
こ
ん
で

い
る
人
も
い
く
ら
か
い
た
。

そ
の
こ
ろ
の
日
本
に
は
、
ど
こ
に
で
も
悲

惨
な
地
獄
が
見
ら
れ
た
。

暴
力
の
支
配
す
る
、
な
ぶ
り
殺
し
や
、
ゴ

ー
モ
ン
の
タ
コ
部
屋
生
活
者
や
、
炭
坑
夫
、

水
呑
み
百
姓
。
徹
底
的
に
差
別
さ
れ
た
、
部

落
民
、
朝
鮮
人
、
前
科
者
。
陰
惨
を
生
き
た

共
産
党
と
獄
囚
。
飢
餓
の
中
で
人
間
性
が
な

く
な
る
ま
で
、
い
じ
め
ぬ
か
れ
た
初
年
兵
。

女
工
と

″春
を
ひ
さ
ぐ
″
女
た
ち
。
そ
の
さ

ら
に
昔
に
は
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
。

▲ 電気のコードにも欠陥品 ?
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旧
中
国
の
悲
惨
は
、
日
本
の
は
る
か
数
層

倍
上
を
い
っ
た
。

『
コ
ン
シ

ュ
ル
』

（領
事
）
を
書
い
た
、
フ

ラ
ン
ス
人
ボ
ダ
ー
ル
氏
に
よ
る
と
、

「
旧
中

国
の
す
べ
て
が
、
搬
陽
の
所
産
だ

っ
た
。
盆

栽
が
そ
う
だ
。
テ
ン
足
の
女
が
そ
う
だ
。
儒

教
の
女
性
教
育
が
そ
う
だ
。
中
国
の
支
配
社

会
は
、
庶
民
の
拷
間
の
上
に
成
り
立

っ
て
い

た
」
（
ラ
ジ
オ
放
送
）

西
洋
の
十
九
世
紀
ま
で
の
悲
惨
も
猛
烈
な

も
の
だ

っ
た
。
共
産
主
義
の
温
床
に
な

っ
た

英
国
の
炭
坑
夫
、
フ
ラ
ン
ス
の
農
民
、
文
字

通
り
塗
炭
の
苦
し
み
に
あ
え
い
で
い
た
全
欧

の
貧
民
た
ち
…
…
。
拷
問
な
ら
、
ナ
チ
の
ゲ

シ
ュ
タ
ポ
や
ア
ル
ジ

ェ
リ
ヤ
戦
争
の
フ
ラ
ン

ス
軍
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
中
世
時
代
の

拷
間
を
見
る
と
、
誰
で
も
人
間
の
精
神
性
を

疑
い
た
く
な
る
。
ど
こ
の
お
城

（
シ
ャ
ト
オ
）

を
訪
ね
て
も
、
必
ず
念
の
入

っ
た
大
仕
掛
け

の
拷
問
部
屋
が
あ

っ
て
、
参
観
者
の
辮
熟
感

を
呼
ぶ
。

も

っ
と
も
、
西
洋
で
は
、
中
国
が
拷
間
の

本
家
本
山
で
あ
る
、
と
誰
で
も
思

っ
て
い
る
。

桜
沢
先
生
の
幼
少
年
時
代
は
悲
惨
だ
っ
た
。

〔？
―
編
注
〕
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
、
は
る

か
に
悲
惨
な
少
年
時
代
を
送
っ
た
人
が
、
西

洋
に
も
あ
る
。

Ｇ
先
生
も
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

父
は
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
で
哲
学
者
、
母

は
ユ
ダ
ヤ
系
ロ
シ
ヤ
人
で
天
文
学
者
だ
っ
た
。

戦
争
が
始
ま
る
と
、
ド
イ
ツ
に
住
ん
で
い
た

の
で
、
キ
ャ
ン
プ

〔収
容
所
〕
に
入
れ
ら
れ

て
殺
さ
れ
た
。
Ｇ
少
年
は
、
十
才
を
出
た
ば

か
り
だ
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
両
親
の
並
み
並

み
な
ら
ぬ
計
ら
い
で
、
ド
イ
ツ
を
逃
れ
、
フ

ラ
ン
ス
を
越
え
て
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ヤ
に
現
わ

れ
る
。
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
徒
手
空
拳
の
生
活

が
始
ま
る
。
十
四
才
ご
ろ
、
生
き
る
た
め
に

二
年
間
も
鉄
道
工
夫
と
し
て
重
労
働
に
し
た

が
っ
た
。

や
が
て
、
パ
リ
の
高
校
に
入
る
と
、
数
学

の
天
才
を
発
揮
し
て
、
教
師
を
弟
子
に
し
て

し
ま
う
。
Ｍ
Ｉ
Ｔ

〔
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
エ

科
大
学
〕
で
糠
幅
を
と
っ
て
い
る
こ
ろ
、
フ

ィ
ー
ル
ズ
数
学
賞
を
受
け
て
、
世
界
の
数
学
、

物
理
学
界
の
注
視
を
浴
び
る
に
至
る
。
そ
れ

か
ら
、
パ
リ
大
学
で
数
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の

所
長
を
や

っ
て
い
る
時
に
、
軍
部
か
ら
協
力

を
要
請
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を

一
蹴
し
て
、
あ

っ
さ
り
引
退
。

今
で
は
、
南
仏
の

一
寒
村
に
隠
者
の
生
活

を
送

っ
て
い
る
が
、
彼
が
余
暇
に
書
き
つ
け

る
メ
モ
の
ボ
ツ
を
ク
ズ
箱
か
ら
盗
む
と
、
世

界
の

一
流
大
学
で
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
如
く
求

め
ら
れ
る
、
と
い
う
。

要
す
る
に
、
東
洋
と
西
洋
に
、
い
ず
れ
劣

ら
ず
、
悲
惨
が
あ
っ
た
。
こ
の
世
の
地
獄
が

あ

っ
た

。

二
、
四
十
年
前
ま
で
、
た
し
か
に
、
た
し

か
に
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
地
獄
を
、
ま
の
あ
た

り
に
見
て
い
た
日
本
人
で
あ
る
の
に
、
今
、

急
に
、
日
本
こ
そ
天
国
で
あ
る
、
と
思
う
よ

う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
な
ら
、
天
国
が
地
獄
に
、
地
獄
が
天

国
に
変

っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

▽

〔陰
〕
が
△

〔陽
〕
に
、
△
が
▽
に
な

っ
た
の
な
ら
、
こ
れ
は
Ｐ
Ｕ
の
立
派
な
課
題

で
あ
る
。

私
は
、
二
十
年
、
西
洋
に
住
ん
で
み
た
結

論
だ
け
を
、
こ
こ
に
言

っ
て
み
た
い
。

西
洋
と
東
洋
は
、
相
対
的
な
位
置
関
係
に

あ
る
。
だ
か
ら
、　
一
方
を
天
国
と
見
る
視
野

に
立

つ
と
他
方
は
地
獄
に
な
る
。
西
洋
と
東

洋
は
、
そ
れ
ぞ
れ
天
国
と
地
獄
を
、
裏
表
の

よ
う
に
互
い
に
持

っ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
る

個
人
の
観
点
次
第
で
、
天
国
に
見
え
た
り
、

地
獄
に
見
え
た
り
す
る
。
個
人
の
視
野
の
ひ

ろ
き
、
観
点
の
高
低
、

つ
ま
り
判
断
力
の
内

容
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
政
府
の
要
人
が
、
誰
は
ば
か
る

と
こ
ろ
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
を
讃
美
す
る
。

「
そ
こ
に
は
、
世
界

一
美
し
い
自
然
と
、
世

界

一
の
食
べ
物
と
、
他
の
国
々
に
見
ら
れ
な

い
自
由
と
が
あ
る
」
と
。
そ
う
言
え
ば
そ
う

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

西
洋
の
大
粒
の
ボ
タ
ン
雪
、春
秋
の
絶
景
、

美
し
い
女
性
た
ち
、
人
々
の
暖
か
い
心

（西

洋
に
人
情
が
な
い
な
ん
て
、
と
ん
で
も
な
い

こ
と
だ
。
近
ご
ろ
は
む
し
ろ
、
日
本
が
そ
う

だ
ろ
う
）、美
味
し
い
食
物
と
飲
み
物
、
き
び

し
い
、
信
用
の
お
け
る
学
校
教
育
、
人
道
主

義
、
寛
容
性
、
愛
、
正
義
感
…
…
な
に
を
か

言
わ
ん
や
、
西
洋
の
ほ
う
が
、
は
る
か
に
天

国
で
あ
る
、
と
言
え
る
点
が
、
あ
あ
、
た
し

か
に
無
限
に
あ
る
。

息
苦
し
く
な
る
ほ
ど
、
西
洋
に
は
天
国
と

地
獄
が
あ
る
、
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

の
か
も
知
れ
な
い
。

と
に
あ
れ
、
私
は
、
長
い
間
、
知
り
も
せ

ぬ
西
洋
の
悪
い
面
ば
か
り
を
見
て
き
た
こ
と

を
、
今
、
反
省
し
た
い
。

（
一
九
七
八

・
二

・
三
二
）

日
本
人
は
自
分
ら
が
飼
う
家
畜
を
屠と
群

す
る
こ
と
も
せ
ず
、
ま
た
、
食
べ
も
し
な

い
。
彼
ら
は
時
々
魚
を
食
膳
に
供
し
、
米

や
麦
を
食
べ
る
が
、
そ
れ
も
少
量
で
あ
る
。

た
だ
し
彼
ら
が
食
べ
る
草

（野
菜
）
は
豊

富
に
あ
り
、
ま
た
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、

い
ろ
い
ろ
な
果
物
も
あ
る
。
そ
れ
で
い
て
、

こ
の
土
地
の
人
々
は
、
不
思
議
な
ほ
ど
の

達
者
な
身
体
を
も

っ
て
お
り
、
稀
な
高
齢

に
達
す
る
者
も
多
数
居
る
。
し
た
が

っ
て
、

た
と
え
口
腹
が
満
足
し
な
く
と
も
、
私
た

ち
の
体
質
は
、
僅
少
な
食
物
に
よ

っ
て
、

い
か
に
健
康
に
保

つ
こ
と
の
で
き
る
も
の

で
あ
る
か
は
、
日
本
人
に
明
ら
か
に
階
わ

れ
て
い
る
。

（
『聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ

・
サ
ビ

エ
ル
書
翰
抄
』
下

・
岩
波
文
庫

４６
ぺ
‐
ジ
よ
り
）
　

　

　

　

　

（高
祖
）
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郷

里

で
結
婚

ヘ

そ
う
い
う
わ
け
で
、
指
圧
を
習
い
覚
え
た

と
い
う
こ
と
を
、　
一
年
あ
ま
り
の
放
浪
の
、

唯

一
の
お
土
産
と
し
て
、
こ
れ
で
も

っ
て
、

漠
然
と
な
が
ら
、
世
の
中

へ
出
る
メ
ド
と
し

よ
う
と
、
郷
里
へ
帰
り
ま
し
た
。

帰
郷
と
い
っ
て
も
、
私
を
待

っ
て
い
る
、

父
母
も
家
も
な
い
の
で
、
郷
里
の
田
川
市
に

近
い
行
橋
の
叔
母
の
と
こ
ろ
に
ひ
と
ま
ず
寄

せ
て
も
ら
い
、
次
の
行
動
を
考
え
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
行
橋

へ
帰

っ
て
、
ひ
と
月
ほ

ど
た

っ
た
昭
和
十
九
年
の
十

一
月
、
姪

（姉

の
子
）
が
、
突
然
、
私
の
元
へ
戻

っ
て
き
た

の
で
す
。
こ
の
姪
は
、
姉
が
亡
く
な

っ
た
の

で
、
私
が
あ
ず
か
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
私

が
神
戸
か
ら
東
京

へ
と
放
浪
の
旅
に
出
る
前

に
福
岡
市
郊
外
の
愛
国
女
子
学
園
と
い
う
施

設
に
あ
ず
け
て
あ

っ
た
の
で
し
た
。

ど
う
し
て
急
に
帰

っ
て
き
た
の
か
、
今
で

は
思
い
出
せ
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
、
姪

の

世
話
も
あ
る
し
、
自
分
も
す
で
に
三
十
才
を

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
し
、
指
圧
で
生
活
の

メ
ド
も
立
ち
そ
う
な
の
で
、
い
や
が
お
う
で

も
結
婚
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
、
そ
の
こ
ろ
、
私
の
叔
母
が
リ

ュ
ー

マ
チ
で
施
術
を
う
け
て
い
た
山
村
と

い

う
鍼
灸
の
先
生
か
ら
、
同
門
の
弟
子
で
鍼
灸

の
免
許
を
取

っ
た
娘
さ
ん
の
話
が
あ

っ
た
の

で
、
私
自
身
は
あ
ま
り
気
乗
り
し
な
か

っ
た

の
で
す
が
、
そ
の
こ
と
を
、
郷
里
の
田
川
市

で
、
私
に
と

っ
て
は
実
の
母
以
上
に
面
倒
を

み
て
く
れ
て
い
た
、
今
村
と
い
う
小
母
さ
ん

に
相
談
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
そ
の
娘
さ
ん
の

写
真
を
見
て
、
こ
の
人
は
福
相
を
し
て
い
る

か
ら
、
こ
ん
な
人
と
結
婚
を
し
た
ら
、
お
前

は

一
生
、
金
に
困
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
わ

れ
、
と
う
と
う
、
そ
の
小
母
さ
ん
と
い
っ
し

ょ
に
宇
部
ま
で
出
向
い
て
、
見
合
を
し
て
み

ま
し
た
。

さ
て
、
会

っ
て
み
ま
す
と
、
写
真
で
抱
い

て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
こ
と
違
い
、
素
朴

な
感
じ
で
好
感
が
持
た
れ
ま
し
た
の
で
、
け

っ
き
ょ
く
結
婚
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

彼
女
は
、
防
府
市
か
ら
三
〇
キ
ロ
も
奥

ヘ

入

っ
た
山
村
の
育
ち
で
す
が
、
小
学
校
六
年

の

一
月
に
、
突
然
、
四
〇
度
以
上
の
高
熱
が

で
て
、
腹
が
痛
い
痛
い
、
と
い
う
騒
ぎ
に
な

り
、
そ
れ
が
十
日
以
上
も
つ
づ
い
て
、
意
識

は
も
う
ろ
う
状
態
、
衰
弱
も
ひ
ど
く
な

っ
た

の
で
、
発
病
か
ら
十
三
日
目
に
、
四
〇
キ
ロ

も
離
れ
た
山
口
市
の
日
赤
病
院
へ
か
つ
ぎ
こ

ま
れ
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
危
篤
状
態
だ

っ
た

そ
う
で
す
。

け

っ
き
ょ
く
、
骨
盤
カ
リ
エ
ス
と
い
う
こ

と
で
、
骨
盤
に
大
量
の
ウ
ミ
が
た
ま

っ
て
い

た
ら
し
く
、
即
日
、
手
術
を
し
ま
し
た
が
、

熱
が
下
が
る
ま
で

一
カ
月
以
上
も
か
か

っ
た

ほ
ど
の
大
病
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
八
年
ほ
ど

の
長
い
闘
病
生
活
を
す
る
わ
け
で
す
。

と
に
か
く
、
闘
病
し
つ
つ
も
成
長
し
、
年

頃
に
も
な

っ
た
の
で
、
い
つ
ま
で
も
親
に
迷

惑
を
か
け
て
は
と
、
自
立
収
入
の
道
も
考
え

て
、
茶
道
、
華
道
、
洋
裁
、
和
裁
、
料
理
と

入
門
し
て
み
ま
し
た
が
、
病
気
の
た
め
に
、

ど
れ
も
こ
れ
も
途
中
切
れ
し
て
、
物
に
な
ら

ず
じ
ま
い
。
そ
ん
な
悩
み
の
時
に
、
祖
父
が

通

っ
て
い
た
鍼
灸
院
で
、
鍼
灸
を
習

っ
て
み

て
は
、
と
祖
父
に
す
す
め
ら
れ
、
そ
の
こ
ろ
、

鍼
灸
を
習
う
と
い
う
の
は
身
障
者
の
す
る
こ

と
で
、だ
い
ぶ
抵
抗
を
覚
え
た
そ
う
で
す
が
、

人
方
ふ
さ
が
り
の
身
に
は
、
い
た
し
方
な
く

て
飛
び
こ
ん
だ
道
が
、
結
果
と
し
て
は
大
い

に
幸
せ
に
な

っ
た
の
で
し
た
。

生
理
学
や
解
剖
学
の
勉
強
も
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
家
は
大
き
な
農
家
で
、
多
忙
な
家

事
の
手
伝
い
、
自
分
の
通
院
と
、
ず
い
ぶ
ん

大
変
だ

っ
た
よ
う
で
す
が
、
し
か
し
、
努
力

の
甲
斐
が
あ

っ
て
、
二
十

一
才
の
春
に
鍼
灸

の
免
状
を
手
に
し
た
時
は
、
よ
ほ
ど
う
れ
し

か

っ
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
で
、
自
立
自
活
の
道
も
ひ

ら
け
、
自
信
も
つ
い
て
安
心
感
が
で
き
た
こ

第 2回
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年頭に当 り (自 己紹介)本年 も宜 しく
1 大正 4. 7 31日 生、福岡県田川市本町、鶴島商店に育ち、家業を

嗣 ぐ。

2 幼時より、病弱にて、逐年、病は進み、特に胃腸病、結核、ノイロ

ーゼに苦しみ25歳頃には、死近き状態な りしも、桜沢先生著「新食
養療法」との出逢いより食い改め、 (悔い改め丈では不可)玄米、
′卜豆、ソバ等、穀類中心、物 全体食、身土不二食を心掛けるに及
んで、死地より脱出せ しも、当時既に家郷を離れ、放浪の生活であ

りせば、城一格師、浪越徳次郎師等に鍼灸、指圧の道を学び30歳に

して漸 く結婚、放浪にピリオ ドを打 ち、以来家内と倶に治療師の生

活を20年程体験す。

3 然 し結局は自分の限度を知り、20年前より先ずコッコー、ヤンノー

の製品を手掛け、玄米カリント、センベイに及び、やがて、鶴ソバ、

亀 ソバ、を開発 し、漸次拡大、現在鶴島オ リジナル食品を50種程も
出すに至り、卸業として活躍中なるも結婚以来の家内の協力に負う

処多 し。

4 従而、今後は自然食品センターの開設や経営相談、コンサルタント

的にも役立ちたく。

食養放浪行脚歴。東京芝田村町の食養会本部、鎌倉の瑞穂ホーム、

大津市の無双講、戦時中の山梨県日野春本部、戦後再開の代々木西

原のMI時代と経 しが、正食行としては始終落第行故指導者として
は不適格、専ら紹介役として、春季山Ll県健康学関の他、中小の会
をよく企つ。

性格。感激、感動梨、ワガママ、キママ、そしてアキラメ悪い方。
それに、恐怖、不安、弱気型で、又ロマン型、整理整頓好き。

趣味。歌舞音曲、絵画、文学、初′しヽ者向きの正食講演、文通等 .

登山歴6家内と英彦山、久住山、大山、立山、富士山、乗鞍岳、燕
岳、木曽御岳、白馬岳、槍が岳等。

旅行歴。「旅即養生」の趣旨より、 日本中人体アチコチ、(沖縄 も)

ソ連、コーカサス、欧州各地、アメリカ、ハワイ他。
家内も大抵一緒)又、単車で無銭旅イiを 、日本の外周の七割程。

転居歴。離郷以来転々、防府でヤ ント、ス トツプ迄20数回。

結婚歴。30歳迄童貞、家内と結婚以来家内以外未だ童貞、家族は二

人丈 (一人娘は嫁がせ )

12 テレビ歴。 51n」 。

13 媒酌歴。遠方同士を結ぶこと7組。

14 人生観。人生は所詮、冒険である′誰 も知らないあした′

15 希望。いつ迄も夢と情熱と詩を、又死ぬ時に、思い残しのない様に。

と
と
、
そ
の
後
す
ぐ
瀬
戸
内
の
大
風
水
害
に

遭
遇
し
て
、九
死
に

一
生
を
得
た
の
で
す
が
、

そ
の
数
日
の
あ
い
だ
通
院
が
で
き
な
か
っ
た

の
に
、
気
づ
い
て
み
た
ら
排
膿
が
止
ま

っ
て

い
ま
し
た
。

こ
れ
は
興
味
の
あ
る
こ
と
で
、
食
生
活
は

以
前
の
ま
ま
な
の
で
す
が
、
将
来
へ
の
自
信

が
で
き
る
と
か
、
非
常
の
さ
い
の
精
神
的
な

繁
張
が
、
人
間
の
体
に
大
き
な
影
響
を
す
る
、

と
い
う

一
つ
の
例
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
い
っ
て
、
正
食
の
必
要
が
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。

と
も
あ
れ
、
そ
う
し
た
彼
女
を
貰
い
か
け

た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
あ
と
で
聞
い
た
話
で
す

が
、
彼
女
の
父
親
が
、
私
の
こ
と
を
、
あ
ん

な
青
ビ
ョ
ウ
タ
ン
と
結
婚
し
て
く
れ
る
な
、

お
前

一
人
で
さ
え
サ
ン
ザ
ン
手
こ
ず

っ
た
の

に
、
と
反
対
さ
れ
た
ら
し
い
の
で
す
。

で
も
、
彼
女
に
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
こ
ろ

話
の
あ

っ
た
の
は
、
二
町
歩
も
三
町
歩
も
作

っ
て
い
る
大
農
家
の
話
ば
か
り
で
、
自
分
の

体
の
こ
と
を
考
え
て
は
、
と
て
も
乗
り
気
に

な
れ
ず
、
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
私
の
ほ
う
は

弱
い
者
同
士
で
体
を
い
た
わ
り
あ
え
る
か
ら
、

と
、
私
と
の
結
婚
に
踏
み
切

っ
た
の
だ
そ
う

で
す
。

ま
あ
、
フ」う
い
つ
彼
女
の
判
断
の
よ
さ
↑
↓

が
あ

っ
た
わ
け
で
、割
れ
ナ
ベ
に
と
じ
ぶ
た
、

今
日
ま
で
よ
き
コ
ン
ビ
と
し
て
幸
せ
を
築
き

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
思
う
の
で
す
。

な
お
、
も
う

一
つ
大
き
な
幸
せ
だ

っ
た
の

は
、
結
婚
し
て
、
自
分
の
食
生
活
、
正
食
の

こ
と
を
話
し
た
と
き

（こ
れ
は
ま
あ
、
な
ん

と
か
な
ろ
う
、
と
、
結
婚
ま
で
は
、
取
り
立

て
て
問
題
に
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
す
が
）

す
で
に
、
彼
女
の
鍼
灸
の
先
生
に
す
す
め
ら

れ
て
、
桜
沢
先
生
の

『
新
食
養
療
法
』
を

一

読
し
て
、
食
養
の
概
念
は
知

っ
て
い
た
と
か

で
、
私
の
話
に
、　
一
も
二
も
な
く
、
す
ぐ
同

調
し
て
く
れ
て
、
結
婚
当
初
か
ら
食
生
活
も

一
致
し
た
こ
と
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
な
に
も
か
も
ツ
イ
テ
い
た

結
婚
で
し
た
が
、
今
日
ま
で
満
た
さ
れ
な
い

こ
と
と
言
え
ば
、
そ
の
当
時
か
ら
今
日
ま
で

色
が
黒
い
と
い
う
こ
と
と
、
実
母
な
し
で
育

っ
た
た
め
に
か
、
気
が
少
し
強
す
ぎ
る
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
ね
。
呵
々
。

▲ 昭和49年の年賀状
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千
~~~~~

多

々
益

々
入
る
胃

の
腑

結
婚
の
話
が
始
ま

っ
た
の
は
十

一
月
で
し

た
が
、
戦
時
中
で
も
あ
り
、
早
く
も
十
二
月

の
三
日
に
結
婚
式
を
家
内
の
家
で
挙
げ
、
翌

年
の
二
月
五
日
か
ら
、
家
内
の
郷
里
の
島
地

村
で
、
新
生
活
と
開
業
の
第

一
歩
を
踏
み
出

し
た
の
で
す
。

そ
の
こ
ろ
は
戦
争
も
末
期
で
、
医
薬
に
も

乏
し
い
時
で
し
た
か
ら
、
島
地
村
を
主
に
し

て
、
隣
村
か
ら
も
初
日
か
ら
ド
ン
ド
ン
声
が

か
か
る
有
様
で
、
順
調
な
す
べ
り
出
し
で
し

た
。
昭
和
二
十
年
八
月
の
終
戦
は
こ
こ
で
迎

え
、
そ
の
後
、
七
、
八
年
は
、
山
口
や
、
九

州
の
各
地
を
転
々
し
て
、
治
療
師
時
代
の
遍

歴
を
重
ね
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
最
初
の
こ

ろ
か
ら
い
ち
ば
ん
深
く
悩
ん
だ
の
が
、
飲
食

と
の
闘
い
で
し
た
。

正
食
の
道
に
は
い
っ
て
か
ら
、す
で
に
五
、

六
年
経
過
し
て
い
て
も
、
胃
拡
張
、
胃
下
手

は
治
し
き
ら
な
い
ま
ま
で
し
た
。
そ
の
症
状

の

一
つ
と
し
て
、
食
事
を
す
る
と
眠
た
く
な

る
の
で
す
。

朝
食
を
食
べ
る
と
朝
か
ら
体
が
重
く
て
、

活
動
意
欲
が
減
殺
さ
れ
る
の
で
、
朝
食
を
抜

か
す
と
、
昼
に
は
そ
の
分
、
よ
け
い
に
食
べ

て
し
ま

っ
て
、
そ
の
あ
と
い
っ
そ
う
体
が
重

く
な

っ
た
り
、
眠
く
な

っ
た
り
し
て
、
患
者

の
治
療
中
に
眠
く
な

っ
て
こ
よ
う
も
の
な
ら
、

こ
れ
を
抑
え
る
の
に
、
こ
ん
な
ツ
ラ
イ
こ
と

は
な
い
く
ら
い
な
も
の
で
し
た
か
ら
、
小
食

で
我
慢
で
き
な
い
自
分
の
業
に
ホ
ト
ホ
ト
困

り
果
て
て
い
ま
し
た
。

学
校
で
習

つ
た
漢
文
に
『
多
々
益
々
弁
ず
』

と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
の
胃
の
腑

は

″多
々
益
々
入
る
″
と
い
っ
た
因
果
さ
を

持

っ
て
お
り
ま
し
て
、
い
う
な
ら
ば
、
食
べ

だ
し
た
以
上
は
、　
≦
母
を
食
ら
わ
ば
皿
ま
で

も
″
式
の
、
満
腹
の
状
態
に
な
る
ま
で
は
置

け
な
い
ク
セ
で
し
た
か
ら
、
食
事
の

″
質
″

の
面
で
は
悪
い
も
の
を
食
べ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
量
の
点
で
は
、
完
全
な
落
第
で
し
た
。

ひ
と
り
身
の
時
は
と
も
か
く
、
家
庭
を
持

ち
、
社
会
人
と
し
て
立
つ
以
上
は
、
そ
ん
な

自
分
を
い
つ
ま
で
も
甘
や
か
す
わ
け
に
は
ゆ

き
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
こ
ろ
、
桜
沢
先
生
の

本
の
中
に
、
人
生
に
何
か
大
き
な
目
標
を
持

つ
こ
と
、
全
情
熱
を
傾
注
で
き
る
よ
う
な
対

象
を
見
出
し
、
つ
か
む
こ
と
が
何
よ
り
大
切

で
あ
る
、
と
あ

っ
た
こ
と
と
、
そ
う
し
た
仕

事
を
持
て
ば
、
寝
食
を
忘
れ
ら
れ
る
、
と
あ

り
、
自
分
な
り
に
ま
た

『
小
人
閑
居
し
て
不

諄
を
な
す
」
と
の
言
葉
に
も
思
い
至

っ
て
、

そ
う
だ
、
自
分
が
こ
の
飽
食
地
獄
か
ら
抜
け

出
す
に
は
、
と
に
か
く
、
忙
し
く
て
忙
し
く

て
、
食
事
す
る
ヒ
マ
も
な
い
、
夜
、
眠
る
時

間
も
惜
し
い
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
自
分
を

お
く
こ
と
だ
、
と
考
え
た
の
で
し
た
。

じ
っ
さ
い
、自
分
の
腕
の
未
熟
も
あ

っ
て
、

患
者
治
療
だ
け
で
は
、　
一
日
中
ひ
っ
き
り
な

し
に
仕
事
が
あ
る
、と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

つ
い
、
ひ
ま
が
で
き
る
と
何
か
食
べ
る
、
食

べ
る
と
食
べ
過
ぎ
て
眠
く
な

っ
て
く
る
、
と

い
う
こ
と
で
し
た
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
考
え
た

す
え
、家
に
来
る
患
者
は
家
内
に
ま
か
せ
て
、

方
々
巡
回
し
て
歩
く
出
張
治
療
を
思
い
立

っ

た
の
で
す
。

い
ぎ
、
出
て
み
ま
す
と
、
ど
こ
へ
行

っ
て

も
大
変
に
歓
迎
さ
れ
て
、
お
寺
な
ど
に
患
者

さ
ん
が
押
し
か
け
て
き
た
り
、
世
話
人
の
家

に
集

っ
た
り
、
戸
別
に
た
ず
ね
た
り
で
、
マ

イ
ホ
ー
ム
に
い
る
時
み
た
い
な
安
楽
さ
は
あ

り
ま
せ
ん
。

初
め
て
の
土
地
だ
し
、
初
め
て
の
人
た
ち

だ
し
、
ど
う
し
て
も
朝
か
ら
夕
刻
ま
で
緊
張

が
つ
き
も
の
だ
し
ボ
ヤ
ボ
ヤ
し
た
こ
と
は
で

き
ず
、
家
で
飽
食
を
し
て
無
柳
を
持
て
あ
ま

す
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
な
い
の

で
、
食
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
、
し
ぜ
ん
や

さ
し
く
で
き
る
の
で
し
た
。

け

っ
き
ょ
く
、
今
日
ま
で
の
私
の
体
験
か

ら
言
え
る
こ
と
は
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
的
症
状
の

人
に
は
、
忙
し
す
ぎ
る
ほ
ど
の
生
活
の
充
実

が
よ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
な
ん
か
、
い

っ
た
ん
安
住
の
我
が
家
を
離
れ
て

一
歩
外

へ

出
る
と
、
精
神
が
繁
張
し
て
、
食
欲
の
こ
と

を
忘
れ
ま
す
。

私
は
特
に
そ
う
し
た
面
が
あ
り
ま
し
て
、

現
在
で
も
、
外
へ
飛
び
出
す
と
夕
飯
ま
で
は

食
事
を
摂
ら
な
く
て
済
み
ま
す
し
、
欲
し
い

と
も
思
い
ま
せ
ん
。
も
し
、
数
日
の
旅
で
あ

っ
た
ら
、
初
日
は
、
夕
飯
ま
で
抜
い
て
も
苦

痛
で
は
な
く
、　
一
日
断
食
が
や
さ
し
い
の
で

す
。そ

れ
が
、
家
に
い
る
時
は
、
朝
は
も
ち
ろ

ん
食
べ
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
昼
に
な
る
と
、
つ

い

一
服
み
た
い
に
食
事
を
摂
り
た
く
な
る
の

で
す
か
ら
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
型
の
人
間
は
、
ワ

ガ

マ
マ
、
キ
マ
マ
の
き
く
所
が
い
ち
ば
ん
い

け
な
い
よ
う
で
す
。

私
は
、
治
療
師
の
ス
タ
ー
ト
時
代
か
ら
今

日
ま
で
を
通
し
て
、
家
を
離
れ
、
旅
へ
出
る

こ
と
が
、　
．
つ
の
養
生
の
場
と
な

っ
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
は
、
私
の
造
語
で
あ
り
、
私
自
身
に

だ
け
当
て
は
ま
る
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

『
旅
即
養
生
』
と
私
は
申
し
て
き
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、

『
生
活
即
養
生
』
と
い
う
言
葉

も
よ
く
使
い
ま
す
が
、
旅
は
私
に
と

っ
て
、

食
欲
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
上
に
お
い
て
、

い
ち
ば
ん
や
さ
し
く
で
き
る
道
場
な
の
で
す
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
国
内
、
国
外
、
長
短
さ

ま
ざ
ま
の
旅
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中

で
も
異
色
で
あ

っ
た
、
日
本

一
月
単
車
無
銭

旅
行
の
思
い
出
の
中
か
ら
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

■
つ
三
つ
、
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
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オ

ー

ト

バ
イ

で
日
本

一
周

こ
れ
は
、
今
か
ら
十
九
年
前
の
こ
と
で
す

が
、
玄
米
食

の
宣
伝
普
及
の
た
め
に

『
人
生

は
所
詮
冒
険
で
あ
る
」
と
の
桜
沢
先
生
の
序

文
を
い
た
だ
い
た
サ
イ
ン
帳
を
携
行
し
て
、

ま
ず
手
始
め
に
九
州

一
周
を
と
、
そ
の
こ
ろ

新
南
陽
市
福
川
の
家
を
飛
び
出
し
、
下
関
市

で
は
、
食
養
会
時
代
か
ら
縁
の
深
か

っ
た
瓦

本
淑
子
先
生

（生
気
運
動
の
指
導
者
）
の
と

こ
ろ
へ
寄
り
ま
し
た
。

瓦
本
さ
ん
は
、
そ
の
時
、
私
の
サ
イ
ン
帳

「
生
気
も
食
養
も
驚
く
ほ
ど
病
気
が
治
り
、

人
を
新
た
に
造
り
か
え
る
。
病
気
が
治
る
か

ら
療
法
と
呼
ぶ
人
が
多
い
け
れ
ど
も
、
生
気

も
食
養
も
、
療
法
で
は
な
い
。
道
で
あ
る
。

道
で
あ
る
か
ら
、
何
人
も
こ
れ
を
通
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
道
に
よ

っ
て
無
上

な
幸
福
を
与
え
ら
れ
る
。
ど
う
か
す
べ
て
の

人
々
が
、
こ
の
真
の
幸
福
を
得
ら
れ
ん
こ
と

を
祈
り
つ
つ
、
そ
の
よ
き
標
本
で
あ
る
鶴
島

さ
ん
の
御
出
発
の
餞
と
す
る
。

昭
和
三
十
二
年
十
月
八
日

希
望
と
歓
喜
と
感
謝
に
溢
れ
つ
つ

瓦
本
淑
子
」

と
、
書
い
て
下
さ
い
ま
し
た
。
私
は
、
本

文
よ
り
も
、
末
尾
の

″
希
望
と
歓
喜
と
感
謝

に
溢
れ
つ
つ
″
の

一
旬
に
、
今
で
も
心
を
打

た
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
ろ
の
瓦
本
さ
ん
は
、
七
十
二
、
三

才
で
し
た
か
？
　

一
生
独
身
で
通
さ
れ
た
の

で
、
育
て
て
こ
ら
れ
た
姪
の
方
に
ご
養
子
を

迎
え
、
ご

一
緒
に
お
暮
ら
し
の
よ
う
で
し
た

が
、
も
う
だ
い
ぶ
弱
ら
れ
て
、
セ
キ
な
ん
か

も
よ
く
出
し
て
お
ら
れ
、
お
暮
ら
し
も
あ
ま

さ
て
、
次
に
は
、
福
岡
を
経
て
、
長
崎
の

方
へ
行

っ
た
の
で
す
が
、
途
中
、
湯
江
の
光

宗
寺
と
い
う
お
寺
へ
立
ち
寄
り
ま
し
た
。

こ
の
お
寺
の
楠
原
き
く
え
さ
ん

（当
時
七

十

一
才
）
は
大
変
熱
心
な
食
養
の
同
志
で
、

長
崎
市
の
高
原
病
院
長
も
、
こ
の
楠
原
さ
ん

に
説
得
さ
れ
て
食
養
の
道
に
は
い
っ
た
と
か
、

桜
沢
先
生
の
ペ
ン
で
も
、
よ
く
紹
介
さ
れ
て

い
ま
し
た
か
ら
、
補
原
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ
話

り
豊
か
に
は
見
え
ず
、
な
ん
と
な
く
お
気
の

毒
の
よ
う
な
境
遇
に
見
え
ま
し
た
の
に
、
い

っ
た
い
、
な
ん
の
希
望
、
な
ん
の
歓
喜
、
な

ん
の
感
謝
が
あ

っ
た
の
か
？
　
と
思
わ
れ
た

の
で
す
が
、
こ
れ
は
あ
と
で
知

っ
た
こ
と
で

す
が
、
瓦
本
さ
ん
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
熱
心

な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ

っ
た
由
、
さ
こ
そ
と

う
な
ず
か
れ
ま
し
た
け
れ
ど
、
信
仰
と
い
う

も
の
の
不
思
議
な
力
を
、
そ
の
時
あ
ら
た
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で
し
た
。

瓦
本
さ
ん
は
、
そ
の
後
、
二
、
三
年
し
て

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
多
分
、
七
十
五

才
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
旨
を
桜
沢
先

生
へ
報
告
し
ま
し
た
ら
、
病
弱
で
あ

っ
た
瓦

本
さ
ん
が
、
そ
こ
ま
で
生
き
ら
れ
た
の
は
成

功
で
あ

っ
た
、
と
の
感
想
を
私
に
洩
ら
さ
れ

ま
し
た
。

の
末
、夕
飯
へ
招
じ
入
れ
ら
れ
た
時
、
当
然
、

玄
米
正
食
の
献
立
が
出
る
も
の
と
ば
か
り
思

っ
て
座
り
ま
し
た
の
に
、
意
外
や
意
外
、
自

米
の
ご
飯
に
肉
と
ジ
ャ
ガ
芋
、
魚
や
野
菜
の

煮
た
物
な
ど
、　
一
般
の
食
事
と
同
じ
も
の
で
、

そ
の
う
え
、
そ
こ
は
板
張
り
の
台
所
横
の
粗

木
な
と
こ
ろ
で
、
番
僧
た
ち
と
い
っ
し
よ
な

の
で
す
。

ま

っ
た
く
、
遠
来
の
客
を
も
て
な
す
と
こ

▲ 全国単車旅行の出発 (昭33・ 10。 9)

白

米

に
肉

・
魚

の
夕

食
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ろ
と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
、
問
題

は
目
の
前
の
食
事
で
し
た
。
せ

っ
か
く
座

っ

て
し
ま

っ
た
し
、
全
然
ハ
シ
を
つ
け
な
い
の

も
格
好
が
つ
き
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
し
た
も

の
か
と
、
と
ま
ど

っ
て
い
ま
し
た
が
、
楠
原

さ
ん
が
、
そ
ば
で
接
待
か
た
が
た
見
て
お
る

の
で
、
主
食
の
自
米
ご
飯
だ
け
を
、
盛
ら
れ

た

一
杯
だ
け
、
こ
れ
を
少
し
ず

つ
、
楠
原
さ

ん
と
の
話
の
伽
に
口
に
運
ん
で
、　
一
椀
の
ご

飯
が
や

っ
と
す
ん
だ
時
、
他
の

一
切
に
は
ハ

シ
を
つ
け
な
い
ま
ま
、
ご
ち
そ
う
様
、
と
話

も
や
め
、
ハ
シ
を
置
い
た
の
で
し
た
。

別
に
特
別
、
私
は
意
識
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
場
の
形
を
つ
け

る
に
は
、
こ
の
方
法
し
か
な
か

っ
た
わ
け
で

す
。
そ
れ
で
、
そ
の
晩
も
話
し
こ
み
、
い
つ

も
朝
食
は
頂
か
な
い
の
で
、
翌
朝
の
食
事
は

い
り
ま
せ
ん
、
と
前
も

っ
て
断
わ

っ
て
お
い

た
の
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
翌
朝
、
起
床
早
々
出
発
し
よ

う
と
し
た
ら
、
意
外
に
も
、
単
車
の
空
気
が

抜
け
て
い
て
、飛
び
出
せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
、

し
か
た
な
く
町
の
方
ま
で
押
し
て
出
て
、
パ

ン
ク
を
修
理
し
、
お
寺

へ
も
ど

っ
て
、
改
め

て
出
発
し
よ
う
と
し
ま
し
た
ら
、
楠
原
さ
ん

が
、

「
ま
あ
、
ま
あ
、
ま
あ
」
と
押
し
止
め

ら
れ
、
ぜ
ひ
ぜ
ひ
と
奥
の
方
へ
招
じ
ら
れ
た

の
で
、
つ
い
て
行

っ
て
み
る
と
、
な
ん
と
今

度
は

一
番
上
等
な
部
屋
に
、
朝
食
と
し
て
玄

米
ご
飯
と
ミ
ソ
汁
や
鉄
華
味
噌
と
、
正
食
的

な
献
立
が
そ
ろ
え
て
あ

っ
た
の
で
す
。

そ
の
う
え
、
楠
原
さ
ん
が
、
私
に
む
か

っ

て
平
伏
し
、
両
手
を

つ
い
て
、

「
昨
夕
は
全

く
失
礼
し
ま
し
た
」
と
詫
び
ら
れ
て
、
ぜ
ひ

今
朝
は
食
事
を
し
て
立

っ
て
ほ
し
い
、
と
の

挨
拶
で
す
。
そ
の
う
え
、
寸
志
と
し
て
の
金

一
封
と
、
サ
イ
ン
帳

へ
は
、

「
ま
が
こ
と
の
、
こ
こ
だ
払
い
て
人
の
世
を

照
ら
さ
ん
国
の
道
ぞ
こ
の
道
。

Ｐ
Ｕ
の
と
も
し
び
か
か
げ
て
人
の
世
の
や

み
照
ら
さ
ん
と
い
で
た
つ
君
は
」

と
書
い
て
下
さ
り
、
そ
の
後
も
ご
自
分
の

縁
故
先
へ
私
の
行
く
こ
と
を
保
証
し
、
紹
介

し
て
下
さ

っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
が
、

あ
と
で
考
え
て
み
ま
す
と
、
楠
原
さ
ん
は
、

私
を
試
験
台
に
乗
せ
た
の
が
夕
飯
で
あ

っ
た

よ
う
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
と
は
、
つ
ゆ
知
ら
ず
、
さ
り

げ
な
く
顔
に
も
態
度
に
も
出
さ
ず
、
さ
ら
り

と
巧
く
か
わ
し
た
私
を
見
直
さ
れ
た
の
で
し

ょ
う
が
、
い
つ
も
オ

ッ
チ
ョ
コ
チ
ョ
イ
の
私

と
し
て
は
、
珍
し
く

一
本
、
ス
ジ
を
通
せ
た

こ
と
が
幸
せ
で
あ
り
ま
し
た
。

秋
月
先
生
を
訪
ね
る

そ
の
次
は
、
長
崎
へ
出
て
、
原
爆
の
時
、

患
者
や
職
員
た
ち
に
玄
米
食
を
さ
せ
て
救

っ

た
、
有
名
な
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
病
院
の
秋
月

辰

一
郎
先
生
を
訪
ね
ま
し
た
。

先
生
は
、
サ
イ
ン
帳
に
、

「
原
因
と
結
果
。

食
が
人
生
の
原
因
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
。

病
気
も
不
幸
も
食
が
原
因
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
理
解
で
き
る
。

し
か
し
、
今
直
ち
に
原
因
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
こ
と
の
出
来
な
い
と
こ
ろ
に
、
生
命
と
人

生
の
複
雑
さ
が
あ
る
、
と
思
い
ま
す
」

と
書
い
て
下
さ
い
ま
し
た
が
、
皆
様
は
い

か
が
思
わ
れ
ま
す
か
。

鶴
島
食
品
の
仕
事
ヘ

私
が
、
治
療
師
よ
り
鶴
島
食
品
の
事
業

へ

移

っ
て
い
っ
た
の
は
、
私
自
体
、
科
学
分
析

的
な
頭
が
な
く
て
、
渡
世
は
で
き
て
も
、
ご

病
人
の
指
導
者
と
し
て
は
不
適
格
で
あ
る
こ

と
を
早
く
か
ら
悟

っ
て
い
ま
し
て
、
治
療
師

と
し
て
の
限
度
を
知

っ
て
お
り
ま
し
た
の
と
、

幼
児
よ
り
商
家
の
ふ
ん
い
気
で
成
長
し
て
、

商
人
と
し
て
の
感
覚
は
身
に
つ
い
て
お
り
ま

し
た
か
ら
、
自
家
用
と
し
て
取

っ
て
お
り
ま

し
た
純
正
食
品
を
、
患
者
さ
ん
た
ち
に
、
ぼ

つ
ば
つ
お
世
話
し
て
い
た
の
が
下
地
と
な

っ

て
、
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な

っ
て
い
っ
た
の
で

す
。初

め
は
田
舎
に
い
る
時
、
材
料
が
手
近
く

あ

っ
た
関
係
か
ら
、
ヤ
ン
ノ
ー

（小
豆
コ
ー

ヒ
ー
）
と
コ
ッ
コ
ー

（玄
米
ち
ち
粉
）
を
作

り
ま
し
た
の
が
ス
タ
ー
ト
。
そ
れ
よ
り
、
玄

米
セ
ン
ベ
イ
や
カ
リ
ン
ト
に
お
よ
び
、
そ
の

う
ち
自
然
食
品
の
ブ
ー
ム
に
も
乗

っ
て
、
大

勢
の
方
々
の
お
引
き
立
て
を
得
て
、
今
で
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
鶴
島
食
品
と
し
て
五
〇
種
近
く

に
も
な

っ
て
、
全
国
に
出
ま
わ
り
、
日
本
Ｃ

Ｉ
協
会
と
の
関
係
か
ら
輸
出
も
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、事
業
が
大
き
く
な

っ
て
お
り
ま
す
。

（
つ
、つ
′
じ

桜

沢

如

一
著

軽
装
版
発
行
′

東
洋
医
学
の
哲
学

一一お
鯛゙
）

桜
沢
先
生
が
死
異
年
、
ア
フ
リ
カ
の
シ
ュ
バ
イ
ツ
ァ
ー
博
士
の
も
と
で

書
き
あ
げ
た
名
著
。
初
心
向
き
で
あ

っ
て
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の

真
髄
を
表
現
し
た
、
別
名

『
最
高
判
断
力
の
書
』
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今
日
は
、　
一
つ
耳
よ
り
な
話
を
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
れ
は
、
無
双
原
理
の
す
ば

ら
し
さ
に
つ
い
て
で
す
。
実
は
小
生
、
十
年

あ
ま
り
に
わ
た
り
毎
年
、
大
菊
を
栽
培
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
昨
年

『
食
生
活
の
革
命

児
」
と
い
う
本
を
手
に
し
て
以
来
、
小
生
の

考
え
方
が

一
変
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、

植
物
に
対
す
る
見
方
、
菊
の
栽
培
方
法
に
つ

い
て
も
大
き
く
考
え
方
が
か
わ
り
、
今
年
は

そ
の
考
え
方
を
試
し
て
み
る
機
会
に
恵
ま
れ
、

小
生
の
出
品
し
た
国
華
風
林
な
る
品
種
が
、

さ

っ
ぽ
ろ
菊
ま
つ
り
の
全
道
展
で
ト
ッ
プ
の

農
林
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
の
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
試

み
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
結
果
が
い
わ
れ
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
無
双
原
理
を
菊
の
世
界
に
持

ち
こ
ん
で
み
る
と
、
実
に
明
快
に
わ
り
き
れ

る
の
で
す
。
青
田
は
自
慢

に
な
ら
な
い
と
か
、

苗
づ
く
り
半
作
と
か
、
昔
か
ら
言
わ
れ
て
き

た
こ
と
は
、
陽
性
の
苗
に
育
て
る
必
要
を
言

っ
て
い
る
わ
け
で
、
サ
ム
サ
、
ヒ
モ
ジ
サ
が

陽
性
の
人
間
を

つ
く
る
と
同
じ
よ
う
に
、
陽

ノ
ヽ

性
の
苗
を

つ
く
る
わ
け
で
す
。
肥
料
に
も
、

陰
性
の
肥
料

（ゆ
る
め
る
方
向
に
働
く
）
と

陽
性
の
肥
料

（じ
め
る
方
向
に
働
く
）
が
考

え
ら
れ
る
わ
け
で
、
今
ま
で
の
、
肥
料
の
三

要
素
と
い
う
考
え
で
は
、
植
物
は
丈
夫
に
育

た
ず
、
病
気
や
ら
虫
が
ど
こ
ま
で
も
つ
い
て

ま
わ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
人
間
の
場

合
、
陰
に
傾
く
と
い
ろ
い
ろ
な
陰
性
病
が
出

て
く
る
の
と
同
じ
で
す
。

も
み
が
ら
を
む
し
焼
き
に
し
た
、
く
ん
た

ん
が
今
ま
で
は
カ
リ
肥
料
の
補
給
と
、
土
壌

改
良
と
い
う
目
的
で
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
炭
素
化
し
た
も
の
は
陽
性
化
し
て
い
る

わ
け
で
、
こ
の
点
か
ら
の
見
直
し
が
必
要
で

す
。
オ
モ
ト
栽
培
に
使
わ
れ
る
桑
炭
も
同
じ

で
す
。
そ
れ
と
塩
分
が
や
は
り
必
要
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
土
を
酸
性
化
す
る
ピ
ー
ト
モ
ス

な
ど
も
植
物
に
対
し
て
、
し
ま
る
方
向
に
働

く
わ
け
で
、
普
通
の
市
販
の
液
体
肥
料
、
化

学
肥
料
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
が
酸
性
で
、
そ

う
い
う
肥
料
ば
か
り
を
与
え
て
い
て
は
、
花

が
大
き
く
咲
い
て
く
れ
な
い
の
で
す
。
花
が

大
き
く
な
る
の
は
、
ゆ
る
ん
で
大
き
く
な
る

の
で
す
が
、
ゆ
る
め
て
ば
か
り
で
は
花
芯
が

出
て
き
て
盛
上
り
も
な
く
、
し
ま
ら
な
い
花

に
な
り
ま
す
。
花
の
美
し
さ
は
、
や
は
り
▽

△

（陰
陽

）
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
あ
る
の
だ
と

確
信
し
て
い
ま
す
。
ア
ル
カ
リ
化
し
た
ア
ク

水
は
花
を
早
く
開
か
せ
る
方
向
に
働
き
ま
す
。

こ
こ
ま
で
書
い
て
き
て
、′
陰
性
の
肥
料
、

陽
性
の
肥
料
に
つ
い
て
、
も
う

一
つ
つ
つ
こ

み
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
、
肥

料
関
係
の
本
を
読
み
直
し
て
み
た
の
で
す
が
、

全
体
と
し
て
、
こ
れ
で
よ
い
の
だ
と
確
信
を

得
て
、
ま
た
書
き
出
し
た
次
第
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
陰
陽
の
元
素
が
く
み
合
わ
さ

っ
て

一

つ
の
化
合
物
が
出
来
て
い
る
わ
け
で
、
そ
れ

が
全
体
と
し
て
陰
陽
ど
ち
ら
に
働
く
か
と
い

う
点
が
問
題
で
す
。
菊
の
成
長
で
も
、
上
の

方
の
葉
を
ど
ん
ど
ん
大
き
く
し
た
陰
性
の
成

長
を
さ
せ
る
と
、
花
は
普
通
の
場
合
、
大
き

菊

つヽ

/Jヽ

関

哲

宏

▲1977年 さっぽろ菊まつり、全道展金賞首席 (品種/国風華林)
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な
花
に
な
れ
ず
、
逆
に
陽
性
の
も
の
を

，
え

て
咲
か
せ
る
と
、
花
が
大
き
く
な
る
場
合
も

あ
る
わ
け
で
、
陰
極
ま

っ
て
陽

（化
が
小
さ

く
な
る
）
生
じ
、
陽
極
ま

っ
て

（陽
性
の
肥

料
を
与
え
て
）
陰
生
ず
る

（大
き
く
花
が
咲

く
）
現
象
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
、
人
間
の
場

合
も
菊
の
場
合
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
で

す
。人

間
で
も
、
陰
性
の
食
べ
物
は
遠
心
性
が

強
い
か
ら
、
体
の
上
の
方
に
集
ま
り
ま
す
。

植
物
の
場
合
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
植

物
体
内
で
動
き
や
す

い
元
素
、
成
長
点
に
多

く
集
る
元
素
は
、
そ
れ
だ
け
陰
性
が
強
い
と

い
う
こ
と
で
す
。　
一
枚
の
葉
で
も
、
表
の
方

は
裏
よ
り
も
陰
が
強
い
わ
け
で
、
陰
性
の
肥

料
が
強
す
ぎ
る
と
表
面
の
拡
散
性
が
強
く
な

っ
て
葉
の
へ
り
の
方
が
下
向
き
に
巻
き
こ
ん

で
く
る
わ
け
で
、　
一
枚
の
葉
が
陰
陽
の
状
態

を
は

っ
き
り
と
一不
し
て
い
る
の
で
す
。

今
年
は
本
州
の
菊
を
あ
ち
こ
ち
見
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
が
、
よ
く
咲
い
て
い
る
の
は
、

や
は
り
陰
陽
の
調
和
の
と
れ
て
い
る
菊
だ
と

い
う
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
。
無
双
原
理
の

お
か
げ
で
菊
を
見
る
日
、
世
の
中
を
見
る
目

が
急
速
度
で
開
か
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

人
間
、
何
か
問
題
に
ぶ
つ
か

っ
た
時
、　
一

番
問
題
に
な
る
の
は
、
や
は
り
判
断
力
だ
と

思
い
ま
す
。
東
京
の
人
間
は
日
本
Ｃ
Ｉ
へ
来

れ
ば
大
森
先
生
の
話
が
き
け
る
。　
一
面
う
ら

や
ま
し
い
と
思
い
ま
す
が
、　
一
面
与
え
ら
れ

す
ぎ
て
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
人
を

頼

っ
て
は
い
け
な
い
。素
材
を
与
え
ら
れ
て
、

そ
れ
を
ソ
シ
ャ
ク
す
る
の
は
自
分
な
の
だ
と

確
信
し
て
我
が
道
を
歩
む
。
病
人
は
み
な
依

頼
心
が
強
い
。
Ｇ
Ｏ
レ
タ
ー
、
桜
沢
先
生
の

遺
書
の
つ
も
り
で
読
ん
で
い
ま
す
。
外
は
猛

吹
雪
で
す
。
寒
さ
に
耐
え
て
北
海
道
に
相
撲

の
横
綱
が
育
ち
、
競
走
馬
が
育
つ
。
病
気
は

自
然
陶
汰
の
姿
と
も
言
え
る
。
む
か
し
の
桜

沢
先
生
の
本
に

「
病
人
は
死
ね
″
」
と
書
か

れ
て
あ

っ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
が
わ
か
る
。

「
難
有
り
、
有
難
し
」
の
心
が
わ
か
ら
な
け

れ
ば
、
本
当
に
生
き
て
い
る
こ
と
の
有
難
さ

が
わ
か
ら
な
い
。

（中
略
）
生
き
て
い
ら
れ

る
と
い
う
の
は
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。

今
回
旅
行
し
て
み
て
、
都
会
ほ
ど
耳
の
立

っ

て
い
る
人
間
が
多
い
よ
う
に
見
う
け
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
陰
性
の
人
間
が
多
い
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。
陽
性
の
人
間
の
ま
わ
り
に
陰

性
の
人
間
が
集
ま
る
。
自
然
の
理
と
も
言
え

ま
す
が
、
あ
ま
り
に
も
陰
性
の
人
間
が
多
す

ぎ
る
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
乗
り
た
が
る
人

間
が
多
す
ぎ
る
。

日
本
Ｃ
Ｉ
と
し
て
も
、
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
大
き
な
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
ま
す
ま
す
使
命
は
大
き
く
な

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
ん
な
で
頑
張
り
ま

し
ょ
う
″

（吼
１

０１
　
砂
川
市

一
条
北
二
丁
目
）

戸 … … …
~~~率 Ⅸ な な 傘

―
ズ IX/‐Ⅸ ス

編 警続 菫肇 菫預経 暫蓮 fЪγ要 誓 1

Pu正 食 法 研 修 学 園
◎根本養生学同一PU正食法の lEし い実践と研修に

よって,短‖時に病因排除,身心を根本的に改 |キ

する病弱者身心甦生の大切なコースです。

◎特別練成学園=理解超えた,強大な生命力発現す
る,P U tttilの 理法を身心に演錬の秘伝技法を伝

授する,他に比類ない,速修身心強化コース。

日時=年中無休。入所随意。期間=イ可日間でも自由

会費=5,白 6日 で2万5千円 (宿泊。食事。指導料含む)

PU玄 米 正食法の 極 意伝授

大森英桜先生

1健 康 教 室

日時=5月 19日 。20日 。21日  2泊 3日

会費=2万 円 (宿泊、食費、会費を含む)

◎大森英桜先生の個人指導あり(実費要 )

1研 1lL泰 尋́ 研 心 館 本 部 道 場
|

,  大阪市卜引音野区西田辺町 22-29F54つ
霊 ズ

06=躍
L.l翌1～ xズ』ゝ ズ 区 シcx′ xχ  xX;― Xκ Xκ χ κ Xス x/:xκ x/_x′ γ ′ x′

―
xκ

―
x4-Xズ ∝ ズ ー /

:
×
X

I

0

只 今 ,口1期 的 な企 画 と内容 によ

る病 因解消 身心改造 甦 生 の秘 訣

を伝授 す る特別指 導 講 習 会 を開

設 して お ります。 参加 歓迎 。

◎PU正食法勉強会 (体験発表)=水曜 11後 6Hキ 半よりヽ

◎体質,疾患別玄米正食試食会=月 ,金。11時 より ｀

9婆粟捏馨亀渠尊已象』」尋省上亀:l:||ま ;   |
(中込はli日 。会費は各千円。イ11し 料理教室のみ 3千円),

I輝やく将来==立派な指導者に育成=志操堅固男女内弟子募集 ‖
P U lli食 法研修学関・心身統 ‐合気道 。国際男女 :T少年′さ身鍛錬センター  :
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■
正
食

医
学
シ
リ
ー
ズ

七
号
食
・少
食
・反

●
正
食
に
よ
る
腸
の
治
し
方
、
排
毒
と
反
応
の
対
策

大

森

英

桜

講

義

録
よ

り

■
前
回
の
内
容

ナ
ン
バ
ー

・
セ
ブ
ン
／
生
命
と
食
物
の
歴
史
／
第
二
人
類
史

の
開
幕
／
玄
米
の
七
号
食
／
判
断
を
高
め
る
た
め
に
／
七
号

食
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
青
年
／
お
菓
子
を
片
は
し
か
ら
／
環
境
全

体
が
食
物
／
体
質
に
よ
る
七
号
食
の
区
別
／
腸
で
血
が
つ
く

ら
れ
る
／
断
食
で
宿
便
が
出
る
／
ガ
ン
に
断
食
は
危
険
／
断

食
よ
り
も
少
食
法
／
宿
便
の
い
ろ
い
ろ
／
舌
に
コ
ケ
が
出
る

／
ス
イ
カ
で
発
狂
す
る
／
ア
ル
コ
ー
ル
で
暴
れ
だ
す
／
神
々

し
い
美
し
さ

え
ら
い
紳
士
が

″
ハ
ト
ボ

ッ
ポ
ー
″

そ
う
か
と
思
う
と
、
え
ら
い
政
治
家
や
実
業
家
を
頼
ま
れ

て
、
家
へ
泊
め
て
宿
便
を
抜
い
て
や
る
と
、
と
た
ん
に
子
供

に
も
ど
り
ま
す
。
十
数
年
前
の
こ
と
で
す
が
、
厚
生
省
の
外

郭
団
体
の
理
事
長
の
Ｔ
氏
な
ん
か
、
宿
便
が
抜
け
た
ら
、
″
ポ

ッ
ポ

ッ
ポ
ー
、
ハ
ト
ポ

ッ
ポ
ー
″
と
、
う
た
い
だ
し
て
、　
一

日
中
浮
か
れ
て
い
る
。

「大
森
サ
ン
、
ボ
ク
は
子
ど
も
に
も

ど
り
ま
し
た
あ
」

っ
て
、
う
た

っ
て
い
る
。

「
子
供
の
こ
ろ

か
ら
私
は
歌
が
下
手
で
、
う
た

っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん
で

す
」
と
い
っ
て
、
い
ろ
ん
な
童
一謡
を
夜
中
で
も
歌
い
づ
め
な

ん
で
す
。

こ
う
い
う
の
を
見
て
い
る
と
、
生
理
と
心
理
は

一
体
だ
、

と
い
う
の
が
、
よ
く
分
か
り
ま
す
。
す
ば
ら
し
い
こ
と
を
言

い
ま
す
。
実
業
家
の
人
な
ん
か
、

「
君
に
全
財
産
を
や
る
」

と
、
必
ず
言
い
ま
す
。
食
養
の
道
場
を
作
る
ん
だ
か
ら
土
地

を
見
に
行
こ
う
、
と
い
っ
て
、
車
で
伊
豆
半
島
を
グ
ル
グ
ル

ま
わ

っ
て
、
こ
こ
だ
、
こ
こ
に
し
よ
う
、
と
い
っ
て
、
県
庁

に
電
話
し
て
、
建
築
課
の
人
を
呼
び
出
す
、
厚
生
省
に
電
話

し
て
、
今
年
の
予
算
は
い
く
ら
残

っ
て
い
る
か
、
と
聞
く
わ

け
で
す
。

「大
森
君
、
五
千
万
ば
か
り
も
ら
え
そ
う
だ
」
と

■
解
　
説

正
食
医
学
と
は
、
食
事
を
正
し
く
摂
る
こ
と
に
よ

っ
て

最
上
の
健
康
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。
こ
こ
で

″
食
事
″
と

い
っ
て
も
、
広
い
意
味
で
は
、
人
間
の
環
境
す
べ
て
が
、

″
食
″
で
す
か
ら
、
自
然
環
境
、
社
会
環
境
、
み
ん
な
入

り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
、
食
事
そ
の
も
の
は
、
人
間
の

生
命
を
養
う
、
最
も
重
大
な
も
の
で
す
。

正
食
医
学
は
、
痛
み
や
炎
症
、
○
○
病
か
ら
、
近
眼
、

ニ
キ
ビ
、
冷
え
症
、
水
虫
、
便
秘
と
い
っ
た

′′病
気
″
か

ら
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
と
か
、
怒
り

っ
ぱ
い
と
か
い
う
、
精
神

的
な
、
性
格
的
な
も
の
ま
で
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
起
き
た
病
気
を
治
す
の
は
、
下
等
な
段
階
の

医
学
で
あ

っ
て
、
本
当
の

″
医
学
″
は
、
一
生
病
ま
な
い
、

最
上
の
健
康
を
誰
に
も
可
能
に
す
る
も
の
で
す
。
正
食
医

学
は
、
ま
さ
に
そ
れ
で
あ

っ
て
、
本
当
は

″医
学
″
で
は

な
い
の
で
す
。

正
食
医
学
は
、
無
双
原
理
と
い
う
物
の
見
方
、
世
界
観

の

一
応
用
で
す
か
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協

会
の
い
ろ
い
ろ
の
出
版
物
で
研
究
し
て
く
だ
さ
い
。

七
号
食
と
は
、
桜
沢
如

一
先
生
が
、
正
食
の
十
段
階
を

決
め
た
う
ち
の
最
高
段
階
の
食
事
法
で
、
精
製
し
な
い
穀

物

（玄
米
な
ど
）
だ
け
の
食
事
の
こ
と
で
す
。
反
応
と
は
、

こ
の
七
号
食
ま
た
は
、
そ
れ
に
少
量
の
野
菜
を
そ
え
た
食

事
で
少
食
に
し
、
水
分
を
な
る
べ
く
少
な
く
し
た
時
の
排

毒
の
症
状
の
こ
と
で
す
。
し
ょ
う
が
シ
ッ
プ
、
芋
パ
ス
タ

ー
な
ど
の
手
当
法
に
つ
い
て
は
、
桜
沢
如

一
著

『
新
食
養

療
法
』
、
本
誌
４９２
、

４９３
号
ま
た
は
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

『
食
養

手
当
法
』
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
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い
う
。
も
う
、
何
人
も
そ
う
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
か
ら
、

ま
た
始
ま

っ
た
な
、
と
思

っ
て
い
る
と
、
十
日
も
た
つ
と
、

そ
の
時
の
こ
と
は
全
く
覚
え
て
い
な
い
ん
で
す
。
当
分
、
食

べ
ち
ゃ
い
け
な
い
、
と
い
っ
て
お
い
た
も
の
を
、
ま
た
食
べ

て
い
る
わ
け
で
す
。

た
し
か
に
、
そ
の
時
は
、
血
が
き
れ
い
に
な

っ
て
、
判
断

が
上
が

っ
て
い
る
ん
で
す
。
我
欲
が
な
く
な

っ
て
い
る
か
ら

す
ば
ら
し
い
こ
と
を
言
う
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
ち
よ
つ
と

で
も
血
が
に
ご

っ
た
ら
、
も
う
だ
め
な
ん
で
す
。
女
房
が
怒

る
ん
で
す
け
ど
、
あ
の
時
は
本
当
だ

っ
た
ん
だ
、
人
間
は
刻

刻
変
わ
る
ん
だ
か
ら

つ
て
言
う
ん
で
す
が
ね
。
十
年
と
か
´
．

十
年
と
か
食
養
を
や

っ
て
、
健
康
状
態
が
よ
く
な

っ
て
、
そ

れ
で
精
神
状
態
が
い
い

、
と
い
う
な
ら
、
そ
れ
は
固
定
し
た

人
格
に
な

っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
五
日
と
か
十
日
と
か
、

い
わ
ば
ク
イ
ッ
ク
療
法
で
第
七
天

へ
上
げ
る
よ
う
な
こ
と
を

や

っ
て
も
、
そ
れ
は
自
分
の
力
で
上
が

っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い

か
ら
ダ
メ
な
ん
で
す
。

ま
だ
、
肉
が
あ
り
ま
す
。
臓
器
が
あ
る
。
骨
も
脳
も
あ
る
。

こ
う
い
う
も
の
が
、
親
が
妊
娠
中
に
摂

っ
た
毒
、
そ
の
あ
と

食
べ
て
き
た
毒
で
で
き
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
全
部
き
れ
い

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

た
ま
た
ま

一
時
的
に
正
食
し
て
体
が
き
れ
い
に
な

っ
た
、

と
い
っ
て
も
、
せ
い
ぜ
い
皮
下
脂
肪
が
と
れ
る
く
ら
い
で
す
。

ま
だ
、
体
に
は
た
く
さ
ん
毒
が
あ
る
わ
け
で
す
。
こ
う
い
う

も
の
が
血
に
な

っ
て
頭

へ
ま
わ

っ
て
く
れ
ば
、
ま
た
、
わ
る

い
こ
と
を
考
え
る
し
、
ウ
ソ
も
つ
く
し
、
前
に
言

っ
た
こ
と

も
忘
れ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
、
血
が
き
れ
い
だ

っ
た
ら
、
人
は
み
な
善
人
で
す
。

女
の
人
は
、
み
ん
な
美
女
で
す
。
ほ
ん
と
う
に
そ
の
時
の
肌

の
輝
き
と
い
っ
た
ら
あ
り
ま
せ
ん
。

少
食
に
よ
る
反
応

で
す
か
ら
、
正
食
で
少
食
を
す
る
と
、
だ
る
い
と
か
、
痛

い
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
症
状
が
お
き
て
き
ま
す
。
初
め
、
だ

る
く
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
体
の
中
の
余
分
な
脂
肪
、
皮

下
脂
肪
な
ど
が
と
け
て
、
水
と
ア
ル
コ
ー
ル
に
分
解
さ
れ
て

き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
だ
る
く
な

っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

正
食
を
長
く
や

っ
て
い
て
、
腎
臓
の
機
能
が
い
い
人
は
、
こ

う
い
う
こ
と
は
起
き
ま
せ
ん
が
、
た
い
て
い
の
人
は
完
全
で

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
足
が
む
く
ん
で
き
た
り
し
て
、
だ
る
く

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
放

っ
て
お
い
て
も
、
ひ
と
晩
寝
て
、

ツ
朝
お
小
水
が
出
れ
ば
治
り
ま
す
。

た
だ
、
非
常
に
大
量
に
脂
肪
が
と
け
て
、
足
が
む
く
ん
だ
、

と
い
う
と
き
は
、
足
を
シ
ョ
ウ
ガ
湯
の
中

へ
つ
け
れ
ば
楽
で

す
。
そ
う
す
れ
ば
、
足
に
た
ま

っ
て
い
た
も
の
が
、
早
く
腎

臓
へ
送
ら
れ
て
、
処
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
で
も
、

私
は
、
き
び
し
く
治
す
、
と
い
う
と
き
は
、
そ
う
い
う
こ
と

も
さ
せ
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
、体
の

一
部
に
痛
み
の
お
き
る
人
も
あ
り
ま
す
。

あ
る
所
に
、
血
液
が
う

っ
血
状
態
で
た
ま

っ
て
い
た
の
が
動

い
て
く
る
か
ら
、
そ
れ
が
体
を
刺
激
し
て
痛
み
を
お
こ
す
わ

け
で
す
。
断
食
道
場
で
は
、
放

っ
て
お
き
ま
す
。　
一
過
性
の

も
の
で
す
か
ら
、
放

っ
て
お
い
て
も
か
ま
わ
な
い
ん
で
す
が
、

ど
う
し
て
も
痛
い
、
と
い
う
な
ら
、
シ
ョ
ウ
ガ
し
っ
ぷ
を
す

れ
ば
よ
い
で
す
。

こ
う
い
う
痛
み
は
、
体
の
左
側
の
上
か
ら
お
き
て
、
右
ヘ

行
き
、
左
、
右
、
左
、
右
と
お
き
て
、
と
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
炎
症
を
お
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

酸
化
し
た
固
い
脂
肪
が
と
け
る
時
な
ん
か
で
す
。
ち
ょ
っ
と

し
た
熱
が
出
ま
す
。

こ
う
い
う
反
応
は
、
大
な
り
小
な
り
、
ど
ん
な
人
に
も
出

ま
す
。
健
康
学
関
な
ん
か
で
、
き
び
し
く
や
る
と
、
大
変
な

ん
で
す
。
中
に
は
寝
こ
ん
じ
ゃ
う
人
も
あ
る
し
、
全
身

マ
ヒ

に
な

っ
て
し
ま
う
人
も
あ
る
。
か
つ
て
、
体
に
マ
ス
イ
剤
を

打

っ
た
こ
と
の
あ
る
人
で
す
。
こ
の
ご
ろ
は
子
供
を
お
ろ
し

て
い
る
人
が
多
い
か
ら
、
そ
の
時
に
、
全
身
の
マ
ス
イ
を
や

っ
て
い
る
わ
け
で
す
し
そ
れ
が
、
邪
食
し
て
い
る
う
ち
は
出

て
こ
な
い
け
れ
ど
、
正
食
し
て
、
そ
の
毒
が
と
け
て
出
て
く

る
と
、
顔
が
真

っ
青
に
な

っ
て
、
ゆ
が
ん
で
、
キ
ツ
ネ
み
た

い
な
顔
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
、
宿
便
と
し
て
、
舌
苔
と
し
て
、土母
が
抜
け
る
と
、

今
度
は
、
生
ま
れ
変

っ
た
み
た
い
に
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

歯
の
治
療
で
マ
ス
イ
を
し
た
こ
と
の
あ
る
人
も
、
正
食
を

き

っ
ち
り
始
め
る
と
、
歯
が
痛
い
、
と
言
い
出
し
ま
す
。
こ

う
い
う
の
は
、
ひ
ど
い
人
で
も
、
せ
い
ぜ
い

一
日
く
ら
い
で

す
。
そ
れ
か
ら
、
日
の
わ
る
い
人
は
、
涙
が
ポ

ロ
ポ
ロ
出
て

止
ま
ら
な
く
な
り
ま
す
。
オ
イ
オ
イ
泣
き
だ
し
ま
す
か
ら
、

回
り
の
人
が
び

っ
く
り
す
る
ん
で
す
け
ど
、
悲
し
い
の
か
、

っ
て
聞
い
て
も
、
首
を
ふ
っ
て
い
ま
す
が
、
家

へ
帰
り
た
い
、

と
か
言

っ
て
泣
い
て
い
る
ん
で
す
。
た
い
て
い
、　
一
日
、
二

日
く
ら
い
で
止
ま
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
日
の
わ
る
い
人
は
、
日
の
ま
わ
り
の
組
織
が
う

す
く
な

っ
て
、水
び
た
し
に
な

っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
、

玄
米
の
濃

い
血
が
回

っ
て
く
る
と
、
そ
れ
を
締
め
て
き
ま
す

か
ら
、
と
め
ど
な
く
涙
が
出
て
く
る
ん
で
す
。

宿
便
を
出
す
時

こ
れ
は
、
対
症
的
な
手
当
で
す
が
、
陰
性
な
毒
が
取
れ
て

い
て
、
そ
れ
が
心
臓

へ
ま
わ

っ
て
き
て
、
顔
色
が
青
ざ
め
て

苦
し
い
、
と
か
、
便
所
で
宿
便
が
出
な
く
て
苦
し
い
と
い
う

と
き
は
、
梅
生
番
を
の
ま
せ
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
陽
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性
な
脂
肪
が
と
け
て
、
体
が
や
け
る
、
と
い
う
と
き
は
、
第

二
大
根
湯
の
よ
う
な
利
尿
剤
を
の
ま
せ
る
、
と
い
っ
た
こ
と

も
し
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
を
や
れ
ば
、
反
応
も
楽
に
通
過

で
き
ま
す
け
ど
、
断
食
道
場
で
は
、
ほ
う
り

っ
ば
な
し
な
ん

で
す
。
ま
わ
り
の
人
た
ち
が
、
な
で
た
り
、
さ
す

っ
た
り
し

て
い
る
だ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
宿
便
で
も
、
い
ち
ば
ん
古
い
宿
便
は
、
な
か

な
か
出
な
く
て
苦
し
い
ん
で
す
。
断
食
の
場
合
で
も
、
正
食

の
場
合
で
も
同
じ
で
す
。
ヘ
ソ
の
ま
わ
り
を
押
し
て
み
る
と
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
固
い
も
の
を
持

っ
て
い
ま
す
。
も
し
、

こ
れ
が
な
か
っ
た
ら
、
そ
の
人
は
、
本
当
に
元
気
で
、
肌
の

色
も
き
れ
い
な
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
玄
米
食
べ
て
も
、

肌
の
色
が
出
な
い
、
と
い
う
人
は
、
ヘ
ソ
の
ヨ
コ
と
上
下
を

押
し
て
み
る
と
、
固
い
も
の
が
あ
る
は
ず
で
す
。

人
間
が
死
ぬ
と
き
は
、
こ
こ
が
動
悸
を
打

っ
て
死
ん
で
い

く
ん
で
す
。
死
ぬ
と
き
は
、
ほ
と
ん
ど
脈
は
わ
か
ら
な
く
な

り
ま
す
が
、
こ
の
ヘ
ソ
の
回
り
の
、
宿
便
の
た
ま

っ
て
い
る

と
こ
ろ
だ
け
は
、
押
え
て
み
る
と
、
ド
ド
ン
、
ド
ド
ン
と
、

鼓
動
を
打

っ
て
い
ま
す
。
全
身
の
血
が
そ
こ
へ
集

っ
て
、
な

ん
と
か
そ
の
宿
便
を
出
そ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の

鼓
動
が
力
つ
き
る
と
、
そ
れ
で
死
ん
で
い
き
ま
す
。
便
が
大

腸
の
ほ
う
へ
出
て
い
っ
て
、
あ
る
程
度
、
こ
の
鼓
動
が
お
さ

ま
る
と
助
か
る
ん
で
す
け
ど
、
小
腸
と
い
う
の
は
、
ヒ
～
八

メ
ー
ト
ル
あ

っ
て
、
非
常
に
長
い
で
す
か
ら
大
変
な
ん
で
す
。

浣
腸
が
効
く
の
は
、
肛
門
か
ら
二
〇
セ
ン
チ
く
ら
い
の
と
こ

ろ
ま
で
で
す
か
ら
、
浣
腸
も
効
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
、
宿

便
に
は
下
剤
も
効
き
ま
せ
ん
。
食
べ
た
も
の
が
、
今
、
お
な

か
に
た
ま

っ
て
い
る
、
と
い
う
の
は
、
油
を
の
む
と
か
、
漢

方
の
セ
ン
ナ
を
の
む
と
か
す
れ
ば
出
ま
す
が
、
宿
便
は
出
ま

せ
ん
。

も
し
、
こ
の
宿
便
が
大
腸
ま
で
出
て
き
て
、
そ
こ
で
出
な

い
、
と
い
う
の
な
ら
、
そ
れ
は
浣
腸
す
れ
ば
出
ま
す
。
し
か

し
、
末
期
の
ガ
ン
の
場
合
に
は
、
浣
腸
は
使
え
ま
せ
ん
。
浣

腸
と
い
う
陰
性
な
刺
激
を
す
る
と
、
全
身
を
支
配
し
て
い
る

自
律
神
経
の
う
ち
の
交
感
神
経
が
興
奮
し
て
し
ま
い
ま
す
。

死
ぬ
、
と
い
う
の
は
、
交
感
神
経
の
緊
張
で
死
ぬ
ん
で
す
。

末
期
の
ガ
ン
の
と
き
は
、
腸
壁
が
紙
み
た
い
に
薄
く
な

っ

て
、
出
血
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
う
い
う
時
に
、
石

け
ん
水
の
よ
う
な
陰
性
な
刺
激
を
し
た
ら
、
と
た
ん
に
出
血

が
激
し
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
う
い
う
ひ
ど

い
人
が
宿
便
を
出
す
時
は
、
よ

っ
ぽ
ど
注
意
し
て
や
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
ガ
ン
の
場
合
に
浣
腸
す
る
時
に
は
、
塩
水
浣

腸
に
し
ま
す
。
３
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い
の
自
然
塩
を
と
か
し

て
、
ぬ
る
ま
湯
に
し
て
、
浣
腸
し
て
や
る
ん
で
す
。

断
食
道
場
で
は
、
宿
便
が
出
な
く
て
苦
し
い
、
と
い
う
と
、

味
噌
を
温
め
て
、
お
へ
そ
の
と
こ
ろ
だ
け
紙
を
は

っ
て
、
味

噌
が
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
お
い
て
、
布
に
味
噌
を
の
し
て
、

味
噌
パ
ス
タ
ー
と
い
う
も
の
を
し
ま
す
。

こ
れ
よ
り
も

っ
と
い
い
の
は
、
し
ょ
う
が
湿
布
を
し
て
か

ら
芋
パ
ス
タ
ー
を
し
て
、
そ
の
手
パ
ス
タ
ー
の
上
か
ら
温
め

る
ん
で
す
。
桜
沢
先
ｔ
の
本
に
は
、
焼
き
塩
を
布
に
く
る
ん

で
の
せ
る
、
と
か
、
ゆ
で
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
の
せ
る
、
と
か
書

い
て
あ
り
ま
す
が
、
す
ぐ
冷
め
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
、

カ
イ
ロ
を
の
せ
る
と
い
い
ん
で
す
が
、
た
だ
、
白
金
カ
イ
ロ

の
よ
う
な
、
ベ
ン
ジ
ン
を
使
う
も
の
は
、
あ
の
臭
い
を
患
者

が
吸
う
と
、
日
が
あ
が

っ
て
昏
睡
に
入

っ
て
し
ま

っ
て
、
危

険
で
使
え
ま
せ
ん
。
重
態
の
患
者
は
、
す
こ
し
で
も
酸
素
が

不
足
す
る
と
苦
し
く
な
る
わ
け
で
す
。
木
灰
を
使

っ
た
昔
式

の
カ
イ
ロ
な
ら
安
全
で
す
。

こ
れ
は
、
非
常
に
重
症
な
便
秘
の
場
合
で
す
。
お
な
か
の

上
か
ら
温
め
て
、
腸
の
動
き
を
速
め
、
■
パ
ス
タ
ー
で
毒
素

を
抜

い
て
、
便
の
出
る
の
を
助
け
る
わ
け
で
す
。

宿
便
で
黒
い
便
が
出
た
、
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
を
水
に
つ

け
て
と
か
し
て
み
て
、
赤
い
色
が
出
て
く
る
な
ら
、
胃
と
か

腸
と
か
で
出
血
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
胃
壁
や
腸
壁
で
出
血

し
た
血
が
、
腸
の
長
い
と
こ
ろ
を
通

っ
て
く
る
あ
い
だ
に
酸

化
し
て
、
黒
い
タ
ー
ル
に
な

っ
て
、
そ
れ
が
出
て
く
る
ん
で

す
。
赤
い
色
が
出
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
占
い
便
で
す
が
、
と

か
し
て
赤
く
な
る
、
と
い
う
の
は
、
出
血
し
て
い
る
ん
で
す

か
ら
危
険
で
す
。

″末
期
の
水
″
で
死
ぬ

こ
う
い
う
状
態
は
、
お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
お
か
ず

も
十
分
た
べ
て
、
水
も
た

っ
ぶ
り
飲
ん
で
い
る
場
合
に
は
、

出
て
き
ま
せ
ん
。
断
食
な
ら
、
宿
便
が
出
た
り
、
反
応
が
お

こ
っ
て
く
る
ん
で
す
か
ら
、
断
食
に
近
い
状
態
の
少
食
を
や

ら
な
け
れ
ば
出
ま
せ
ん
。
な
に
も
長
い
期
間
、
や
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
二
日
か
四
日
や
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
。
断
食

と
ち
が

っ
て
、
誰
に
も
危
険
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
量
な
り

と
も
食
べ
て
い
る
ん
で
す
か
ら
。
そ
ん
な
に
体
力
も
お
ち
ま

せ
ん
。

た
だ
、
問
題
な
の
は
、
水
ぶ
く
れ
の
人
、
や
わ
ら
か
い
脂

肪
太
り
の
人
、
こ
う
い
う
人
は
、
こ
の
少
食
法
を
や
る
と
、

急
に
や
せ
て
し
ま
う
の
で
、
本
人
や
ま
わ
り
の
人
が
心
配
に

な

っ
て
騒
ぎ
出
す
ん
で
す
。
そ
れ
で
い
い
ん
で
す
け
ど
、
心

配
な
ら
、　
一
時
や
め
て
、
体
力
を
つ
け
て
、
ま
た
や
れ
ば

い

い
わ
け
で
す
。
断
食
道
場
で
も
、　
一
回
の
断
食
で
完
全
に
出

切
ら
な
か

っ
た
ら
、　
一
度
や
め
て
、
ま
た
改
め
て
来
な
さ
い
、

と
言
い
ま
す
。
体
力
の
な
い
人
は
、
あ
ま
り
長
期
の
断
食
を
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す
る
の
は
危
い
で
す
か
ら
、
間
を
お
い
て
、
何
回
も
や
る
わ

け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
人
間
、
ほ
ん
と
う
に
生
き
る
か
死
ぬ
か
、
と

い
う
と
き
は
、
危

い
橋
を
わ
た

っ
て
で
も
、
そ
の
最
後
の
宿

便
を
出
さ
な
け
れ
ば
助
か
り
ま
せ
ん
。

ガ
ン
の
末
期
の
患
者
は
、
外
が
雪
の
よ
う
な
寒
い
時
で
も

体
が
や
け
て
く
る
か
ら
、

「
ス
イ
カ
く
れ
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
く
れ
′
こ

と
要
求
し
ま
す
。
こ
の
要
求
に
ま
け
て
や

っ
た

ら
、
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
死
ぬ
時
は
、

「
水
を
く
れ
／
」

と
い
っ
て
、
家
族
が
水
を
口
に
ふ
く
ま
せ
て
、
そ
れ
で
死
ん

で
行
く
ん
で
す
。
冷
た
い
水
の
刺
激
が
い
く
と
、
交
感
神
経

が
、
い
っ
ぺ
ん
に
緊
張
し
て
し
ま
う
わ
け
で
す
か
ら
。
温
か

い
も
の
と
冷
た
い
も
の
と
で
は
、
体
に
た
い
す
る
働
き
が
違

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
末
期
の
水
、
と
い
う
の
は
、
家
族
が
殺

す
た
め
に
や
る
わ
け
で
す
ね
。

ガ
ン
の
患
者
で
、
い
ま
に
も
死
に
そ
う
、
と
い
う
時
に
は
、

ほ

っ
ぺ
た
を
ピ
ン
ピ
ン
／
と
た
た
い
て
、
卵
醤
を
吸
い
の
み

で
、
ロ
ヘ
入
れ
て
や
る
ん
で
す
が
、
冷
た
い
の
じ
ゃ
具
合
が

わ
る
い
か
ら
、
先
に
梅
生
番
の
温
か
い
の
を
、
ち
ょ
っ
と
入

れ
て
、
心
臓
を
動
か
し
て
お
い
て
、
卵
醤
を
入
れ
て
や
る
。

そ
う
す
る
と
、
黒
目
が
ポ
ト
ン
と
下
が

っ
て
助
か
る
。
ま
た

し
ば
ら
く
す
る
と
目
が
上
が
る
か
ら
、
ま
た
や
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
を

一
昼
夜
、
夢
中
に
な

っ
て
続
け
た
ら
、
家
族
が
、
も

う
先
生
、
い
い
か
ら
、
あ
の
世

へ
行
か
し
て
や
っ
て
く
れ
、

と
言
う
。
末
期
の
水
で
す
。
こ
れ
を
回
へ
入
れ
て
や
る
と
死

に
ま
す
。

昔
食
べ
た
も
の
を
要
求
す
る

そ
れ
で
、
宿
便
が
出
そ
う
で
苦
し
い
、
と
い
う
と
き
に
は

そ
れ
ま
で
に
食
べ
た
悪
い
も
の
を
要
求
し
て
き
ま
す
。
宿
便

と
い
っ
て
も
、
自
分
の
体
の
悪
い
細
胞
が
と
け
て
き
て
い
る

わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
、
と
け
て
き
て
い
る
も
の
を
要
求
し

ま
す
。
だ
か
ら
、
ガ
ン
の
患
者
で
も
、
あ
れ
を
く
れ
、
こ
れ

を
く
れ
、
と
要
求
し
ま
す
か
ら
、
何
を
食
べ
て
ガ
ン
に
な

っ

っ
た
の
か
分
か
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
だ
い
ぶ
前
に
、
会
津
若
松
の
七
十
才
に
な
る
人

の
胃
ガ
ン
を
指
導
す
る
よ
う
に
頼
ま
れ
た
ん
で
す
。
東
北
大

学
の
病
院
で
、
高
齢
者
だ
か
ら
、
危
な
く
て
手
術
で
き
な
い
、

も
う
長
く
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
言
わ
れ
た
、
と
い
う
ん
で
す
。

忙
し
い
か
ら
行
け
な
く
て
、
電
話
で
指
導
し
て
い
た
ん
で
す

が
、
二
月
ほ
ど
し
た
ら
、
畑
い
じ
り
が
で
き
る
く
ら
い
に
元

気
に
な
り
ま
し
た
。

半
年
ほ
ど
し
た
ら
、
娘
さ
ん
が
、
お
礼
を
言

っ
て
こ
い
と

父
が
い
う
か
ら
、
と
い
う
の
で
、
伊
豆
松
崎
の
日
本
Ｃ
Ｉ
の

健
康
学
園

へ
来
ま
し
た
け
れ
ど
、
そ
の
娘
さ
ん
が
帰

っ
て
三

日
目
に
、

「
父
が
酒
を
飲
み
た
い
、
と
言

っ
て
い
る
」
と
い

う
電
話
な
ん
で
す
。

「
と
ん
で
も
な
い
」
と
怒
つ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
次
に
、「
ク

ジ
ラ
の
ス
ー
プ
を
飲
み
た
い
」
と
言

っ
て
い
る
、
と
い
う
ん

で
す
。
こ
れ
は
、
動
物
の
中
で
、
い
ち
ば
ん
毒
が
多
い
も
の

で
す
。
ク
ジ
ラ
と
イ
ル
カ
は
、
魚
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。
哺
乳

動
物
で
す
。
非
常
に
酸
化
す
る
も
の
で
す
。
煮
て
み
た
ら
、

ま

っ
黒
に
な
り
ま
す
か
ら
。

や

っ
と
治

っ
て
、
医
者
に
見
せ
た
ら
、
医
者
が
、
あ
ん
な

に
大
き
な
ガ
ン
が
あ

っ
た
の
が
消
え
て
し
ま

っ
て
い
る
、
と

い
っ
て
驚

い
て
い
る
わ
け
で
す
。
せ

つ
か
く
散
歩
も
で
き
、

畑
仕
事
ま
で
で
き
る
く
ら
い
元
気
に
な

っ
た
と
い
っ
て
も
、

ま
だ
体
は
そ
う
と
う
悪
い
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
も
の
を

飲
ん
だ
ら
危
険
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
本
人
は
、
ど
う
せ

一
度
死
ん
だ
生
命
だ
か
ら
、

も
う
、
人
生
、
な
に
を
し
た
い
、
と
い
う
こ
と
も
な
い
、
好

き
な
も
の
を
も
う

一
度
食
べ
て
み
た
い
、
と
い
う
か
ら
、
じ

ゃ
、
ほ
ん
の
少
量
だ
け
。
ク
ジ
ラ
の
ス
ー
プ
は
、
お
ち
よ
こ

一
杯
、
お
酒
も
、
お
ち
ょ
こ

一
杯
。
そ
れ
で
も
、
必
ず
危
険

な
状
態
が
お
き
る
か
ら
、
そ
ば
に
卵
醤
が
い
つ
で
も
作
れ
る

よ
う
に
し
て
お
い
て
く
れ
、
と
言

っ
た
ん
で
す
。

そ
し
た
ら
、
次
の
日
の
朝
、
父
が
死
に
ま
し
た
、
と
電
話

が
き
た
。
お
か
し
い
な
、
と
思

っ
た
ら
、
五
日
ほ
ど
た
つ
て

か
ら
、
そ
の
弟
さ
ん
か
ら
、
手
紙
が
来
ま
し
た
。

死
ぬ
と
い
う
と
こ
ろ
を
助
け
て
も
ら

っ
て
感
謝
し
て
い
る

け
れ
ど
、
そ
の
先
生
が
、
ど
う
し
て
死
ぬ
よ
う
な
も
の
を
許

し
た
の
か
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

も
と
も
と
、
そ
う
い
う
変
な
も
の
を
要
求
す
る
、
と
い
う

の
は
、
判
断
が
わ
る
く
な

っ
て
い
る
ん
で
す
か
ら
、
飲
ん
で

も
飲
ま
な
く
て
も
、
死
ぬ
の
は
間
近
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

ど
う
し
て
も
欲
し
い
、
と
い
う
の
な
ら
、
少
量
な
ら
い
い
、

と
言

っ
た
ん
で
す
。
飲
め
ば
苦
し
む
か
ら
、
そ
う
し
た
ら
分

か
る
だ
ろ
う
と
思

っ
て
、
お
ち
ょ
こ

一
杯
だ
け
、
と
言

っ
た

ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
ど
れ
だ
け
飲
ん
だ
の
か
、
と
聞
い
た
ら
、
お

酒
が
三
合
、
ク
ジ
ラ
の
ス
ー
プ
が
、
ど
ん
ぶ
り

一
杯
、
と
い

う
ん
で
す
。
こ
れ
で
は
助
か
り
ま
せ
ん
。

こ
う
い
う
も
の
を
要
求
す
る
、
と
い
う
の
は
、
黒
い
固
ま

り
の
便
が
下
へ
来
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
を
出
し
て
し

ま
え
ば
助
か
る
。
若
い
人
で
も
、
宿
便
が
出
て
く
る
と
き
に

な
る
と
、
カ
リ
ン
ト
が
ほ
し
い
、
と
か
、
変
な
こ
と
を
言
い

出
し
ま
す
。
昔
、
食
べ
た
も
の
が
ほ
し
い
わ
け
で
す
。

む
か
し
好
き
で
食
べ
た
、
と
い
う
も
の
を
や
め
れ
ば
体
が

治
る
わ
け
で
す
。
好
き
な
も
の
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
は
、
ま
た
、
体
が
わ
る
く
な
り
ま
す
。
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赤
ち
ゃ
ん
な
ん
か
が
、
要
求
す
る
、
と
い
う
の
は
、
体
が

必
要
な
も
の
を
要
求
す
る
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
大
人
が

何
か
を
要
求
す
る
、
と
い
う
の
は
、
中
毒
の
場
合
が
あ
る
わ

け
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
づ
け
に
な

っ
て
い
て
、
ど
う
し
て
も

ア
ル
コ
ー
ル
が
ほ
し
い
、
と
い
う
人
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
中

毒
に
な

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
砂
糖
を
と

っ
て
き
た
人
が
甘

い
も
の
を
ほ
し
い
、
と
い
う
の
は
中
毒
な
わ
け
で
す
。
体
と

い
う
の
は
、
大
小
便
で
、
い
つ
も
古
い
も
の
を
出
し
て
い
く

ん
で
す
か
ら
、
そ
の
同
じ
も
の
を
ま
た
要
求
し
ま
す
。

以
前
は
、
日
本
Ｃ
Ｉ
の
健
康
学
園
で
は
、
水
分
を
少
な
く
、

き

っ
ち
り
や
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
た
い
て
い
の

人
は
、
ふ
だ
ん
適
当
に
や

っ
て
い
る
か
ら
、
た
ち
ま
ち
反
応

が
お
き
て
く
る
。
あ
ち
こ
ち
で
ウ
ン
ウ
ン
う
な
り
だ
す
。
夜

は
歯
ぎ
し
り
、
い
び
き
を
か
い
て
、
寝
相
が
わ
る
く
て
、
ゴ

ロ
ゴ
ロ
こ
ろ
が

っ
て
い
る
。
四
日
目
あ
た
り
は
、
便
が
出
な

く
て
、
便
所
で
苦
し
ん
で
い
る
。
健
康
学
園
に
来
る
人
も
だ

ん
だ
ん
人
数
が
多
く
な

っ
て
、
と
て
も
め
ん
ど
う
を
見
き
れ

な
い
。

そ
れ
で
、
六
、
七
年
前
か
ら
、
初
日
か
ら
ハ
ブ
茶
を
わ
か

し
て
お
い
て
、
便
秘
の
人
に
は
飲
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ブ
茶
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
陰
性
な
も
の
で
す
か
ら
、

腸
を
ひ
ろ
げ
て
便
を
出
す
わ
け
で
す
。
本
当
は
、
こ
う
い
う

も
の
も
飲
ま
な
い
で
宿
便
を
出
し
た
ほ
う
が
い
い
わ
け
で
す

が
、
健
康
学
園
の
よ
う
な
、
大
勢
く
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
う

も
し
て
い
ら
れ
な
い
か
ら
、
こ
う
い
う
も
の
を
飲
ん
で
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

正
食
何
年
目
か
の
反
応

正
食
に
よ
る
反
応
と
い
う
の
は
、
こ
う
い
う
よ
う
に
、
初

期
か
ら
い
ろ
い
ろ
出
る
わ
け
で
す
が
、
体
の
代
謝
と
い
う
の

は
場
所
に
よ

っ
て
遅
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
正
食
を

始
め
て
、
三
年
目
と
か
、
十
年
も
二
十
年
も
た

っ
て
か
ら
の

反
応
が
あ
る
わ
け
で
す
。

私
も
、
正
食
を
始
め
て
す
ぐ
、
こ
う
い
う
、
舌
苔
が
出
る

と
か
、
や
せ
る
と
か
、
国
い
便
が
出
る
と
か
い
う
状
態
が
あ

っ
て
、
そ
れ
か
ら
二
年
間
は
非
常
に
快
調
だ

っ
た
ん
で
す
。

睡
眠
時
間
も
短
か
か

っ
た
。
た
だ
、
顔
色
は
よ
く
な
ら
な
か

っ
た
。
塩
気
を
と
り
す
ぎ
て
い
た
の
か
、
体
が
し
ま

っ
て
い

て
、
足
の
冷
え
症
が
治

っ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ

が
、　
一
日
、
睡
眠
三
時
間
で
も
な
ん
で
も
な
い
。
箱
根
の
山

を
飛
び
ま
わ

つ
て
き
て
も
平
気
だ
か
ら
、
自
分
じ
ゃ
得
意
に

な

っ
て
い
た
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
二
年
目
の
あ
る
日
、
店
の
用
で
小
田
原
へ
行

っ
て
、
海
岸

へ
出
て
み
た
ら
、
幼
稚
園
の
生
徒
が
十
人
く
ら

い
来
た
の
で
、
う
れ
し
く
な

っ
て
、　
一
時
間
く
ら
い
夢
中
に

な

っ
て
遊
ん
だ
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
子
供
た
ち
と
別
れ
て

す
ぐ
、
お
な
か
が
ギ
リ
ギ
リ
痛
み
だ
し
た
ん
で
す
。
な
ぜ
だ

か
分
か
ら
な
い
。
悪
い
も
の
を
食
べ
た
覚
え
も
な
い
。
海
岸

に
揚
げ
て
あ
る
船
の
陰

へ
行

っ
て
転
げ
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

冷
や
汗
は
出
て
く
る
。
ノ
ド
は
カ
ラ
カ
ラ
に
な
る
。
ギ
リ
ギ

リ
痛
く
て
た
ま
ら
な
い
。
あ
あ
、
こ
う
い
う
時
、
医
者

へ
行

け
ば
、
麻
酔
剤
を
打

っ
て
く
れ
る
ん
だ
ろ
う
な
、
と
思
い
ま

し
た
け
ど
も
、
私
は
、
現
代
医
学
を
た
た
い
て
い
る
し
、　
一

生
世
話
に
な
る
ま
い
と
決
心
し
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
死
ぬ
な

ら
せ
め
て
家

へ
帰

っ
て
死
に
た
い
、
と
思

っ
て
、
小
田
原
の

駅
ま
で
、
は
い
ず
る
よ
う
に
し
て
行
き
ま
し
た
。
歩
い
て
１０

分
く
ら
い
の
と
こ
ろ
で
す
が
、　
一
時
間
く
ら
い
か
か
り
ま
し

た
。家

へ
着
い
た
の
は
夕
方
で
す
。
私
は
、
芋
パ
ス
タ
ー
な
ん

か
は
、
人
に
は
教
え
て
も
、
自
分
に
は
生
涯
や
る
ま
い
と
思

っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
も
う
、
た
ま
ら
な
い
の
で
、
や

っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
少
し
や
わ
ら
ぎ
ま
し
た
が
、
そ
の
晩
は
ね

む
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
き
お
り
激
痛
が
お
そ

っ
て
く
る
の
で
、
醤
番
だ
け
飲
ん

で
、
断
食
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
四
日
日
、
黒
い
大
便
の

中
に
、
半
分
褐
色
に
ひ
か
ら
び
た
３０
セ
ン
チ
く
ら
い
の
真

っ

白

い
回
虫
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ド
ロ
ド
ロ
の
濃
黄

褐
色
の
汚
物
が
大
量
に
で
て
き
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
う
れ
し

さ
に
涙
が
出
る
ほ
ど
で
し
た
。

そ
の

一
年
前
に
も
、
胸
が
も
の
す
ご
く
痛
く
な

っ
て
、
三

日
目
に
、
日
か
ら
半
分

ニ
カ
ワ
み
た
い
に
な

っ
た
白
い
回
虫

が
出
て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
調
べ
て
み
た
ら
、
回
虫
と
い

う
の
は
、
腸
の
中
に
住
ん
で
い
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
腎
臓
と

か
、
肺
と
か
、
脳
の
中
ま
で
巣
く

っ
て
い
る
の
が
あ
る
。
そ

れ
を
見
て
、
自
分
は
く
そ
ま
じ
め
に
正
食
を
し
て
き
た
か
ら
、

や

っ
と
肺
の
回
虫
は
出
て
き
た
け
れ
ど
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、

頭
の
中
に
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
も
う

一
生
、
果

物
は
食
え
な
い
、
砂
糖
も
、
魚
も
食
う
ま
い
、
と
決
心
し
た

ん
で
す
。
〔大
森
『白

い
回
虫
も
の
が
た
り
』
本
誌
四
六
九
号
〕

頭
が
ギ
リ
ギ
リ
痛
い

そ
れ
で
、
こ
れ
は
六
年
ほ
ど
前
で
す
け
ど
、
も
う
二
十
何

年
も
正
食
し
て
い
る
か
ら
、
だ
い
た
い
体
は
き
れ
い
に
な

っ

て
い
る
、
と
思

っ
て
い
た
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
ま
だ
頭
が

残

っ
て
い
る
の
を
知
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
時
、
女
房
が
倒
れ
て
、
徹
夜
で
必
死
に
な

っ
て
看
病

し
た
ん
で
す
。
ほ
と
ん
ど
断
食
状
態
で
緊
張
し
て
い
た
ん
で

す
。
そ
の
さ
い
ち
ゅ
う
、
頭
の
中
が
爆
発
し
た
ん
で
す
。
バ

ア
ー
ン
と
、
も
の
す
ご
い
音
が
し
て
、
金
色
の
光
が
出
て
、
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倒
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ

っ
き
り
、
ぜ
ん
ぜ
ん
ね
む
く

な
ら
な
い
。
い
く
ら
起
き
て
い
て
も
平
気
で
す
。
み
ん
な
が

心
配
し
て
、　
一
時
間
で
も
い
い
か
ら
寝
て
く
れ
、　
っ
て
い
う

ん
で
、
大
根
湯
を
の
ん
だ
ら
、
頭
が
わ
れ
る
よ
う
に
痛
い
。

そ
こ
で
、
も

っ
と
陰
性
な
椎
茸
汁
を
の
む
ん
で
す
が
、　
一
杯

や
二
杯
じ
ゃ
き
か
な
い
。
朝
か
ら
晩
ま
で
浴
び
る
よ
う
に
飲

ん
で
も
き
か
な
い
ん
で
す
。
ふ
つ
う
、
肉
食
し
て
暴
れ
て
い

る
人
は
、
椎
茸
汁
二
杯
も
飲
め
ば
、
お
と
な
し
く
な

っ
て
し

ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
考
え
て
、
む
か
し
、
さ
ん
ざ
魚
を
食
べ
た
か
ら
、

そ
の
毒
が
頭
か
ら
と
れ
て
き
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

っ

て
、魚
の
毒
消
し
は
ミ
カ
ン
だ
な
、
と
気
が
つ
い
た
ん
で
す
。

果
物
な
ん
て
、
二
十
年
も
食
べ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
け
れ
ど

も
、
も
う
、
果
物
く
ら
い
食
べ
ら
れ
る
く
ら
い
陽
性
に
な

っ

た
ん
だ
な
、
と
思

っ
て
、
ミ
カ
ン
を
食
べ
た
ら
、
少
し
ス
ッ

と
す
る
ん
で
す
。
で
も
、
ま
だ
頭
に
熱
が
あ

っ
て
痛
い
ん
で

す
。
眼
球
が
グ
ー
ッ
と
締
ま

っ
て
き
て
、
痛
く
て
た
ま
ら
な

い
ん
で
す
。

そ
こ
で
、
冷
凍
ミ
カ
ン
を
食
べ
た
ら
、
さ

っ
ぱ
り
す
る
。

以
来
、
四
年
間
、　
一
日
冷
凍
ミ
カ
ン
４０
個
。
ご
飯
を
食
べ
な

く
て
も
い
い
ん
で
す
。
ミ
カ
ン
だ
け
食
べ
て
い
れ
ば
、
徹
夜

で
話
を
し
て
い
て
も
疲
れ
な
い
。

反
応
と
い
っ
て
も
、
こ
う
い
う
段
階
の
反
応
も
あ
る
わ
け

で
す
。

体
の
わ
る
い
人
は
便
の
出
が
遅
い

だ
か
ら
、
反
応
と
い
う
の
は
、
正
食
に
よ
る
排
毒
現
象
の

こ
と
で
す
が
、
急
激
に
短
期
間
に
や
ら
な
く
て
も
、
穀
物
を

主
に
し
て
、
少
食
で
よ
く
か
ん
で
、
少
量
の
野
菜
の
お
か
ず

で
、
湯
茶
を
ガ
ブ
飲
み
し
な
い
で
や
れ
ば
、
毎
日
、
少
し
ず

つ
宿
便
が
と
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
い
う
時
、
便
を
よ
く
見

て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
先
の
ほ
う
に
黒
い
も
の
が
つ
い
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
水
分
を
と
り
す
ぎ
た
り
、
野
菜
を
食
べ
す
ぎ

て
、
便
が
や
わ
ら
か
く
な

っ
た
ら
、
宿
便
は
と
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
、
キ
チ
ッ
と
正
食
で
少
食
に
し
て
、
宿
便
を
出

す
の
に
、
ど
の
く
ら
い
時
間
が
か
か
る
か
で
、
体
が
ど
の
程

度
や
ら
れ
て
い
る
か
、
分
か
り
ま
す
。
ふ
つ
う
、
健
康
学
園

な
ん
か
で
は
、
四
日
日
ご
ろ
出
る
人
が
多
い
で
す
が
、
腸
の

ゆ
る
ん
で
い
る
人
は
、
も

っ
と
か
か
り
ま
す
。
ガ
ン
の
人
な

ん
か
は
、
二
週
間
く
ら
い
か
か
り
ま
す
。

ふ
つ
う
、
便
秘
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
牛
乳
が
い
い
、
果

物
が
い
い
、
と
い
う
の
は
、
水
気
を
入
れ
て
、
ゆ
る
め
て
落

と
し
て
便
を
出
す
わ
け
で
す
。
腸
壁
に
た
ま

っ
て
い
る
も
の

は
、
そ
の
ま
ま
な
ん
で
す
。
玄
米
の
方
法
で
は
、
水
気
も
制

限
し
て
、
ゆ
る
ん
だ
腸
壁
を
治
し
、
治
し
し
て
便
を
落
と
し

て
い
く
か
ら
、
時
間
が
か
か
る
わ
け
で
す
。
ふ
つ
う
、
家
で

玄
米
を
食
べ
て
い
る
、
と
い
う
人
が
健
康
学
園
に
来
て
も
、

家
で
は
、
そ
ん
な
に
食
事
の
量
と
か
、
か
み
方
と
か
、
水
分

の
量
と
か
を
き

っ
ち
り
や

っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、
ま
ず
、
三
、
四
日
は
便
が
出
ま
せ
ん
。
家
で
は
毎
日
、

便
通
が
あ

っ
た
、
と
い
う
人
で
も
で
す
。

中
に
は
、
健
康
学
園
の
間
中
、
で
な
い
人
も
あ
り
ま
す
。

家

へ
帰

っ
て
寝
こ
ん
じ
ゃ
っ
て
、
十
五
日
も
便
が
出
な
か
っ

た
人
が
あ
り
ま
す
。
四
、
五
年
前
、
千
葉
の
ほ
う
か
ら
来
た

お
嬢
さ
ん
な
ん
か
、　
一
食
た
べ
た
だ
け
で
反
応
が
お
き
て
、

日
が
か
わ
い
て
、
も
う
何
も
食
べ
ら
れ
な
く
な

っ
た
。
家
ヘ

帰

っ
て
も
何
も
人
ら
な
い
で
寝
つ
い
て
し
ま

っ
て
、
た
だ
、

や
せ
て
い
く
だ
け
な
ん
で
す
。
お
母
さ
ん
が
怒

っ
て
電
話
し

て
き
た
ん
で
す
が
、
二
週
間
目
に
、
や
っ
と
便
が
出
ま
し
た
。

そ
し
た
ら
、
お
母
さ
ん
が
飛
ぶ
よ
う
に
し
て
お
礼
に
来
ま
し

た
。
娘
の
肌
が
き
れ
い
に
な

っ
た
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
今
ま

で
親
に
突

っ
か
か
っ
て
い
た
の
が
、
お
と
な
し
く
な

っ
て
、

性
格
ま
で
変

っ
た
、
と
い
う
ん
で
す
。
長
い
間
の
肉
の
毒
が

取
れ
た
ん
で
し
ょ
う
、
と
い
っ
た
ん
で
す
が
、
果
物
や
な
ん

か
食
べ
て
、
水
分
入
れ
て
、
ゆ
る
め
て
い
た
ん
で
は
、
そ
う

い
う
も
の
は
出
て
こ
な
い
わ
け
で
す
。

最
後
に
、
ま
と
め
と
し
て
言
い
ま
す
と
、
舌
苔
が
出
て
く

る
と
、
誰
で
も
食
欲
が
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
食
べ
る

な
、
と
い
う
印
な
ん
で
す
か
ら
、
国
い
も
の
は
食
べ
ら
れ
ま

せ
ん
。
そ
う
し
た
ら
、
だ
ん
だ
ん
薄
い
も
の
に
し
て
い
く
ん

で
す
。
玄
米
の
お
か
ゆ
に
し
て
み
る
と
か
、
お
か
ゆ
で
も
苦

し
く
て
入
ら
な
い
、
と
い
う
な
ら
、
玄
米
の
ス
ー
プ
に
す
る
。

そ
れ
で
も
ノ
ド
が
ヵ
ラ
カ
ラ
で
だ
め
だ
、
と
い
う
な
ら
、
野

菜
ス
ー
プ
に
し
て
ぷ
ま
す
。
私
は
だ
い
た
い
、
梅
生
番
の
薄

い
の
を
飲
ま
せ
ま
す
が
、
赤
ら
顔
で
陽
性
な
体
力
の
あ
る
、

と
い
う
人
は
、
野
菜
ス
ー
プ
で
い
い
で
す
。
白
湯
で
も
い
い

ん
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
体
の
あ
ち
こ
ち
が
痛
く
て
た
ま
ら
な
い
、
と

い
う
時
は
、
し
ょ
う
が
シ
ッ
プ
を
し
て
芋
パ
ス
タ
ー
を
す
れ

ば

い
い
で
す
が
、
こ
う
い
う
の
は
、
ど
ん
ど
ん
動
い
て
い
き

ま
す
か
ら
、
放

っ
て
お
い
て
も
治
り
ま
す
。

子
宮
の
病
気
の
あ
る
人
は
、黒
い
下
り
物
が
出
て
き
ま
す
。

そ
う
と
う
汚
な
い
も
の
が
出
て
き
ま
す
。
し
ょ
う
が
シ
ッ
プ

く
ら
い
で
追
い
つ
か
な
い
よ
う
だ

っ
た
ら
、
大
根
の
千
葉
の

腰
湯
を
す
れ
ば

い
い
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
少
食
法
を
す
る
場
合
、
よ
く
噛
ん
で
食

べ
た
ほ
う
が
、
効
率
が
い
い
わ
け
で
す
。

〔文
責

・
構
成
／
橋
本
政
憲
〕
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も
う

一
つ
の
超
古
文
書

九
鬼
文
書
中
、燎
岬
睡
脚
螂
天
地
言
文

（地
乃
巻
）
を
見
る
と
、

大
中
臣
第
二
十
九
代
牟
知
麿
は
、
１
卜

´
代
用
明
天
皇
の
節
で
次

の
ご
と
く
記
し
て
い
る
。

Ｏ
天
地
言
文
記
録
ノ
写
文
ハ
、守
屋
ノ

一
族
、
大
中
臣
ノ

一
族
、

春
ロ
ノ

一
族
、
越
前
武
内
ノ

一
族
各
保
存
ス
。

守
屋
ノ

．
族
と
は
、
秋
田
県
仙
北
郡
境
の
秘
境
に
亡
命
し
た
守

屋
の
子
那
加
世
を
始
祖
と
す
る
物
部

一
族
。大
中
臣
ノ

一
族
と
は
、

大
中
臣

・
九
鬼
系
の

´
族
。
越
前
武
内
ノ

一
族
と
は
、
現
在
北
茨

城
市
磯
原
町
に
移
住
の
竹
内
氏
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
三
族
に
対
し
、
春
ロ
ノ

一
族
の
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
判
明

し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
春
ロ
ノ

一
族
は
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に

筆
者
の
郷
里

・
出
雲
で
ひ
そ
か
に
生
き
つ
づ
け
て
い
た
の
だ
。

私
は
、
こ
れ
を
東
京
の
弘
報
社
主
占
成

一
郎
氏
に
よ

っ
て
知
る

こ
と
が
で
き
た
。

出
雲
の
春
日
家
は
、
始
祖

・
阿
曽
古
九
よ
り
於
兎
丸

（興
恩
と

号
す
）
ま
で

一
．
一丘
代
の
旧
家
。
吉
成
ノ
ー
ト
八
冊
に
よ

っ
て
私

が
知
り
え
た
の
は
―
出
雲
春
日
家
に
、
史
的
記
録
は
な
く
、
言
霊

の
古
伝
承
の
な
が
秘
匿
さ
れ
て
い
た
１
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

私
は
、
こ
の
吉
成
ノ
ー
ト
八
冊
を
調
べ
て
　
劇
″
」
．罰
「
希
一秘

録
解
」
を
執
筆
し
、
い
ま
手
許
に
あ
る
が
、
こ
の
言
霊
学
は
、
と

て
も
難
解
だ
。

こ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
暇
は
こ
こ
に
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
言

霊
学
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い

一
事
だ
け
を
、
左
に
紹
介
し
て
参
考

に
供
し
よ
う
。

◎
ヤ
行

・
ワ
行
は
転
化
複
合
母
設

表
三
　
　
言
霊
の
意
義
分
類
表

こ
れ
ま
で
五
十
音
中
、
ワ
行
音
は
、
ｗ
と
ａ
・
ｌ

・
ｕ
・
ｅ
・

ｏ
と
の
複
合
母
音
と
考
え
ら
れ
、
ヤ
行
音
に
つ
い
て
は
触
れ
る
と

こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
春
日
言
霊
学
は
、
古
伝
承
に
よ

っ
て
、
こ
の
ヤ
行

音
も
ま
た
、　
ン
と
ａ
・
―
・
ｕ
・
ｅ
・
ｏ
の
転
化
複
合
母
音
と
見

な
し
て
い
る
。

右
の
表
三
中
、
ヤ
行
の
射

・
柄
は
ｙ‐
、

ｙｅ
を
、
ワ
行
の
字
は
ｗｕ

を
、
そ
れ
ぞ
れ
表
わ
す
借
字
で
あ
る
。

今
日
、
ヤ
行
は
射

・
柄
、
ワ
行
の
字

・
ヱ

・
ヲ
、合
計
五
音
が
、

(フ ) (四 ) (三 ) (二 ) (― )
(ヒ )

区
分

複 転
合 化

口
呼
立
ロ

０
の
作
用
と
各

命
を
も
つ
言
霊

０
の
作
用
と
各

命
を
も
つ
言
霊

事

・
言
の
内
容

・
命
を
も
つ
言

霊 幽

・
現
の
内
容

・
命
を
も

つ
言

霊 外
的
事

。
言
の

区
別

・
正
邪
の

区
別
を
知
る
言

霊 五
原
母
音

分
類
内
容

ｏ
ヤ
射
ユ
柄
ヨ

○
ワ
ヰ
字
ヱ
ヲ

旧
ヤ
射
ユ
柄
ヨ

０
ワ
ヰ
宇
ヱ
ヲ

に

ラ
リ

ル
レ

ロ

Ｇ

ハ
ヒ

フ

ヘ
ホ

崎

マ
ミ

ム
メ
モ

ほ

カ

キ

ク

ケ

コ

９

サ

シ

ス

セ

ソ

ほ
タ
チ
ツ
テ
ト

に
ナ

ニ
ヌ
ネ
ノ

○

ア
イ
ウ

エ
オ

コ
ト
タ

マ

非
純
粋
母
音

各
命
別
け
、
言
別
け

道
別
け
、
事
知
り
、

言
知
り
、
命
も
つ
言

霊
。

五
卜
言

・
五
十
言
霊

の
中
心
生
命
を
物
語

る
一面
霊
。

事
別

・
道
別
分
判
自

在
の
言
霊
。

應
諄
り
国‐、
諄
る
言
葉

純
粋
母
音
。

細

註
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ア
行
の
イ

・
工
・オ
に
吸
収

・
合
併
さ
れ
た
か
の
感
が
あ
る
の
は
、

け
だ
し
右
の
五
音
が
転
化

・
複
合
母
音
で
あ
る
事
由
に
よ
る
も
の

で
あ
ろ
う
。

な
お
、
春
日
占
文
書
が
、
秘
匿
し
て
い
た
日
本
古
代
の

『
神
国

日
の
本
言
霊
全
系
譜
』
を
左
に
掲
げ

て
お
こ
う
。

表
四
　
神
国
日
本
の
言
霊
全
系
譜

ヒ
モ
サ
ヤ
ナ
　
フ
イ
ト
コ
シ

ト
コ
ヤ
ナ
ム
　
イ
ヨ
ミ
フ
ヒ

ウ
ク
ス
ツ
ヌ
　
フ
ム
ユ
ル
ウ

ワ
ラ
ヤ

マ
ハ
　
ナ
タ
サ
カ
ア

ム

ヒ

ヨ

ク

ト

　

イ

フ

ナ

ヤ

ミ

こ
の
言
霊
全
系
譜
は
、　
一
見
、
五
十
音
あ
る
の
で
、
ア
イ
ウ
エ

オ
五
十
音
や
ア
カ
ハ
ナ
マ

（ホ
ツ
マ
の
原
始
天
地
歌
）
の
ご
と
く
、

各
音
全
部
が
５０
音
そ
ろ
っ
て
い
る
か
と
思
う
に
、
そ
う
で
は
な
い
。

す
な
わ
ち
二
音
か
ら
三
音
も
重
複
し
て
い
る
音
が
、
ナ

・
フ
・

イ

・
卜

・
ク
な
ど
十

一
音
も
あ
り
、
左
の
ニ
ト
音
が
欠
如
し
て
い

Ｚり
。Ｏ

キ
チ
ニ
リ
エ

・
ケ
セ
テ
ネ
ヘ
。
メ
柄
レ
ヱ
オ

・
ソ
ノ
ホ
ロ
ヲ

し
た
が
っ
て
言
霊
全
系
譜
と
い
う
以
上
、
お
そ
ら
く
右
の
二
十

音
を
も
加
え
た
音
歌
の
後
半
分
が
脱
落
し
て
い
る
と
考
え
ぎ
る
を

得
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
表
四
の
ご
と
き
言
霊
全
系
譜
は
、
ま
こ
と

に
珍
奇
と
い
う
べ
く
、
他
に
類
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
。
思
う

に
、
こ
の
言
霊
全
系
譜
は
、
占
代
の
鎖
魂
的
神
歌
と
し
て
唱
え
ら

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
興
恩
は
、
古
代
和
字

（神
字
）
の
存
在
を
肯
定
す
る

が
、
春
日
家
に
は
ま
と
ま

っ
た
神
字
を
伝
え
て
い
な
い
よ
う
だ
。

□

日

本

古

代

文

字

の

世

界

日
本
古
代
文
字
、
こ
れ
を
私
は
先
人
に
な
ら
っ
て
『古
代
和
字
』

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
い
る
。
神
代
文
字
で
は
、
あ
ま
り
に
も
漠
然

と
し
て
学
問
的
に
つ
か
み
ど
こ
ろ
が
な
い
。

で
も

一
般
に
判
り
易
く
す
る
た
め
、
拙
者
の
「
古
代
和
字
総
ｙ

に
は

「
日
本
神
代
文
字
』

（大
陸
書
房
）
の
主
題
名
を
つ
け
た
。

こ
れ
と
前
後
し
て
、
左
の
ご
と
き
古
代
文
字
関
係
の
諸
著
が
発

行
さ
れ
た
。

「
銅
鐸
の
謎
■
大
羽
弘
道

・
光
文
社
）

『古
代
日
本
の
絵
文
字
■
同
右

・
秋
田
書
店
）

『
日
本
古
代
文
字
の
謎
を
解
く
寅
相
馬
竜
夫

・
新
人
物
往
来
社
）

『神
代
文
字
の
謎
穴
藤
芳
義
男

・
桃
源
社
）

こ
れ
ら
に
刺
激
さ
れ
て
、
古
代
和
字
に
関
心
を
も
つ
人
が
多
く

な
り
、

「
地
球
ロ
マ
ン
』
誌
は
古
代
和
字
を
採
り
あ
げ
、
同
誌
復

刊
５
号
を

『
神
字
学
大
全
」
と
題
し
、
総
特
集
号
を
編
集
す
る
に

至
っ
た
。

よ

っ
て
、
こ
こ
に
同
誌
所
載
の
座
談
会

「神
代
文
字
を
め
ぐ
る

諸
問
題
』
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
。

座
談
会
は
、
同
誌
編
集
部
の
武
田
洋

一
氏
の
司
会
、
竹
内
健

（神

道
史
家
）

・
筑
糸
正
嗣

（評
論
家
）
・
有
賀
龍
太

（伝
説
研
究
家
）

の
三
氏
で
、
錯
々
た
る
メ
ン
バ
ー
だ
。

ま
ず
、
拙
稿
の
冒
頭
に
載
せ
た
阿
伎
留
神
字
歌
（図

一
）
に
つ
き
、

「謎
の
ア
キ
ル
文
字
」
と
い
う
見
出
し
で
、
次
の
ご
と
き
こ
と
が

語
ら
れ
て
い
る
。

Ｏ
落
合
直
澄
か
ら
吾
郷
さ
ん
に
い
た
る
ま
で
、
阿
伎
留
神
社
の

神
代
文
字
を
紹
介
し
て
る
し
、
畔
切
郷
の
中
に
引
田
村
と
い
う

と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
こ
こ
は
ま
さ
に
弥
生
ベ
ル
ト
に
重
な
る
ん

だ
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
も
ア
キ
ル
文
字
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
文
字
の
書
き
様
か
ら
い
う
と
、
漢
字
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
い

る
こ
と
は
確
か
だ
。

（竹
内
）

私
の
名
ま
で
出
し
て
い
た
だ
い
て
、
ま
こ
と
に
光
栄
。
だ
が
ア

キ
ル
文
字
の
漢
字
ヒ
ン
ト
説
に
は
異
論
が
あ
る
。
拙
著

「
日
本
神

代
文
字
』
に
論
述
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
ア
ヒ
ル
モ
ジ
と
ァ
ヒ
ル

ク
サ
モ
ジ
と
は
、
全
く
別
個
な
文
字
体
系
で
あ
り
、
次
の
ご
と
く

根
本
的
差
異
を
も
つ
。

す
な
わ
ち
ア
ヒ
ル
ク
サ
モ
ジ
は
、
薩
人
書
（サ
ツ
マ
ヒ
ト
の
テ
）

と
い
わ
れ
る
ご
と
く
、
南
方
系
の
文
字
を
起
源
と
す
る
。
そ
れ
ゆ

え
ア
ヒ
ル
ク
サ
モ
ジ
と
し
て
の
ア
キ
ル
文
字
が
、
漢
字
の
ヒ
ン
ト

を
得
て
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
漢
字
の
草
書
体
の
手
法
を
ま

ね
て
、
ア
ヒ
ル
ク
サ
モ
ジ
が
モ
ジ
ュ
レ
ー
ト
さ
れ
、
ア
キ
ル
文
字

に
進
化
し
た
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
竹
内
氏
が
、
神
代
文
字
を
従
来
の
神
代
文
字
論
者
の
ご

と
く
考
え
ず
、
御
名
と
か
真
名
と
い
う
神
聖
な
も
の
だ
か
ら
、
人

間
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
に
使

っ
た
も
の
と
考
え
な
い
説
に
は

賛
成
で
あ
る
。

口
と
□
で
述
べ
た
サ
ン
カ
文
字
や
、
Ｌ

。
国
で
紹
介
し
た
東
日

流
外
三
郡
誌
所
載
の
ツ
ガ
ル
文
字

（象
形
か
ら
常
用
文
字
ま
で
九

種
あ
り
）
な
ど
が
発
見
さ
れ
、
い
よ
い
よ
古
代
和
字
に
対
す
る
認

識
は
深
ま
り
つ
つ
あ
る
。

サ
ン
カ
文
字
や
ツ
ガ
ル
古
字
に
つ
い
て
は
、
私
が
拙
苦

『
ウ
エ

ツ
フ
ミ
全
訳
』

。
「
日
本
超
古
代
秘
史
資
料
」
で
詳
し
く
述
べ
て

お
い
た
の
で
、
こ
こ
に
は
触
れ
な
い
。
が
、
こ
の
た
び
拙
稿

『
図

説
日
本
修
験
道
秘
録
」

「
歴
史
読
本
』

・
昭
５２
年
９
月
号
）
を
読

ま
れ
た
読
者
か
ら
、
各
地
の
神
社
に
あ
る
神
爾

・
守
符

（神
字
）

の
解
読
を
私
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
も
ま
た
古
代
和
字
へ
の
理
解
度
が
増
し
た
も
の
と
喜
ん
で

い
る
。

古
代
和
字
を
、
音
韻
の
面
か
ら
否
定
す
る
論
議
に
対
し
て
は
、

す
で
に
私
は

『
日
本
神
代
文
字
』
や

『
ウ
エ
ツ
フ
ミ
全
訳
附
ｒ

な
ど
で
反
論
し
、
綾
々
弁
証
し
て
お
い
た
。

と
に
か
く
、
北
海
道
の
手
宮
占
字
、
静
岡
の
ミ
サ
ク
ボ
モ
ジ
な

ど
が
縄
文

・
弥
生
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
り
、
伊
勢
の
神
宮
文
庫

に
あ
る
九
十
九
点
の
神
代
文
字
の
ベ
ー
ル
が
取
り
去
ら
れ
る
な
ど
、

今
後
ま
す
ま
す
古
代
和
字
資
料
は
豊
富
に
な
る
で
あ
ろ
”
「

す
な
わ
ち
、　
″幻
の
古
代
和
字
″
と
思
わ
れ
て
い
た
伊
勢
の
神

宮
古
字
は

『
よ
み
が
え
る
ヤ
マ
ト
モ
ジ
』
と
し
て
、
不
死
鳥
の
ご

と
く
私
た
ち
の
前
に
全
貌
を
現
わ
し
た
。

こ
の
よ
う
に
占
代
和
字
の
世
界
は
、
前
途
洋
々
と
し
て
末
広
が
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り
の
現
象
を
呈
し
つ
つ
あ
る
。
よ
っ
て
わ
が
国
固
有
の
文
字
に
対

し
、
読
者
諸
賢
の
ご
研
鑽
と
ご
理
解
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

□

神
薬

・
仙
薬

・
霊
薬

前
に
記
し
た

「仙
人
の
研
究
」
を
見
る
と
、
神
薬

・
仙
薬

・
霊

薬
の
章
を
も
う
け
、
仙
人
は
も
ち
ろ
ん
、　
一
般
庶
民
に
と
っ
て
も

最
上
薬
で
あ
る

「金
丹
』
そ
の
他
に
つ
い
て
述
べ
て
あ
る
。

こ
こ
で
は
右
三
薬
の
定
義
な
ど
を
す
れ
ば
、
わ
ず
ら
わ
し
い
の

で
、
神
薬
の
代
表
的
な
も
の
か
ら
、
仙
薬

・
霊
薬
へ
と
言
及
し
、

こ
れ
ら
二
薬
の
概
要
を
識

っ
て
も
ら
う
こ
と
と
す
る
。

①
我
が
神
代
の
薬
物
　
こ
れ
は
大
日
本
健
康
協
会
会
長
高
畠
康

次
郎
の
著
述

、
Ｂ
６
版
５０
頁
あ
ま
り
の
小
冊
子
で
あ
る
。
が
、
本

著
は
、
神
代
の
薬
す
な
わ
ち
神
薬
の
こ
と
を
、
要
領
よ
く
伝
え
て

い
る
点
で
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

ま
ず
本
著
は
、大
少
二
神
の
薬
方

（ク
ス
リ
ノ
ミ
チ
）
と
し
て
、

わ
が
国
固
有
の
薬
名
と
治
療
の
概
要
と
を
記
す
。

１
　
灘
肝
事
　
傷
食
・腹
痛
・歓
出
を
治
す
。

２
　
日
向
薬
　
労
咳
を
治
す
。

３
　
火
国
薬
　
産
前

・
産
後
に
用
い
る
。

４
　
長
門
薬
　
小
児
の
清
を
治
す
。

５
　
雛
　
薬
　
胴
疾
に
効
く
。

６
　
伊
母
薬
　
補
益
に
用
い
る
。

７
　
出
雲
薬
　
眼
病
に
効
く
。

８
　
自
凝
薬
　
卒
倒
を
治
す
。

９
　
七
　
薬
　
諸
着

（カ
サ

・
で
き
も
の
）
に
効
く
。

１０
　
中
　
薬
　
麻
痺

・
冷
気
に
効
く
。

ｎ
　
土
佐
薬
　
乱
心
を
鎮
め
る
。

‐２
　
奇
玉
薬
　
血
症

（チ
の
ヤ
マ
ヒ
）
を
治
す
。

‐３
　
齢
　
薬
　
長
寿
を
得
る
。

以
上
は
大
同
類
衆
方
よ
り
採

っ
た
も
の
。
こ
の
大
同
類
衆
方
は

大
同
三
年

（八
〇
人
）
、
平
城
天
皇
朝

（５３
代
）
の
と
き
で
き
た
。

現
在
は
抄
録
の
み
し
か
な
い
。
出
雲
広
貞

・
安
倍
真
貞
の
撰
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
。

丹
波
康
頼

（九

一
一
‐
九
九
五
）
が
作

っ
た

『
神
遺
方
』
よ
り

百
年
以
上
も
前
の
著
作
で
あ
る
。

前
掲
の

『大
少
二
神
』
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
大
名
持
尊
（大

国
主
神
）
と
少
名
彦
命
二
柱
を
指
す
。

ち
な
み
に
高
畠
康
次
郎
と
は
、
竹
内
文
献
護
持

・
研
究
の
大
先

輩
に
し
て
、「
ぃ
国
‐…
忌
ヵ
字
渡
』

・
『神
字
起
源
解
』
の
著
者
で
あ

２つ
。し

仙
薬
の
最
上
薬

・
金
丹
　
仙
人
の
書
と
し
て
は
、
古
来
ア
ジ

ア
に
お
い
て

「抱
朴
子
』
を
第

一
に
挙
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は

仙
人
学
の
教
科
書
的
存
在
。

こ
の
抱
朴
子
は
、
仙
薬
を
上

・
中

・
下
の
三
種
に
区
分
す
る
。

囲
で
述
べ
た
松
の
実

・
テ
ン
モ
ン
ド

（天
門
冬
）
な
ど
は
、
仙

薬
中
の
上
種
に
お
い
て
、
成
分
と
し
て
調
合
剤
の

一
部
と
な
っ
て

い
る
。

こ
こ
で
金
丹
の
製
法
を
記
せ
ば
、
興
味
深
く
面
白
い
が
、
長
く

な
る
の
で
割
愛
す
る
。
と
に
か
く
金
丹
と
い
う
以
上
、
黄
金
を
主

体
と
し
て
い
る
。
こ
の
金
丹
に
も
、
丹
華
か
ら
寒
丹
ま
で
九
種
類

も
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
丹
砂
も
ま
た
調
合
剤
の

一
部
で
あ
る
。

Ｏ
丹
砂
ハ
之
ヲ
焼
ケ
バ
水
銀
卜
成
ル
。
マ
タ
還
リ
テ
丹
砂
卜
成

ル
。
故

二
能
ク
人
ヲ
長
生
セ
シ
ム
。

（抱
朴
子
）

抱
朴
子
の
著
者
葛
洪
は
、
ま
た
次
の
ご
と
く
記
し
、
丹
砂
と
金

と
の
貴
重
を
説
く
。
金
丹
と
誇
称
す
る
ユ
エ
ン
で
あ
る
。

Ｏ
こ
の
丹
と
金

（す
な
わ
ち
金
丹
）
を
服
用
す
れ
ば
、
人
の
身

体
を
錬

っ
て
、
金
と
同
じ
よ
う
に
不
老
不
死
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
、
金
丹
を
服
用
す
れ
ば
天
仙
に
な
れ

る
が
、
銀
丹
で
は
地
仙
に
し
か
な
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

硫
黄
も
水
銀
も
薬
用
と
し
て
利
用
度
が
高
い
こ
と
か
ら
、
欧
州

で
水
銀
に
よ
る

「錬
金
術
』
の
詐
術
さ
え
生
れ
る
に
至
っ
た
。

Э
霊
薬
五
芝
　
神
薬
も
仙
薬
も
霊
薬
に
他
な
ら
ぬ
。
が
、
こ
こ

で
は

「仙
人
の
研
究
』
に
し
た
が

っ
て
、
五
芝
以
下
の
仙
薬
を
ｇ
並

薬
」
と
し
て
、
い
さ
さ
か
紹
介
し
よ
う
。

葛
洪
は
、
加
工
に
骨
の
折
れ
る
鉱
物
類
か
ら
製
す
る
金
丹
に
次

い
で
、
五
芝
を
推
奨
す
る
。

こ
こ
で

『芝
』
と
は
菌

（ク
サ
ビ
ラ
＝
キ
ノ
コ
）
の
こ
と
。
五

芝
は
、
石
芝

。
木
芝

・
草
芝

・
肉
芝

・
菌
芝
を
指
す
。
こ
の
う
ち

草
芝
は

一
二
〇
種
以
上
も
あ
る
由
。独
捨
芝

・
麻
母
芝

・
朱
草
芝

・

養
神
芝
は
、
ほ
ん
の

一
例
に
す
ぎ
な
い
。

秦
の
徐
福
が
、
不
老
不
死
の
霊
薬
を
求
め
て
、
東
海
蓬
莱
の
地
、

す
な
わ
ち
日
本
の
富
士
山
麓
に
上
陸
し
た
の
も
、
そ
の
真
相
は
右

の

『
養
神
芝
』
を
探
し
出
す
こ
と
で
あ

っ
た
ら
し
い
。

こ
の
徐
福
が
、
日
本
に
帰
化

・
永
住
し
、
富
士
古
文
書

『
開
閲

神
代
暦
代
記
」
を
書
き
綴

っ
た
こ
と
は
、
余
り
に
も
有
名
で
あ
り
、

一塾
で
述
べ
た
よ
う
に
、
徐
福
の
神
武
天
皇
と
い
う
珍
説
ま
で
飛
び

出
す
時
代
と
な
っ
た
。

Ｏ
錬
丹
術
と
煉
丹
法
　
私
た
ち
生
身
の
凡
人
で
、
仙
人
を
希
望

す
る
物
好
き
は
あ
ま
り
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
よ

っ
て
私
は
、
こ
こ

で
仙
人
道
の

一
端
を
示
す
錬
丹
術
や
煉
丹
法
を
講
義
す
る
気
な
ど

も
う
と
う
も
持
っ
て
い
な
い
。

で
も
不
死
は
所
詮
望
め
ぬ
と
し
て
、
不
老
長
寿
を
願
わ
ぬ
者
は

い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
述
べ
る
錬
丹
術
と
煉
丹
法
は
、
不
死

長
寿
薬
を
求
め
る
秘
法
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
錬
丹
術
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

「
錬
金
術
」
と
違

い
、
不
老
不
死
の
薬
物
を
作
る
方
法
。
術
と
い
う
以
上
、
多
分
に

中
世
以
前
の
呪
術
的
な
色
彩
を
感
ず
る
。

こ
れ
に
対
し
煉
丹
法
に
な
る
と
、「
化
学
的
技
術
と
し
て
、
後
世

の
製
薬
工
業
の
先
駆
を
な
す
」
も
の
と
、
小
野
田
大
蔵
氏

（仙
道

に
よ
る
心
身
の
改
革
）
は
説
く
。

錬
丹
術
は
、
李
少
君
と
い
う
方
士
が
紀
元
前
二
世
紀
ご
ろ
、
漢

の
武
帝
に
不
老
不
死
の
仙
薬
と
し
て
教
え
た
方
術
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
煉
丹
法
は
、「抱
朴
子
」
の
著
者
に
し
て
、
当
時
の

大
哲
学
者
で
あ
り
、
ま
た
化
学
者
の
葛
洪
が
、
錬
丹
術
を
上
揚
し

て
、
化
学
的
製
法
に
ま
で
昇
華

・
結
晶
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

水
銀

・
な
ど
を
加
味
し
た
諸
薬
の
使
用
に
よ

っ
て
、
奇
形
児
が
生

れ
た
り
、
精
薄
患
者
が
現
わ
れ
る
今
日
、
副
作
用
の
全
く
な
い
不

老
長
寿
の
仙
薬
発
掘
と
利
用
に
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に

『
方
Ｉ
」
と
は
、
宗
教
家
米
医
者
的
存
在
で
あ
り
、
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お
符
や
祈
祷
で
病
人
た
ち
を
治
療
す
る
仙
道
や
道
教
の
教
師
の
こ

と
で
あ
り
、
仏
教
の
僧
侶
、
基
教
の
牧
師
に
当
る
人
を
指
す
。

さ
て
今
日
の
ご
と
く
科
学
が
発
達
し
、
あ
ら
ゆ
る
公
害
に
悩
む

私
た
ち
は
、
老
子
が
喝
破
し
た

『
無
為
自
然
』
を
想
い
、
神
仙
の

生
活
を
あ
こ
が
れ
る
心
境
と
な
ら
ぎ
る
を
得
な
い
。

仙
人
道
に
透
徹
し
て
、
自
日
昇
天
を
願
う
べ
く
、
私
た
ち
は
余

り
に
も
虫
の
よ
す
ぎ
る
平
凡
な
俗
人
ｃ
せ
め
て
ス
モ
ッ
グ
の
な
い

市
井
に
蟄
居
し
て
、
和
光
同
塵
の
生
活
に
悔
を
残
さ
ぬ
よ
う
心
が

け
た
い
も
の
だ
。

お
わ
り
に

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
方
が
よ
い
と
考
え
て
、
あ
れ
こ
れ
と
興

味
本
位
に
、
か
つ
漫
談
風
に
書
き
つ
づ

っ
た
の
で
、
淡
い
、
お
茶

漬
の
よ
う
な
も
の
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

石
見

・
出
雲
幻
の
神
話
に
関
連
し
て
、
出
雲
熊
野
と
紀
伊
熊
野

の
共
通
点
、
し
た
が
っ
て

「熊
野
族
考
』
や

『
言
霊
』
の
こ
と
な

ど
も
今
少
し
書
き
た
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
長
く
な

っ
て

は
と
遠
慮
し
た
。

熊
野
族
に
つ
い
て
は
、
近
く
刊
行
の

『
九
鬼
神
伝
全
童
ξ

に
お

い
て
少
し
触
れ
て
お
い
た
。

と
に
か
く
こ
の
た
び
は
、
こ
の
程
度
に
し
て
、
筆
を
お
さ
め
る

こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
好
機
を
見
て
、
こ
の
種
の
超
古
代
史
的
随

筆
を
書
い
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（昭
和
５２

・
‐２

・
８
）

〔護
〕

（１
）

「仙
人
の
研
究
』
は
、
知
切
光
蔵
著

・
大
陸
書
房
刊
、
Ｂ

６
版
５３３
頁
、
文
字
通
り
仙
人
研
究
の
大
著
。

（２
）

『神
代
の
万
国
史
』
は
、
竹
内
義
宮
著

・
Ｂ
５
版
４０４
頁
の

豪
華
版
。
頒
価
二
万
円
、
目
下
品
切
れ
。
近
く
増
補
再
版

が
出
る
由
。
〒
３‐９
の
１５
、
北
茨
城
市
磯
原
町

・
皇
祖
皇
太

神
宮
発
行
。
竹
内
文
献
の
決
定
版
で
あ
る
。

（３
）
　

サ
ン
カ
社
会
の
研
究

。
（４
）
サ
ン
カ
の
社
会
資
料
編
、

両
書
と
も
三
角
寛
の
著
述
。
三
角
は
、
こ
れ
に
よ

っ
て
文

学
博
士
号
を
受
け
た
。
稀
有
に
し
て
貴
重
な
文
献
ｃ

（５
）

『
倭
と
山
富
し
は
、
田
中
勝
也
氏
の
著
書
、
新
国
民
社
の

近
刊
。
三
角
寛
の
サ
ン
カ
研
究
と
大
友
能
直
の
ウ
エ
ツ
フ

ミ
と
を
結
び
つ
け
る

一
労
作
で
あ
り
、
こ
の
著
述
に
よ

っ

て
サ
ン
カ
と
ウ
エ
ツ
フ
ミ
が
再
認
識
さ
れ
る
良
著
．

（６
）
　

ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
は
、
超
古
代
史
料

の

一
つ
。
拙
著

「
日

本
超
古
代
秘
史
資
料
Ｌ
新
人
物
往
来
社
）
を
見
ら
れ
た
い
．

（７
）
　

東
日
流
外
三
郡
誌
は
、
市
浦
村
史
資
料
編

（Ｌ

・
中

・

下
三
巻
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
青
森
県
市
浦
村
相
内

市
浦
村
史
編
纂
委
員
会
発
行
。　
一
冊

二
千
円
前
後
。

（８
）
　

邪
神
記

・
（９
）
津
軽
夷
神
異
文
抄
　
こ
の
両
書
は
竹
内

健
者
、
二
つ
と
も
（７
）
所
伝
の
ア
ラ
ハ
バ
キ
神
な
ど
を
論

じ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
近
来
の
名
著
、
ぜ
ひ

一
読
す
べ
き
近
作
。

（８
）
は
現
代
思
潮
社
、
（９
）
は
三
樹
書
房

（神
田
神
保
町
）

の
発
行
ｅ

（１０
）
』
期
幻
の
神
話
は
、Ｂ
６
版
２６２
員
の
自
費
出
版
本
．
島
根

県
大
田
市
大
田
イ
二

一
．
‐
　
、
俳
誌

『
石
見
』
発
行
。

頒
価

（送
共
）

一
Ｌ
六
〇
円
。

（ｎ
）
　

伊
勢
の
神
宮
占
字
は

『伊
勢
神
宮
の
古
代
文
字
』
と
題

し
、
円
代
貞
太
郎

・
小
島
末
喜
共
著
で
つ
い
に
発
行
さ
れ

た
。
山
雅
房

（川
国
市
戸
塚

一
〇
六
七
ノ

一
）
取
扱
い
。

Ｂ
５
版
‐８５
頁
、
領
“
―
二
〇
〇
〇
円
。

（‐２
）

『仙
道
に
よ
る
心
身
の
改
革
』
は
、
小
野
田
大
蔵
著
、
自

揚
社
刊
、
九
五
〇
円
。　
一
読
し
て
俗
塵
を
払
い
除
く
好
著
。

■
筆
者
住
所
／
〒
六
九
九

‐
二
四
　
島
根
県
仁
摩
町
宅
野
二
九

電
　
〇
八
五
四
九
八

‐
二
〇
四
五

●
田
中
愛
子
先
生
の
特
別
料
理
教
室

５
月
２８
日

（日
）
十

一
時
か
ら
。
和
風
の
懐
石
料
理
。
食

卓
に
美
の
世
界
を
つ
く
る
、
カ
タ
リ
ー
ナ
の
ク
ッ
キ
ン
グ

・

ク
ラ
ス
で
す
。
要
予
約
。
三
千
円
。
定
員
■
○
名
。

額 樹 社
Fケ 山 量 尉 知

草 橋 4丁 目 :6番 8号 〒 111

)表 1627～ 9番

美 術 印 刷 一 般
製 造

販 売

●7月 18日 -8月 5日5月 15日 、申 し込み締切 りです /

軍7ワブ
オアメリカ大西部ツア石本J碗力鷲]
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1    婦1盾蛎語MLT事ぶ女穆ん
/    1

‖            
汽2El`鬼 Fご

要望にそえるよう、国産化

           ‖
V ・_|‐ ‐‐‐  .‐‐■|||‐ ‐‐■‐ ‐                  籠s1[
||■|||        ‖

♭荒くも自由に挽けます。    1

‖.:     I繁 :ネ琴占響11う 1諾
|ダ 11:「捧ら晃しダ少‖

‖I      I 亀1ふ縫雷デ1ミ

ス胚オ紙醐、香りのヽ
ふゞりませス        '

‖ ii:                 :|  。輯鴛だ軍上作属ありません。         11ど  三翻F_R∩ f■l円 ′―而■ジきキ ↑

‖

.:     |■
冒憲蕉議操‰ L彙雪ワ?警軍黒冒[手lC I

1  ‐11         ‐
聰 |||   ●取扱いが簡単で、どなたにもご使用いただけ ヽ

‖  ||:□■■■■■匡隧巫 n‐   ます。              1
‖■1     1 ・恭ネあ

|そず7モ Iτ T争酬しております|
v  l■                   ので、半永久的に使えます。         ヽ

‖  |・]T警

“

螂顆陪録鯰

“

跛檄黎デ
町     販売価格 ¥69ヮ 500傷夢祈言) |

‖ ‐鶉 ‐
 颯)~|↓

V匡 亜 亜 亜 互 互 互 ≡ ≡ 亜 ∃   _1^.… ^=.・ ェ
ー ー… 一 代米分  F■A  音6 4イ ンチ  カー ボ ラ ン ダ ム

粉 砕 能 力
細  粉 (1日寺間 当 り)1-2 kg
荒 検 き(  ク  )2--5k2

電 力 AC100V//200V/
回 転 501-IZ 50F]庫伝、 60HZ 60[]庫云

電 ,充 50H Z//3 3A 6011Z//2_8A
大   き  さ 巾 20cm× 奥 イi42cm× 高 さ40cm
重 量

消 費 雷 力 rt 1時間 )16り 5ド ]

イ寸 り寓 謂 粉 受́ 箱 、 プ ラ シ

‖          *瞳 ilT][羊tilillliで ‖
‖        ヽ

鼈
入し
桑富Tざぶ

⇒ ‖
‖                       誌友会員価格  ¥69,000    業
‖         ※」l碗13轟えの場バlV了穐濠Vtttt、 1
W 1

‖   総発売元/ォ …サ ヮジャパ ンlal I::l施斜1めPttH 5   ‖
↓           振込先/第 一勧銀新宿支店 オーサワジャパ ン帥 夕゙通11座 1428651            1
↓                                                      ↑
メ
=多=歩=歩

ジ ジ ジ デ分妻́ ,多葬多,歩ジ ジ ジ ジ
=多=歩=歩

ジ ジ ジ
=歩=´

葬歩,多 ,多ジ ジ ジ 諄多
=→

諄多ジ ジ ジ ジ 葬→
=歩

,歩,歩ジ ジ 漱

キ   リ リ

ウインドミル石臼式製粉機購入申込書 昭和 53年 月

ウインドミル石臼式製粉機 (

申し込みます。

氏 名

)台 を、代金 円を添えて

協会会員番号 (

住 所 (〒

特 長

電  話
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オーサワジャバンのお知らせ――

*た てしな麦みそ

*手延ベソーメン

*手づくりしょう油

*手づくりなたね油

*内地産金ゴマ

*と ろろ昆布

*き ざみ昆布

*根昆布

*利尻昆布

*保存米

*白梅酢

l k9  450円

2509   230F可

1.8ι  800円
1.6k9  1800円

2009  380円

2509  600円

359    150円

1009   300 Fl

809  400円
15k9  900o円

7.5k9 5000円

1.8ι   900円

内地産大豆、小麦使用

三年もの、天塩使用

無農薬大豆、小麦使用

内地産なたね古式絞り

香 り抜群 ./

手を加えない板状のとろろ昆布

つけもの用にどうぞ

Jヒ海道産

出 し昆布として最高 (肉 厚品 )

密閉保存缶入り。梅雨時、夏で

も安心です。

和歌山産

ヽ ィ

ノ` ノヽ /ヽミク

*リ ングバン 7009  500円  直径16cm、 高さ約 8 cm

* ″ (ぶ どう入) 7009 550円
(原 料/強力粉、玄米粉、地粉、大麦、天然コーボ、天塩、ゴマ油、中国産干ぶ どう)

※予約注文承ります

厳

●ヤンノー

●ヒジキ

●ワカメ

●チチ粉

●オーサワテッカ

300円→ 350円

300円→ 330円

300円→ 330円

350円→ 380円

350円 -400円

●の り (並 )

″ (上 )

●香蓮飴

●小町紅

250円→ 300円

300円→ 350円

220円→250円

700円→ 980円

(4月 1日 より実施)

伝 信 用 の
●中野店

中野駅北ロプロー ドウェイセンター 4F
l'03(385)4233

●大山店(本社 )

〒 151 東京都渋谷区大山町H-5
803(465)5021

オーサワジャバン帥



鰤
掛
『
鰤
慟
渉
鰤
螂
鰤
螂
鰤
痴
郵
痴
掛

●
２
月
２６
日
、
『生
命
の
形
態
学

・
胎
児
と
地

球
の
歴
史
』
の
題
で
、
三
木
成
夫
先
生

（東

京
芸
術
大
学
助
教
授
）
の
購
演
が
イ
ン
タ
ー

マ
ッ
ク
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

三
木
先
生
は
解
剖
学
が
専
門
で
す
が
、
『人

体
の
歴
史
』
を
知
る
た
め
、
そ
の
中
の
特
に

発
生
学
を
中
心
に
、
長
年
研
究
を
続
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
動
物
や
人
間
の

胎
児
の
ス
ラ
イ
ド
、
さ
ら
に
、
胎
児
に
伝
わ

る
母
親
の
心
臓
音

の
録
音
テ
ー
プ
な
ど
を
駆

使
し
て
、

３０
億
年
と
い
わ
れ
る
、
単
細
胞
か

ら
人
に
な
る
ま
で
の
歴
史
に
つ
い
て
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

２０
年
間
、
西
洋
生
理
学
の
舞
台
裏
の
死
体

解
剖
を
、
皮
か
ら
骨
の
髄
ま
で
や

っ
て
き
た

こ
と
、
特
に
、
発
生
学
の
研
究
の
た
め
、
婦

人
科
医
か
ら
中
絶
の
胎
児
を
せ
っ
せ
と
わ
け

て
も
ら

っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
受
精
後
１
カ

月
余
の
胎
児

（約
１０
ミ
リ
）
の
顔
の
正
面
を

見
る
た
め
に
、
首
の
所
を
切
り
離
さ
ね
ば
な

ら
ず
、
そ
れ
を
切
る
決
心
を
す
る
ま
で
に
５

年
間
ち
ゅ
う
ち
ょ
し
た
こ
と
な
ど
の
体
験
を

語
り
、
西
洋
科
学
の
実
証
的
な
研
究
方
法
、

い
っ
て
み
れ
ば
、
実
物
を
見
る
た
め
に
は
情

け
容
赦
な
く
切
り
刻
ん
で
い
く
と
い
う
や
り

方
に
つ
い
て
、
す
さ
ま
じ
い
話
が
あ
り
ま
し

えた
。ま

た
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
、
悠
久

の
生

命
の
歴
史
の
真
相
を
、
特
に
若
い
世
代
に
知

ら
せ
る
必
要
性
を
説
く
そ
の
熱
意
に
、
場
内

は
静
ま
り
返
り
ま
し
た
。

講
演
の
中
心
は
、
か
な
り
専
門
的
な
研
究

の
結
果
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
要
す
る
に
、
わ
れ
わ
れ
が
母
胎
の
中
で

過
し
た
二
百
数
十
日
の
時
間
は
、
単
に
そ
れ

だ
け
の
日
数
で
は
な

い
。
そ
こ
に
は
、
こ
の

地
球
上
に
単
細
胞
の
生
物
が
生
れ
て
か
ら
今

日
ま
で
に
繰
り
展
げ
ら
れ
た
３０
億
年
の
歴
史

の

一
コ
マ
一
コ
マ
が
、
い
わ
ば
、
凝
集
さ
れ

て
い
る
。
特
に
、
受
胎
１
カ
月
後
の
１
週
間

と
い
う
も
の
は
、
古
生
代
の
昔
、
脊
椎
動
物

が
水
か
ら
陸
に
上

っ
た
、
す
な
わ
ち
、
当
時

の
魚
類
が
両
生
類
を
経
て
、
爬
虫
類
の
か
た

ち
に
進
化
し
て
い
っ
た
、
そ
の
１
億
年
の
ド

ラ
マ
の
、
も
の
す
ご

い
再
現
で
あ
る
と
い
う
。

し
た
が

っ
て
、
そ
の
上
陸
作
戦
の
時
、
多

く
の
動
物
種
が
滅
び
去

っ
た
よ
う
に
、
こ
の

時
期
の
胎
児
は
危
険
に
直
面
し
て
い
る
。
食

養
の
真
価
が
発
揮
さ
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
こ

の
時
で
あ
る
、
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
も
胎
児
は
、
そ
の

一
方
で
母
親
の
心

臓
の
音
を
、
ち
ょ
う
ど
ド
ラ
ム
カ
ン
の
中
で

叩
か
れ
る
よ
う
に
、
四
六
時
中
、
羊
水
を
通

し
て
そ
れ
を
聞
き
続
け
て
い
る
。
そ
こ
で
は

当
然
、
母
親
の
わ
ず
か
の
心
の
乱
れ
も
、
も

ろ
に
胎
児
の
全
身
に
伝
わ

っ
て
く
る
。
母
体

に
と

っ
て
は
、
食
の
栄
養
と
と
も
に
、
心
の

栄
養
も
同
様
に
大
切
で
あ
る
、
と
力
説
さ
れ

ま
し
た
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
へ
そ
の
緒
を
切
る
ま

で
に
、
だ
れ
も
が
母
胎
の
羊
水
の
中
で
そ
の

鼓
動
を
聞
き
な
が
ら
、
生
物
発
生
以
来
の
３０

億
年
の
歴
史
を
繰
り
返
し
て
き
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
が
、
こ
の
歴
史
の
流
れ
は
、
そ
の

間
、
地
球
進
化
の
歴
史
と
不
即
不
離
の
関
係

を
維
持
し
て
き
た
と
い
う
。
い
わ
ば
、
『身
土

不
二
』
の
歴
史
に
は
、
宇
宙
的
な
規
模
の
支

え
が
あ

っ
た
、
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

三
本
先
生
は
１０
年
来
の
玄
米
食
者
だ
が
、

そ
の
き

っ
か
け
は
、
夫
人
が
身
ご
も

っ
て
い

る
時
、
あ
る
日
突
然
に
玄
米
が
食
卓
に
出
さ

れ
て
か
ら
だ
と
い
う
、
実
は
、
夫
人
が
知
人

の
紹
介
で
、
桜
沢
里
真
先
生
の
料
理
教
室
を

受
講
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
。
は
じ
め
て
玄

米
を
食
べ
て
み
て
、
う
ま
く
も
な
け
れ
ば
、

ま
ず
く
も
な
い
、
う
ま
い
、
ま
ず

い
と
は
違

う
世
界
を
感
じ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
こ

の
世
界
が
、
お
そ
ら
く
、
悠
久
の
彼
方
を
眺

め
る
眼
力
を
知
ら
ぬ
間
に
養

っ
て
き
た
の
だ

４
う́
、
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
の
と
こ
ろ
で
は
、
心
臓
や
呼
吸
の
リ

ズ
ム
と
音
楽
と
の
つ
な
が
り
、
波
の
リ
ズ
ム

と
呼
吸
と
の
関
係
、

つ
ま
り
、
こ
う
し
た
自

然
と
生
物
の
間
に
見
ら
れ
る

″か
た
ち
″
の

連
関
と
、
そ
の
交
流
を
極
め
る
こ
と
の
重
要

性
が

一
貫
し
て
説
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、

動
物
の
造
血
巣
が
そ
の
長
い
歴
史
の
中
で
、

腸
の
壁
か
ら
腎
臓
を
経
て
、
骨
髄
へ
移

っ
て

き
た
こ
と
な
ど
、
つ
き
な
い
話
が

つ
ぎ

つ
ぎ

飛
び
出
し
、
予
定
を
３
時
間
ほ
ど
オ
ー
バ
ー

し
て
、
講
演
は
終
り
ま
し
た
。

三
木
先
生
の
論
旨
は
要
す
る
に
、
人
と
は

ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
、

そ
れ
を
知
っ
て
、
で
は
い
っ
た
い
、
ど
の
よ

う
に
生
き
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
わ
れ
わ

れ
に
つ
き
つ
け
、
そ
の
答
え
の
ヒ
ン
ト
を
提

示
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
い
っ
て
み
れ

ば
、
真
の
人
間
の
学
問
を
提
唱
さ
れ
た
、
と

一言
え
る
で
し
ょ
う
。

先
生
の
論
文
は
、
『綜
合
看
護
宍
現
代
社
発

行
）
の

一
九
七
七
年
３
号
か
ら
連
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
読
ん
で
は
し
い
と
思

い
ま

イ

ン

タ

ー

マ

ッ

ク

ニ

ュ
ー

ス

喘
＝鰤
掛
『
螂
一螂
一痴
『
痴
鰤
痴
鰤
鰤
痴
螂
痴
鰤
痴
螂
一鰤
¨
鰤
「
痴
鰤
痴

▲ 三木成夫先生
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す

（既
刊
三
冊
。　
一
冊
五
百
円
、
送
料
百
二

十
円
。
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
取
扱
）
。

●
３
月
３
日
１
５
日
、
沖
縄
正
食
料
理
講
座

初
級
後
期
の
講
習
が
那
覇
市
の
新
島
料
理
学

院
に
て
開
か
れ
ま
し
た
。
受
講
生
は
２８
名
。

東
京
か
ら
遠
く
離
れ
た
沖
縄
で
は
、
桜
沢

里
真
先
生
の
料
理
講
習
を
な
か
な
か
受
け
る

こ
と
が
で
き
な

い
の
で
、
め

っ
た
に
な
い
こ

の
機
会

に
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
こ
と
を
学

ぼ
う
と

い
う
熱
意
が
、
終
始
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

初
級
前

。
後
期
合
わ
せ
て
、

１２
講
座
、
約

７０
種
類
の
料
理
の
実
習
が
あ
り
ま
し
た
。
受

講
生
は
自
然
食
品
店
経
営
者
、
栄
養
士
、
薬

剤
士
、
学
生
、
主
婦
…
…
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

顔
ぶ
れ
で
、
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
、

修
得
さ
れ
た
こ
と
を
実
践
し
、
広
め
て
い
か

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

３
日
間
の
講
習
が
す
べ
て
終

っ
た
後
、
前

期
、
後
期
を
合
わ
せ
て
受
講
し
た
方
々
に
、

修
了
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

つ
づ

い
て
、
桜
沢
里
真
先
生
が
今
年
８０
才

を
迎
え
る
の
で
、
ひ
と
足
早
い
バ
ー
ス
デ
ー

パ
ー
テ
ィ
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

５０
名
の
参
加

者
が
、
玉
那
覇
康
高
さ
ん

（正
食
活
動
家
）

の
音
頭
で
、
桜
沢
里
真
先
生
の
長
寿
を
祝
し

て
、
泡
盛
で
乾
杯

。
花
東
贈
呈
の
後
、
琉
球

舞
踊
、
歌
、
詩
の
朗
読
な
ど
が
、

つ
ぎ

つ
ぎ

と
被
露
さ
れ
、桜
沢
里
真
先
生
は
大
喜
び
で
、

皆
さ
ん
に
感
謝
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

最
後
の
講
習
で
作

っ
た
、

コ
ー
ン
ス
ー
プ
、

コ
ー
フ
ー
カ
ツ
、
い
な
り
ず
し
、ピ

ロ
シ
キ
、

サ
ラ
ダ
、
草
餅
な
ど
の
ご
ち
そ
う
を

い
た
だ

き
、
阿
波
踊
り
に
よ
く
似
た
、
沖
縄
の
カ
チ

ャ
ー
シ
を
全
員
で
踊

っ
て
、
楽
し
く
に
ぎ
や

か
な
ひ
と
と
き
を
過
し
ま
し
た
。

当
真
氏

（
石
嶺
正
食
品
セ
ン
タ
ー
）、
比
嘉

政
子
さ
ん
（
自
然
食
品
セ
ン
タ
ー
陽
報
）を
は

じ
め
、
い
ろ
い
ろ
お
世
話
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

正
食
料
理
講
座
初
級
免
状
―
―
屋
良
久
美

子
、
渡
久
山
京
子
、
知
念
幸
子
、宮
城
吉
子
、

松
堂
輝
子
、
屋
良
美
江
、
石
川
節
子
、
比
嘉

房
江
、
照
屋
林
重
、
佐
久
川
敏
子
、
島
袋
和

子
、
新
田
和
子
、
大
城
由
企
子
、比
嘉
喜
味
、

上
原
ト
モ
子
、
国
吉
恭
瑚
、
知
念
千
代
子
、

比
嘉

一
球
、
泉
ア
ヰ

（順
不
同
、
敬
称
略
）

●
３
月
１２
日
、
６
年
ほ
ど
前
か
ら
、
塩
の
品

質
の
問
題
、
製
塩
法
な
ど
を
研
究
し
て
い
る

食
用
塩
調
査
会
の
谷
克
彦
さ
ん
を
講
師
に
、

『塩

。
い
の
ち
と
海
』
の
講
演
会
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

塩
の
品
質
の
こ
と
、
天
塩
が
認
可
さ
れ
る

ま
で
の
経
緯
、
生
命
体
に
お
け
る
塩
の
重
要

性
、
今
、
開
発
中
の
新
し
い
製
塩
法
の
こ
と

な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
の
話
が
あ
り
ま
し

た／』。ま
た
、
簡
単
な
実
験
を

い
く
つ
か
、
参
加

者
の
目
の
前
で
試
み
ま
し
た
。
そ
の

一
つ
を

紹
介
す
る
と
、
海
水
か
ら
と

っ
た
塩
と
、
公

社
の
精
製
塩
を
そ
れ
ぞ
れ
水
の
中
で
か
き
ま

わ
し
、
そ
の
結
果
を
み
る
。
す
る
と
、
精
製

塩
の
方
は
、
塩
を
さ
ら
さ
ら
さ
せ
る
た
め
に

添
加
す
る
炭
酸

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
せ
い
で
、

水
が
自
く
に
ご
る
。
懐
石
料
理

″辻
留
″
の

辻
嘉

一
氏
い
う
に
は
、
本
当
の
料
理
人
は
こ

ん
な
塩
は
使
わ
な
い
そ
う
で
す
。

昭
和
４６
年
に
塩
業
近
代
化
臨
時
措
置
法
が

で
き
て
、
日
本
の
塩
は
す
べ
て
イ
オ
ン
交
換

式
に
な

っ
た
。
事

の
重
大
性
に
鑑
み
、
翌
年
、

食
用
塩
調
査
会
が
日
本
Ｃ
Ｉ
を
中
心
に
結
成

さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
原
子
転
換
の
研
究
に
あ

た

っ
て
い
た
谷
氏
も
加
わ
り
、
氏
を
中
心
に
、

科
学
的
追
跡
が
な
さ
れ
、
天
塩
な
ど
が
特
殊

用
塩
と
し
て
認
可
さ
れ
る
ま
で
に
な

っ
た
。

今
、
塩
の
専
売
法
が
あ
る
の
は
日
本
と
イ
タ

リ
ア
で
、
イ
オ
ン
交
換
で
塩
を
作

っ
て
い
る

の
は
日
本
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
人

体
実
験
で
あ
る
、
と
谷
氏
は
言
う
。

塩
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
６
年
た
っ
た
が
、

こ
れ
を
ど
う
い
う
結
論
に
も

っ
て
い
く
か
に

螂
螂
螂
螂
鰤
藝
掛
螂
螂
鰤
藝
警
掛
螂
郵
一
ィ

ン
タ

ー

マ

ッ
ク
　
・
一
一
ュ
ー

ス

▲正食料理講座に参加したみなさん (沖縄)

▲ 谷 克 彦 氏

′
―

~＼
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掛
鰤
掛
螂
掛
藝
掛
螂
熱
熱
熱
弔
弔
曇
掛

つ
い
て
話
し
、
水
を
加
え
た
ら
、
そ
の
ま
ま

海
水
に
な
る
よ
う
な
塩
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
つ
ま
り
、
海
水
か
ら
じ
か
に
塩
が
作
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん
大
事
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
、
海
水
使
用
権
を
取
り
た

い
、
と
の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

今
、
世
界
の
趨
勢
は
、
塩
を
精
製
す
る
方

向
に
ま
す
ま
す
向
か
っ
て
い
る
の
で
、
学
術

的
に
し
っ
か
り
し
た
内
容
の
研
究
を
し
、
世

界
中
の
塩
の
品
質
を
ひ
っ
く
り
返
す
糸
口
と

し
た
い
、
と
語
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
胎
児
の
羊
水
と
海
水
の
成
分
比

の
酷
似
性
の
示
唆
す
る
も
の
、
メ
キ
シ
ヨ
原

塩
が
、化
学
処
理
方
式
で
は
な
い
に
し
て
も
、

精
製
さ
れ
て
い
る
現
状
と
そ
の
経
済
的
理
由

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
質
疑

の
時
間
で
は
、
草
食
動
物
の
塩
の
摂
り
方
、

塩
は
ど
こ
か
ら
き
た
か
、
な
ど
の
話
題
が
論

ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

今
、
谷
氏
は
塩
の
こ
と
を
研
究
し
て
い
る

わ
け
だ
が
、
た
だ
単
に
塩
、
と
い
う
こ
と
で

な
く
、
生
命
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
わ

け
で
す
。

こ
の
自
然
塩
運
動
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る

た
め
、
食
用
塩
調
査
会
の
機
関
誌

『
い
の
ち

と
海
』
の
購
読
会
員
と
な
る
よ
う
、
日
本
Ｃ

Ｉ
協
会
は
呼
び
か
け
ま
す
。
あ
て
先
は
―
―

東
京
都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
北
町
５
の
６
の
９

イ

ン

タ

ー

マ

ッ

ク

・
ニ

ュ

ー

ス

石
原
荘
　
愛
原
気
付
　
食
用
塩
調
査
会
。
年

会
費
三
千
円
。
日
本
Ｃ
Ｉ
で
も
受
付
け
ま
す
。

●
３
月
９
日
、

１６
日
の
２
回
に
わ
た

っ
て
、

桜
沢
里
真
先
生
の
指
導
で
、
手
の
ひ
ら
療
法

の
講
習
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

手
の
ひ
ら
療
治
の
再
興
者
、
故
江
口
俊
博

先
生
よ
り
直
伝
の
も
の
を
、
よ
り
多
く
の
人

に
伝
え
よ
う
と
の
試
み
で
、
約
５０
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

熱
が
あ
る
時
や
、打
ち
身
を
し
た
時
な
ど
、

人
は
自
然
に
具
合
の
悪

い
場
所
に
手
を
あ
て

ま
す
。
こ
れ
が
手
の
ひ
ら
療
法
の
も
と
も
と

で
あ

っ
て
、
あ
と
は
そ
れ
に
工
夫
を
加
え
、

修
行
す
る
だ
け
で
あ
る
、
と
の
こ
と
で
す
。

修
行
を
す
る
時
、
ま
た
、
手
の
ひ
ら
を
施

す
時
の
心
構
え
と
し
て
、

一
、
修
行
は
室
内
で
な
く
、
『気
』
の
充
分
受

け
ら
れ
る
野
原
な
ど
で
や
る
の
が
よ
い
。
そ

し
て
、気
を
手
の
ひ
ら
に
集
め
て
体
に
流
し
、

手
当
て
を
す
る
。

一
、
手
の
ひ
ら
を
施
す
人
も
、
施
さ
れ
る
人

も
、
和
の
精
神
を
も

つ
こ
と
。
特
に
、
施
す

人
は
、
「お
手
伝

い
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
い

う
気
持
で
す
る
こ
と
。

一
、
満
腹
し
た
状
態
で
は
手
の
ひ
ら
は
効
果

は
な
い
の
で
、
あ
る
程
度
、
お
腹
を
す
か
し

て
や
る
こ
と
。

ま
た
、
実
技
の
際
の
注
意
と
し
て
、

一
、
右
手
で
手
当
て
し
、
左
手
は
地
に
つ
け

る
の
を
基
本
と
す
る
。
被
施
術
者
の
毒
気
を

吸

っ
て
疲
れ
た
時
は
、
手
を
振
り
、
よ
い
空

気
を
吸
う
こ
と
。

一
、
手
を
当
て
る
時
、
重
さ
を
か
け
な
い
こ

と
。
手
当
て
を
終
え
た
ら
、
手
は
パ

ッ
と
は

な
す
こ
と
、
な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
ｏ

実
技
で
は
、
ま
ず
正
座
合
掌
し
て
、
「気
』

を
体
の
各
部
に
流
す
練
習
、
Ｐ
Ｕ
歌
、
明
治

天
皇
御
製
な
ど
の
合
唱
、
全
員
が
手
を

つ
な

い
で
、
気
の
流
れ
を
感
得
す
る
手
つ
な
ぎ
の

行
に
始
ま
り
、

つ
い
で
、
か
ぜ
、
ケ
ガ
、
や

け
ど
、
日
の
疲
れ
、
頭
痛
、
各
臓
器
の
病
気

な
ど
の
手
当
て
の
仕
方
の
指
導
が
あ
り
ま
し

た
。ほ

と
ん
ど
す
べ
て
の
場
合
、
胃
腸
に
手
当

て
を
施
す
が
、
こ
れ
は
、
す
べ
て
の
病
気
は

胃
腸
よ
り
く
る
、
と
い
う
こ
と
に
よ
る
も
の

で
、
病
気
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
い
つ
も

お
腹
を
す
か
し
て
い
る
の
が
い
ち
ば
ん
よ
い
、

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
つ
他
、
５
分
間
精
気
付
け
と
い
う
、
元

気
を
回
復
さ
せ
る

一
種
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
披

露
さ
れ
、参
加
者
同
士
で
試
し
て
み
ま
し
た
。

修
行
を
積
む
の
に
、
毎
朝
、
正
座
合
掌
す

る
の
が
よ
く
、
修
行
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

ま
た
、
実
際
に
手
当
て
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

手
の
ひ
ら
の
力
は
強
く
な
り
、
指
先
に
、
み

み
ず
が
は

っ
た
よ
う
な
感
じ
を
持

つ
よ
う
に

な
る
そ
う
で
す
。

正
座
の
仕
方
は
、
足
の
親
指
を
重
ね
、
ひ

ざ
の
所
は
、
こ
ぶ
し
が
入
る
程
度
に
あ
け
、

尻
を
す

っ
ぱ
り
足
の
間
に
入
れ
る
。
腕
に
は

力
を
入
れ
ず
、
卵
を
脇
に
は
さ
む
気
持
で
合

掌
し
、
指
の
先
が
鼻
の
高
さ
に
な
る
く
ら
い

の
位
置
に
上
げ
る
。
次
に
、
気
が
、
足
の
指

先
、
か
か
と
、
ひ
ざ
、
腰
、
頭
頂
、
両
腕
、

手
の
ひ
ら
、
と
流
れ
る
よ
う
に
し
、
こ
れ
を

繰
り
返
し
ま
す
。

▲手のひら療法を披露する桜沢里真先生
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●
３
月
１８
日

（土
Ｘ
会
員
の
誕
生
祝
い
と
、

新
入
会
員
の
親
睦
を
兼
ね
た
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協

会
恒
例
の
イ
ン
タ
ー
マ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
が
、

開
か
れ
ま
し
た
。

海
外
か
ら
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
勉
強

に
来
て
い
る
人
、
群
馬
か
ら
来
た
人
、
翌
日

か
ら
の
正
食
料
理
講
座
に
参
加
す
る
た
め
に

青
森
か
ら
来
た
人
な
ど
、

２０
数
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。桜
沢
里
真
先
生
の
食
養
の
話
、

桜
沢
如

一
先
生
の
思
い
出
、
２
月
、
３
月
に

生
ま
れ
た
人
の
あ

い
さ
つ
、
余
興
に
続
い
て

リ
マ
化
粧
品
、
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
後
援
に

よ
る
、
化
粧
品
、
食
品
、
民
芸
品
な
ど
が
全

員
に
あ
た
る
福
引
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
食
養
料
理
を

い
た
だ

き
な
が
ら
楽
し
い
時
を
過
ご
し
、
親
交
を
深

め
ま
し
た
。

ま
た
、
誕
生
祝
い
の
人
に
は
、
里
真
先
生

よ
り
、
サ
イ
ン
入
り
で
『食
生
活
の
革
命
児
』

（桜
沢
如

一
先
生
の
伝
記
―
―
地
産
出
版
）

の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
マ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
は
、
毎
奇
数

月
の
第
３
土
曜
日
の
午
後
６
時
よ
り
開
か
れ

ま
す
。
当
月
と
前
月
生
れ
の
方
の
誕
生
祝
い

を
し
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
を
こ
ら
し
た

食
養
料
理
が
出
さ
れ
ま
す
の
で
、
料
理
の
勉

強
に
も
最
適
。
パ
ー
テ
ィ
当
日
は
昼
ご
ろ
か

ら
食
事
の
準
備
に
入
り
ま
す
の
で
、
お
手
伝

い
大
歓
迎
。
そ
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
は
５
月
２０
日
に
開
き
ま
す
。
ど
し
ど

し
参
加
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
と
親
交
を
深

め
ま
せ
ん
か
。
友
達
も
誘

っ
て
、
マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク
の
仲
間
を
ふ
や
し
ま
し
ょ
う
。

●
３
月
１９
日
か
ら
２‐
日
の
３
日
間
、

マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
料
理
の
基
本
を
学
ぶ
正
食

料
理
講
座
、
初
級
後
期
の
講
習
が
、
イ
ン
タ

ー
マ
ッ
ク
で
開
か
れ
ま
し
た
。

昨
年
９
月
に
行
な
わ
れ
た
前
期
講
座
に
続

く
も
の
で
、
桜
沢
里
真
先
生
は
じ
め
、
浮
津

宏
子
先
生

（
リ
マ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ

ー
師
範
）、
吉
成
知
江
子
日
本
Ｃ
Ｉ
料
理
主
任
、

橋
本
政
憲
同
編
集
長
と
い
う
多
彩
な
顔
ぶ
れ

で
、
濃
密
な
講
習
が
２
泊
３
日
に
わ
た

っ
て

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
受
講
者
は
２４
名

（
う

ち
男
性
１
名
）
で
、
北
は
青
森
、
南
は
沖
縄

か
ら
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

講
義
の
方
で
は
１９
日
に
里
真
先
生
の

『正

食
料
理
の
基
礎
理
論
』
の
話
が
あ
り
、
人
間

は
な
ぜ
菜
食
を
す
べ
き
な
の
か
の
説
明
、
弱

年
層
の
自
殺
や
親
殺
し
の
世
相
の
も
と
が
、

人
間
生
活
の
根
本
的
な
事
柄

（
伝
統
的
な
食

生
活
、
礼
儀
作
法
、
祭
り
事
な
ど
）
を
忘
れ

た
こ
と
に
あ
る
こ
と
、
疲
れ
を
知
ら
な

い
人

間
に
な
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん
重
要
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
話
さ
れ
、
ま
た
、
今
、
世
界
は
分

裂
状
態
に
あ
り
、
い
つ
何
が
起
る
か
わ
か
ら

な
い
が
、
決
し
て
戦
争
を
起
こ
し
て
は
な
ら

ず
、
そ
の
た
め
に
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を

広
め
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

２０
日
に
は

『無
双
原
理
人
門
』
の
題
で
、

橋
本
編
集
長
の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。
桜
沢

如

一
先
生

（
Ｇ
Ｏ
）
が
１７
才
の
商
業
高
校
生

だ

っ
た
時
に
つ
く

っ
た
新
体
詩
、
短
歌
を
引

き
合

い
に
出
し
、
そ
こ
に
う
か
が
え
る
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
な
世
界
と
、
後
の
Ｇ
Ｏ
の
活
動
と

が
、
ど
う
結
び

つ
い
て
い
る
か
の
話
、
易
と

五
行
説
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
解
説
が
あ
り
、

ま
た
、
食
養
料
理
の
原
則
に
つ
い
て
ふ
れ
、

結
論
と
し
て
、
無
双
原
理
は
、
人
生
の
問
題

か
ら
、
料
理
と
い
う
卑
近
な
も
の
ま
で
、
す

べ
て
を
解
く
も
の
で
あ
る
、
と
話
し
ま
し
た
。

料
理
実
習
は
、
食
養
手
当
用
品
の
作
り
方

の
講
義
を
入
れ
、
合
計
８
講
座
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
カ

ッ
コ
内
は
担
当
講
師
。

‐９
日

●
正
食
家
庭
料
理

（桜
沢
里
真
）

玄
米
小
豆
入
、
葱
み
そ
、
運
根
み
そ
印
籠
、

パ
ン
オ
ー
サ
ワ
、
稗
ク
ロ
ケ
ッ
ト
、
け
ん

▲誕生祝いに、桜沢里真先生からサイン入りの

『食生活の革命児』がプレゼントされます。

『
螂
『
害
管
『
〓り
螂
蠣
蠣
一害
管
り
螂
子

イ
ン
タ
ー
マ
ッ
ク

▲ PU歌『わかれの胸 『昔なじみ』をうたっておわかれ

-37-



鰤
痴
鰤
螂
一鰤
藝
ホ
鰤
螂
痴
鰤
螂
一痴
痴
「

ィ

ン

タ

ー

マ

ッ

ク

・
ニ

ュ

ち
ん
み
そ
仕
」ヽ′
ぃ^

●
正
食
手
当
法

・
薬
用
品
、
玄
米
の
炊
き

方

（橋
本
政
憲
）

生
姜
湿
布
、
芋
バ
ス
タ
ー
、
豆
腐
パ
ス
タ

ー
。
玄
米
ガ
ユ
⌒
ク
ロ
ッ
ク
ボ
ッ
ト
使
用
一、

石
焼
き
式
玄
米
炊
き
方

（
新
し
き
吐
昇
ヘ

５２
年
６
月
号
を
参
照
し
て
ド
さ
い
）

２０
日

●
基
本
料
理

吉ヽ
成
知
江
ｒ
）

玄
米
大
豆
人
、
み
そ
汁

（若
布
、
葱
一、
本

し
明
り
大
根
と
揚
げ
。

●
―――
食
料
理
フ
ル
コ
ー
ス

（桜
沢
里
真
）

お
め
で
と
う
、
生
大
根
と
揚
げ
、
芹
く
る

み
和
え
、
コ
ー
フ
ー
ス
ー
ブ
、
ロ
ー
ル
キ

ャ
ベ
ツ
、
小
豆
パ
イ
。

●
デ
ザ
ー
ト

・
お
や
つ

（浮
津
宏
千
）

千
飯
、
軽
飯‐‐

（
餅
玄
米
粉
使
用
）、
湯
漬

け
、
索
餅
、
椿
餅

（
こ
れ
ら
は
、
非
常
食
、

携
帯
食
と
し
て
も
有
用
な
も
の
と
い
う
こ

と
で
す
）、
■
打
う
ど
ん
。

●
正
食
手
当
法

・
食
用
品

（橋
本
政
憲
）

第
１
大
根
湯
、
第
２
大
根
湯
、梅
生
番
茶
、

一種
根
湯
、
リ
ン
ゴ
ジ

ュ
ー
ス
、
ヤ
ン
ノ
ー
、

黒
焼
き
。

２．
日
　
●
基
本
料
理

（吉
成
知
江
ｒ
）

玄
米
黒
豆
人
、
そ
ば
入
清
汁
、
小
蕪
と
コ

ー
フ
ー
煮
込
、
ひ
じ
き
蓮
根
、
ゴ

マ
塩
。

●
正
食
家
庭
料
理

（桜
沢
里
真

）

玄
米
太
の
り
巻

・
揚
げ
巻
、
サ
ラ
セ
ン
焼
、

小
豆
南
瓜
、
コ
ー
フ
ー
カ
ツ
、
ほ
う
と
う
。

２０
月
の
夜
は
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
浮
津

ｔ
生
を
中
心
に
懇
親
会
が
持
た
れ
、
各
受
講

生
と
も
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
、
将
来
の
展
望
な
ど
を
述
べ
合

い
、
さ

ら
に
親
交
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
〕

全
講
習
終
了
後
、
閉
会
式
が
行
な
わ
れ
、

桜
沢
里
真
先
生
か
ら
、
習

っ
た
料
理
を
自
分

の
も
の
と
し
、
そ
れ
を
ど
ん
ど
ん
応
用
し
役

■
て
る
よ
う
努
力
し
て
は
し
い
と
の
言
葉
が

―

ス

¨
一̈
¨
痴
鰤
鰤
「
螂
痴
鰤
３
・

あ

り

ま

し

た

。

な
お
、
今
回
の
講
習
で
正
食
料
理
講
座
初

級

コ
ー
ス
の
修
了
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
前

期
、
後
期
と
も
受
講
し
た
１９
名
に
、
桜
沢
里

真
先
生
よ
り
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

正
食
料
理
講
座
初
級
免
状
―
―
杉
本
安

（東

京
）、
松
井
清
乃

（群
馬
）、
篠
田
ツ
ネ

（北
海

道
）、
只
石
智
津
子

（東
京
）、
山
崎
仁
ｒ

（熊

本
）、
塩
見
崎
Ｆ
（鳥
取
）、
八
木
紀
子
（神
戸
）、

千
葉
慶
ｒ
（岐
阜
）、
時
田
奈
観
江
（神
奈
川
）、

安
藤
ゆ
り

（神
奈
川
）、
熊
谷
京
ｒ

（
群
馬
）、

加
藤
美
喜
子
（愛
知
）、
岡
村
美
恵
子
（広
島
）、

野
口
み
さ
を

（埼
玉
）、
竹
下
真
代

（東
京
）、

比
嘉
政
ｒ

（沖
縄
）、
山
Ｈ
正
彦

（千
葉
）、
塩

見
ま
り

（鳥
取
）、
渥
美
和
ｒ
（宮
城

）

（順
不
同
、
敬
称
略
）

●
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
翌
日
の
１６
日
、
日
本
各
地
で
活
躍
し
て

い
る
人
々
が
集
ま

っ
た
機
会
を
生
か
そ
う
と
、

―１１
食
運
動
の
進
め
方
を
テ
ー
マ
に
、
討
論
の

集
い
が
イ
ン
タ
ー
マ
ッ
ク
で
開
か
れ
ま
し
た
。

ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
千
ま
で
、
約
２０
名
が
参

加
し
、
い
か
に
し
て
正
食
を
広
め
る
か
、
そ

れ
に
は
何
が
必
要
か
な
ど
、
医
学
、
教
育
、

農
業
、
政
治
、
経
済
の
――――
か
ら
、
５
時
間
に

わ
た

っ
て
、熱
心
な
論
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

▲講習の後、桜沢里真先生をかこんで楽しい食事

チた う引レ(株 )はそれだけを考えています)

ヘ
フ
、間

わ

れ

て

い
る

よい品 をよ り安 く提 供す る………・

lt喋 食品・自然化粧品・無公害性|た ●りctc.

良い品|よ 何でも低価格で1前 いま; 開店ご希

望のかた、又、 ケでに販売さイ1て いるかた t
お気軽に声をか :サ てください

ナ 1チ ュ ラ フレオ朱式 会 ネ土 〒547大 阪市平野区吾連東1210
T E L 06(7091163(代 )

確かな商品を選ぶ目.4′
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岬【田―レー＝一口…イ‐一田一』

●
材
料

（
５
人
分
）
＝
に
お
″
て
の
ご
飯

（
力
”
フ
５
）、

ｒ‐
菜

（
５
枚
）、
カ
リ
ッ
ラ
リ
ー

（％
株
）、
■
ね
ド

（
１
個
）、

コ
ー
ノ
ー

（揚
げ
に
ら
の
、

５０
グ

ノ
ム
）、
人
参

（％
本
）、
ト

ー
ソ

（ち
丁
）、
地
粉

（大
さ
じ
山
盛
り
３
）、
ナＪ
レ
ー
粉

（
小

さ
じ
１
）、
醤
油
、
生
姜

（
少
々
）、
塩
、
油
、
香
辛
料

（
日
―

り
１
１
枚
、
ク
ィ
ム
ー
つ
よ
み
、
ロ
マ
ラ
ン
ー
つ
よ
み
を
袋

に
入
れ
る
一、
■
ン
ノ

（長
さ
１０
セ
し

，
を
２
枚
）

０
一　
白
菜
の
先
の
葉
を
切
り
、
じ
く
の
部
分
だ
け
を
２
セ
１／

１
く
‘
い
の
角
切
り
に
す
る
．
ナ‐
‐‐
ノ

ツ
リ
―́
は
１
花
ず

つ

に
―
フ
て
、
さ
弓
に
そ
れ
を
４
つ
に
小
さ
く
切
る
。
工
ね
ざ
は

１
セ
ン
チ
幅
の
廻
し
切
り
．
「
―
ノ
ー
は
水
カ

ッ
プ

ー
と
醤

油
大
さ
じ
１
で
煮

つ
め
、
生
姜

の
み
じ
ん
切
り
小
さ
じ
１
を

入
れ
て
仕
上
げ
る
。
ト
ー
フ
は
水
を
切
り
、

厚
さ
１
セ
ン
チ

で
１
セ
ン
チ
と
２
セ
ン
チ
の
長
方
形
に
切

っ
て
、
油

で
揚
げ

る
。

②
・　
玉
ね
ぎ
を
油
大
さ
じ
１
で
よ
く
炒
め
、
自
菜
を
加
え
て

よ
く
ま
ぜ
合
せ
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
人
参
の
順
に
入
れ
て
炒

め
る
。
材
料
ひ
た
ひ
た
に
水
を
入
れ
、
ス
バ
イ
ス
の
袋
を
入

れ
、
塩
大
さ
じ
％
を
加
え
、
コ
ン
ブ
と
し、
っ
し
ょ
に
や
わ
ら

か
く
な
る
ま
で
者
る̈
。
コ
ー
フ
ー
を
加
え
て
、
ぎ
弓
に
ひ
と

煮
た
ち
さ
せ
る
。

③
・　
地
粉
大
き
じ
山
盛
３
を
油
大
さ
じ
１
の
油
で
よ
く
炒
め
、

火
か
ら
お
ろ
し
て
少
し
ず

つ
水
を
入
れ
て
ど
ろ
り
と
さ
せ
る
。

カ
レ
ー
粉
小
さ
じ
１
を
加
え
て
よ
く
ま
ぜ
バ
リ
に
流
し
入
れ
、
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味
を
見
て
、ス
ー
ブ
よ
り
少
々
か
ら
め
に
味
を
と
と
の
え
る
。

④
・　
た
き
た
て
の
ご
飯
に
③
を
か
け
る
か
、
別
の
器
に
入
れ

て
食
卓
に
出
す
。

|の |

●
材
料

（
５
人
分
）
＝
ユ
バ

（
２
枚
、
中
国
料
理
材
料
店
に

あ
る
も
の
）、大
和
芋

（
３５０
グ
ラ
ム
く
ら
い
の
も
の
、
１
本
）、

コ
‐
フ
‐

（
５０
グ
ラ
ム
）、
玉
ね
ぎ

（大
１
個
）、
ク
ズ

（大
さ

じ
１
）、
人
参

（
み
じ
ん
切
り
、
カ
ッ
プ
％
）、
キ
ヌ
サ
ヤ

（少

々
）、
地
粉

（大
さ
じ
１
）、
塩
、
揚
げ
油
、
コ
ン
プ

（
１０
セ
ン

チ
）

①
一　
大
和
芋
を
洗
っ
て
ふ
か
し
、
裏
ご
し
に
す
る
。

②
　
コ
ー
フ
ー
を
水
カ
ッ
プ
％
と
醤
油
大
き
じ
％
と
コ
ン
ブ

で
煮
あ
げ
、生
姜
の
み
じ
ん
切
り
を
少
々
入
れ
て
仕
上
げ
る
。

③
・　
玉
ね
ぎ
を
細
回
し
切
り
に
し
て
、油
大
さ
じ
％
で
炒
め
、

人
参
の
細
切
り

（ま
た
は
短
冊
切
り
）を
大
さ
じ
２
く
ら
い

入
れ
、
水
少
々
を
加
え
て
煮
る
。
②
を
加
え
、
ク
ズ
の
水
ど

き
を
流
し
入
れ
、
ど
ろ
り
と
し
た
ス
ー
プ
を
作
る
。

④
一　
人
参
の
み
じ
ん
切
り
を
塩
１
つ
ま
み
入
れ
て
、
か
ら
炒

り
し
、
①
・に
加
え
て
、
よ
く
ま
ぜ
て
か
た
め
る
。

⑤
　
５０
セ
ン
チ
く
ら
い
の
ユ
バ
を
ひ
ろ
げ
、
④
を
‐
・
５
セ
ン
チ

く
ら
い
の
厚
み
で
鯉
の
形
を
つ
く
っ
て
の
せ
る
。
ユ
バ
で
形

よ
く
包
み
、
端
を
地
粉
の
水
ど
き
で
は
り
つ
け
る
。
尾
は
別

に
作
っ
て
胴
を
つ
け
る
と
よ
く
出
来
る
。

⑥
　
⑤
を
熱
し
た
油
で
少
々
色
づ
く
く
ら
い
に
揚
げ
る
。
大

皿
に
盛
り
、
③
の
熱
い
の
を
流
し
、
上
に
花
型
人
参
、
キ
ヌ

サ
ヤ
な
ど
を
飾
る
。

目門―菜‐目
出‐揚‐川
］

●
材
料

（
５
人
分
）
＝
コ
ー
ン

（
２
本
）、
王
ね
ぎ

（
１５０
グ
ラ

ム
）、
人
参

（
６０
グ
ラ
ム
）、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

（％
株
、

６０
グ
ラ

ム
く
ら
い
）、
南
瓜
（ふ
か
し
た
も
の
、
小
１０
切
れ
）、
地
粉
（力

ツ
プ
ー
と
％
）、
塩
、
醤
油
、
揚
げ
油
、
大
根
お
ろ
し

①
　
コ
ー
ン
は
ふ
か
し
、
冷
ま
し
て
１
つ
ぶ
ず
つ
実
を
は
な

す
。
人
参
は
小
さ
な
い
ち
よ
う
切
り
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
は
１

花
ず
つ
は
な
し
、
さ
ら
に
小
さ
く
切
る
。
南
瓜
は
ふ
か
し
、

１
セ
ン
チ
角
に
切
る
。

②
・　
地
粉
を
水
カ
ッ
プ
ー
と
％
で
と
い
て
天
ぶ
ら
の
衣
を
作

り
、
塩
小
さ
じ
％
を
加
え
、
①
の
材
料
を
全
部
入
れ
て
か
き

1鯉 |

:   :
L……J
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ま
ぜ
る
。

③
　
②
を
大
さ
じ
で
た
っ
ぶ
り
す
く
っ
て
、
油
で
揚
げ
る
。

目
―笹‐
中出‐ん‐目
回

む
。
水
が
な
く
な

っ
た
ら
、
ま
た
水
を
さ
す
。
こ
れ
を
４
、

５
回
く
り
返
し
て
い
る
と
、
上
の
方
が
や
わ
ら
か
く
な
る
の

で
、
別
鍋
で
や
わ
ら
か
く
煮
た
栗
を
ま
ぜ
、
塩
小
さ
じ
１
を

加
え
て
ま
ぜ
合
せ
る
。

（注
、
小
豆
の
上
が
や
わ
ら
か
く
な

る
ま
で
、
け
っ
し
て
ま
ぜ
な
い
こ
と
。
途
中
で
ま
ぜ
る
と
、

ね
ば
り
が
で
て
、
む
ら
煮
え
に
な
る
。）

⑤
　
④
を
冷
ま
し
て
、
４
セ
ン
チ
大
に
よ
る
め
る
。

⑥
　
③
を
５
セ
ン
チ
大
に
ま
る
め
た
も
の
を
、
平
ら
に
し
て

⑤
を
包
む
。

⑦
・　
笹
の
葉
の
付
け
根
を
少
々
の
こ
し
て
取
り
、
葉
の
先
の

方
に
⑥
を
お
き
、
く
る
り
と
三
角
に
巻
き
、
葉
の
先
の
部
分

を
三
角
の
は
し
に
く
ぐ
ら
せ
、
形
を
と
と
の
え
る
。

③
　
⑦
を
１０
分
ほ
ど
む
し
て
、
出
来
あ
が
り
。

目
日

Ｈ
日

●
材
料

（
５
人
分
）
＝
コ
ー
フ
ー

（
７０
グ
ラ
ム
）、
讐
油

（大

き
じ
１
）、
生
姜

（
み
じ
ん
切
り
、
少
々
）、
ク
ズ

（粉
に
し
た

も
の
、
大
さ
じ
２
）

①

　
ふ
か
し
た
コ
ー
フ
ー
を
う
す
く
小
さ
く
さ
く
。
醤
油
大

さ
じ
１
と
水
大
き
じ
１
を
ま
ぜ
た
も
の
に
つ
け
て
、
生
姜
の

み
じ
ん
切
り
を
少
々
加
え
、
約
２０
分
く
ら
い
お
く
。

②
　
①
に
ク
ズ
粉
を
入
れ
て
よ
く
ま
ぜ
、
油
で
揚
げ
る
。

●
材
料

（
５
人
分
）
＝
玄
米
餅
粉
（
獅
グ
ラ
ム
）、
玄
米
粉
（
獅

グ
ラ
ム
）、
小
豆

（
カ
ッ
プ
ー
）、
栗

（カ
ッ
プ
ー
）、
塩

①
・　
玄
米
餅
粉
と
玄
米
粉
を
ま
ぜ
、
塩
小
さ
じ
％
を
入
れ
、

熱
湯
で
耳
た
ぶ
く
ら
い
の
か
た
さ
に
こ
ね
る
。

②
　
①
を
適
当
な
大
き
さ
に
ち
ぎ
っ
て
、

１５
分
く
ら
い
ふ
か

す
。

③
　
②
を
す
り
ば
ち
に
と
り
、よ
く
つ
い
て
ね
ば
り
を
出
す
。

④
・　
小
豆
を
カ
ッ
プ
３
の
水
を
入
れ
て
、
中
火
よ
り
弱
い
火

で
気
長
に
ゆ
っ
く
り
煮
る
。
水
が
な
く
な
っ
た
ら
、
水
カ
ッ

プ
ー
を
は
し
か
ら
静
か
に
入
れ
、
ふ
た
を
し
て
さ
ら
に
煮
込
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間
剛
翻
剛
」・・Ｊ

●
材
料

（
５
人
分
）
＝
レ
ン
「
レ

（
２００
グ
ラ
ム
）、
人
参

（
８０

グ
ラ
ム
）、
玉
ね
ぎ
（
６０
グ
ラ
ム
）、
ト
ー
フ

（％
丁
）
、
地
粉

（大
さ
じ
山
盛
り
３
）
以
上
レ
ン
コ
ン
ボ
ー
ル
用
、
春
雨
（
少

々
）、
セ
リ

（
少
々
）、
人
参

（
小
１
本
）、
塩
、
コ
ン
．フ
、
シ
イ

タ
ケ

①
）
春
雨
は
熱
湯
に
つ
け
て
も
ど
し
、
５
セ
ン
チ
く
ら
い
に

切
る
。
人
参
は
花
型
に
ぬ
く

（
１０
枚
）。

②
一　
人
参
、
レ
ン
コ
ン
を
お
ろ
し
、
玉
ね
ぎ
を
み
じ
ん
切
り

に
し
て
ま
ぜ
、
塩
小
さ
じ
１
を
加
え
る
。

③
一　
ト
ー
フ
を
水
切
り
し
て
つ
ぶ
し
、
②
に
ま
ぜ
る
。
地
粉

を
つ
な
ぎ
と
し
て
入
れ
、
よ
く
ま
ぜ
る
。

④
　
③
を
２
セ
ン
チ
大
に
ま
る
め
て
、
油
で
揚
げ
る
。

⑤
　
コ
ン
ブ
と
シ
イ
タ
ケ
で
出
し
を
と
り
、
塩
味
を
つ
け
て

ス
ー
プ
を
作
る
。

⑥
・　
お
椀
に
春
雨
を
１
つ
ま
み
入
れ
、
そ
の
上
に
④
を
３
、

４
個
入
れ
、
と
り
も
ど
き

（作
り
方
は
別
項
参
照
）
を
２
、

３
個
、
シ
ィ
タ
ヶ
少
々
を
入
れ
、
⑤
を
そ
そ
ぎ
、
セ
リ
、
キ

ヌ
サ
ヤ
の
ゆ
で
た
も
の
を
飾
る
。

「
―
―
―
―
‥
‥
‥
―
…
…
‥
‥
…
…
―
―
！
Ｊ

一　
レ
ン
コ
ン
ボ
ー
ル
道
明
寺
揚
げ
　
¨

Ｆ
Ｉ
！
―
―
―
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
！
―
―
‥
‥
‥
‥
‥
Ｌ

レ
ン
コ
レ
ポ
ー
ル
の
残
り
を
ま
る
め
、
道
明
寺
を
ま
ぶ
し

て
、
油
で
揚
げ
、
串
に
さ
し
て
供
す
。

申畷
鷹
憲
覇
昭
麗

●
材
料

（
５
人
分
）
＝
地
粉
（
カ
ッ
プ
３
）、
ア
ー
モ
ン
ド
（
３０

グ
ラ
ム
）、
シ
ナ
モ
ン

（小
さ
ビ
％
）、
塩

（小
さ
け
１
）、
揚
げ

由①
　
ア
ー
モ
ン
ド
は
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

②
・　
地
粉
、
ア
ー
モ
ン
ド
、
シ
ナ
モ
ン
、
塩
を
ま
ぜ
合
せ
、

油
大
き
じ
１
入
れ
、
水
を
適
宜
加
え
な
が
ら
耳
た
ぶ
く
ら
い
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の
か
た
さ
に
こ
ね
る
。

③

②
を
平
ら
に
の
し
、
７

ミヽ
リ
く
ら
い
の
厚
さ
に
す
る
。

動
物
、
魚
、
花
な
ど
好
み
の
形
を
作
り
、
熱
し
た
油
で
か
ら

り
と
揚
げ
る
。
中
火
よ
り
や
や
弱
目
の
人
で
ゆ

っ
く
り
揚
げ

る
と
、
中
ま
で
火
が
通
り
、
よ
く
出
来
あ
が
り
ま
す
。

※
こ
れ
は
よ
く
か
む
ほ
ど
お
い
し
く
感
じ
ま
す
。
子
供
の
虫

歯
の
予
防
に
も
よ
ろ
し
い
て
し
よ
う
。

↓
　
　
　
↓
　
　
　
０

今
月
は
５
月
の
料
理
と
し
て
、
子
供
の
喜
び
そ
う
な
も
の

を
献
立
に
い
れ
て
み
ま
し
た
。

五
月
の
節
句
ゃ
二
月
二
日
の
お
ひ
な
祭
り
な
ど
、
近
頃
は

年
を
重
ね
る
た
び
に
盛
ん
に
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

五
月
五
日
は
男
子
の
節
句
で
あ
り
、
力
強
い
中
に
も
平
和

を
願
う
行
事
と
し
て
、
日
本
の
年
中
行
事
、
五
節
旬
の
ひ
と

つ
で
す
。
男
の
子
が
生
ま
れ
て
、
初
め
て
の
五
月
五
日
を
迎

え
る
家
で
は
、
端
年
の
節
句
を
祝

っ
て
、
急
流
を
力
強
く
産

卵
の
た
め
に
上

っ
て
行
く
鯉
を
の
ば
り
に
し
て
、
吹
流
し
と

共
に
空
高
く
う
ち
れ
て
、
家
の
中
に
は
、
よ
ろ
い
、
か
ふ
と

を
は
じ
め
、
坂
田
の
金
時
が
大
鯉
を
つ
か
ま
え
て
い
る
人
形

や
、
槍
、
刀
、
旗
、
の
ば
り
な
ど
を
床
の
間
に
飾
り
つ
け
そ

の
子
の
武
連
長
久
を
祈
り
ま
す
。

私
は
桜
沢
と
パ
リ
に
行

っ
た
時
、
日
本
人
の
家

（薩
摩
治

郎
八
様
が
お
金
に
あ
か
し
て
築
き
、
パ
リ
市
に
寄
贈
し
た
も

の
。
当
時
は
学
生
達
の
宿
泊
所
に
な

っ
て
い
た
）
に
、
大
き

な
鯉
の
ば
り
を
持

っ
て
い
き
、
お
節
旬
に
た
て
ま
し
た
。
バ

ル
コ
ニ
ー
に
た
て
る
の
に
苦
心
し
ま
し
た
が
、
館
長
さ
ん
が

と
て
も
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

五
月
の
節
句
と
い
え
ば
、
柏
餅
、
ち
ま
き
な
ど
は
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
料
理
で
す
。

「
ち
ま
き
」
は
中
国
か
ら
伝
来

し
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
が
、
日
本
固
有
の
名
称
で
、
「
力

ヤ
」
の
葉
で
巻
い
た
餅
団
子
が
初
ま
り
と
い
わ
れ
ま
す
。
「柏

餅
」
は
餅
米
の
粉
を
湯
で
こ
ね
た
も
の
で
、
み
そ
あ
ん
を
は

さ
み
、
柏
の
葉
で
包
ん
で
蒸
し
た
も
の
が
古
式
の
も
の
で
あ

り

（辻
嘉

一
氏
の
言
葉
）、
素
朴
な
柏
の
葉
が
五
月
の
節
旬
に

使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
音
の
風
習
を
今
に
伝
え
た
１，
の
で
し

ょ
つヽ
。

菖
蒲
を
屋
根
に
飾
る
と
か
、
菖
蒲
湯
ゃ
菖
蒲
酒
と
か
、
菖

蒲
の
根
や
葉
に
薬
効
が
あ
り
、
蛇
の
毒
な
ど
を
も
避
け
る
と

い
う
古
言
が
風
習
と
な

っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
み
わ
た

っ
た
五
月
晴
れ
に
、
空
高
く
舞
う
鯉
の
ば
り
が

そ
こ
こ
こ
に
見
う
け
ら
れ
る
の
は
、
勇
ま
し
く
も
あ
り
、
昔

な
つ
か
し
く
も
あ
り
、
思
わ
ず
ほ
ほ
笑
み
な
が
ら
立
ち
ど
ま

っ
て
な
が
め
て
し
ま
い
ま
す
。
家
の
中
で
は
可
愛
い
男
の
赤

ち
ゃ
ん
を
か
こ
ん
で
に
ぎ
に
ぎ
し
く
し
て
し、
る
こ
と
で
し
よ

う
。
こ
う
い
う
行
事
は
い
つ
ま
で
も
子
孫
に
伝
え
た
い
も
の

で
す
。

お
料
理
も
音
を
し
の
ん
で
素
朴
な
も
の
を
今
様
に
作

っ
て

祝
う
の
は
意
義
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
大
き
な
夢
を
鯉
の
ば
り

の
よ
う
に
ふ
く
ら
ま
せ
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

す
み
渡
る
　
さ
つ
き
の
空
に
　
数
々
の

鯉
ふ
き
流
し
　
風
卓
な
る

初
節
句
　
祖
母
に
い
だ
か
れ
　

小ヽ
さ
流
し

わ
か
る
か
坊
や
　
か
す
か
に
笑
う

青
空
に
　
一品
く
う
ら
立
つ
　
あ
ら
こ
ら
の

の
き
に
は
た
め
く
　
吹
き
流
し
鯉

カセットテープ

ガンはなぜ起こるか、舌ガン、胃ガン、

食医学による治療法……ガンのすべて。

大森 英 桜 :講 義
90分カセット4本  !万円 (送 料こみ )

(5月 3111ま で特佃19,000111)

腸ガン、肺ガン、肝臓ガン、 F宮 ガン、子Lガ ン……その正

ミ
ガン患者は副食で塩気をとれミ

大森英桜 講義 90分カセット2本

4.000円 (送料200F11)

大森英桜 講義
カセット60分 と90分  3,000円 (送料20011)
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塩の生命は

海水 が自然にもつ成分

ミネラル等の独特の

パランスにあります

塩の微量成分は

食品の仕上りや味に

決定的な役割りを

果た します

●ポリ袋(1● 当り 270円 )内di基 単位 1ケ ース(15ヶ 入 )

5ケ ース(75々 )以 liの場合は、 1を Jiり 220円
●クラフト袋 (15々 3,750円 )内し送単位 1袋
5袋以上 (75々 )以上の場イ)は   1袋 11り 3,000F〕

「赤穂の天塩」
◆ l午 から塩が f4:ら れていた塩 IHは 、 口″不‖

46年 全面li6止 され、工場大量生産 方式

(イ オン交換膜製塩法)にかわりました。

◆ その結果、塩は、NaC1 99%以 Lの精製

されたものになりました。

◆ 自然塩復活 を願 う日本 CIは じめ各界

のご協力により生れた「赤穂の 人塩J

は、食41活の原点 としての1「 をともし

つづけてお ります。

製 射自然塩普及協会
東京都新宿区百人町2丁目24番6号 〒160

2,03 ・364 ・2721

身
体
機
能

営業時間=午前 !0時～午後 8時

入場料金=大人1,200円

子供 600円

交 通 機 関

●千代田線・常磐線

柏駅下車

●東武野田線野田市駅

下車

o東武バス柏一野田市

間 (チ サン健康センター前)

●送迎バスあり

※宿泊施設完備

大小宴会も承 ります。

ミ

健
康
維
持
に

美
容
と

回
復
に

自然環境の破壊が、空気・水・土壌・食物などを通 じて、人

体までも

'●

染 させ、また、生活や労働の機械化が、ス トレス

や運動不足 をひき起すなど、いまや一般人の60%強 が、半健

康者であるとさえいわれています。

このような時代の要請に応 えて、チサン健康 セ ンターは、一

人でも多くの方に身体の機能 を回復 し、健康維持 をはかって

いただきたいと考え、強力なイオ ン化作用で人体の血液を浄

化 させる、 ラ ドン温泉を設備 しました。いま、多くの方が、

このラ ドン温泉の効果で身体機能 を回復する方向にむかって

います。

予約センター 東京都渋谷区  ‐

神宮前6丁目12番 i8号  お
8東 京 03(400 9531代
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浮

津

宏

子

伝

統

暮

■

ン

リ

ー

ズ

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

夏

越

の

節

供

料

理

風
そ
よ
ぐ
　
な
ら
の
小
川
の
　
夕
暮
れ
は

み
そ
ぎ
ぞ
夏
の
　
し
る
し
な
り
け
る

（小
倉
百
人

一
首
第
九
八
）

風
が
そ
よ
そ
よ
と
、
檜
の
葉
を
吹
い
て
い

る
。
な
ら
の
小
川

（御
手
洗
川
）
の
夕
暮
れ

は
涼
し
く
て
秋
の
よ
う
だ
が
、
み
そ
ぎ
が
行

な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
だ
夏
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
、
従
二
位
家

隆
が
詠
ん
だ
も
の
で
す
。

六
月
晦
日
に
、
京
都
の
北
に
あ
る
上
賀
茂

神
社
の
境
内
を
流
れ
る
御
手
洗
川
で
、
身
の

罪
、
け
が
れ
を
祓
う
神
事
が
、
現
在
も
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

夏
越
の
祓
、
ま
た
は
水
無
月
祓
と
も
い
わ

れ
、
各
所
の
神
社
で
、
行
な
わ
れ
ま
す
。

み
そ
ぎ
の
祓
は
、
夏
越
に
か
ぎ
ら
ず
、
大

き
な
神
祭
り
や
、
神
霊
を
迎
え
る
た
め
の
欠

か
せ
ぬ
行
事
で
し
た
。

供
雅
欺
健
枠
が
、
黄ょ新
の
国
か
ら
立
ち
帰

ら
れ
る
と
き
、
九
州
の
日
向
の
国
の
橘
と
い

う
小
さ
い
瀬
戸
の
ほ
と
り
憶
原
と
い
う
と
こ

ろ
で
、
楔
を
さ
れ
た
故
事
か
ら
、
古
く
は
海

中
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
近
代
で
は
、
海
辺

や
、
川
岸
、
ま
た
水
を
そ

ゝ
ぎ
か
ぶ
っ
て
洗

い
清
め
た
り
、
塩
激
溜
、
塩
を
散
布
す
る
な

ど
、
略
式
化
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
頃
に
は
、
田
植
え
も
終
り
、
農
耕
に

従
事
す
る
人
に
と

っ
て
は
、
ホ

ッ
と

一
息

つ

く
時
季
で
あ
り
、
無
意
識
の
う
ち
に
重
ね
た

罪
を
み
そ
ぎ
し
て
祓
い
、
安
泰
、
無
病
を
祈

り
ま
し
た
。

時
に
は
、
田
で
働
い
た
牛
馬
も
共
に
み
そ

ぎ
を
さ
せ
、
無
事
を
祈

っ
た
の
で
す
。
動
物

に
対
す
る
愛
情
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

夏
越
の
節
供
は
、
そ
ん
な
素
朴
な
、
暑
さ

の
夏
を
、
無
事
に
越
す
こ
と
が
で
き
ま
す
よ

う
に
と
の
祈
り
を
、
神
に
供
え
た
行
事
の

一

つ
で
し
た
。

水
に
遊
ぶ
こ
と
も
多
く
な
り
、
水
難
に
対

し
て
も
、
平
常
か
ら
水
に
慣
れ
親
し
み
、
ま

た
水

へ
の
恐
れ
を
も
、
み
そ
ぎ
を
通
し
て
教

え
た
生
活
の
知
恵
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

神
社
の
人
口
に
は
、
御
手
洗
所
が
あ
り
、

手
を
清
め
、
口
を
す
す
い
で
、
神
前
に
も
う

で
ま
す
。

調
理
を
す
る
と
き
も
同
様
で
す
。
身
を
ひ

き
じ
め
て
か
か
ら
な
け
れ
ば
、
調
和
の
と
れ

た
料
理
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
茶
事
に
招
き
を
う
け
た
客
が
、
茶
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室
に
入
席
す
る
際
も
、

つ
く
ば

い

（自
然
石

の
中
央
を
く
り
ぬ
い
て
水
を
た
た
え
た
も
の
）

で
、
手
を
洗

い
、
日
を
す
す

い
で
、
に
じ
り

日
か
ら
頭
を
低
く
し
て
（敬
意
を
あ
ら
わ
す
）

は
い
り
ま
す
。

つ
く
ば

い
の
ま
わ
り
は
も
と
よ
り
、
庭
木

や
、
卓
花
に
も
、
充
分
に
打
ち
水
さ
れ
、
露

が
光
る
よ
う
で
す
。

も
て
な
し
の
食
器
や
、
箸
な
ど
も
、
直
前

に
水
に
浸
し
、
水
気
を
よ
く
拭

っ
て
、
生
気

を
よ
み
が
え
ら
せ
て
用
い
ま
す
。

風
燿

の
季
節

（■
月
～
六
月
）
に
は
、
膳

や
椀
の
上
か
ら
鷲
笙
で
水
を
ふ
り
か
け
て
、

客
に
出
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
も
、
み
そ
ぎ
に
通
じ
る
心

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

六
月
は
、
梅
雨
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

う

っ
と
う
し
い
長
雨
が
つ
づ
き
ま
す
が
、
梅

の
実
も
み
の
り
、
紫
陽
花
も
、
雨
に
洗
わ
れ

て
つ
や
や
か
に
、
花
の
色
を
変
化
さ
せ
て
ゆ

き
ま
す
。

ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
の
　
種
に
、
ア
マ
チ
ャ
が

あ
り
ま
す
し
こ
の
業
を
夏
に
摘
ん
で
、
本
し

て
人
Ｈ
で
卜
し
、
■
で
も
ん
で
お
き
ま
す
。

甘

み
の
あ
る
お
茶
と
な
り
ま
す
．

梅
は
、
中
国
か
ら
渡
来
し
、
占
く
か
ら
栽

培
さ
れ
、
現
在
で
は
三
Ｃ
Ｏ
種
以
上
も
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

小
梅
、
豊
後
梅

（果
実
は
、
や
や
桁
円
形

で
果
肉
が
厚
い
）
、
緑
等
梅

（が
く
片
が
緑

色
で
小
田
原
名
産
）
、
な
ど
が
、
梅
Ｆ
川
と

し
て
お
い
し
い
も
の
で
す

．

中
旬
か
ら
ド
旬
に
か
け
て
、
漬
け
ど
き
で

す
。
ほ
ん
の
り
黄
色
味
が
か

っ
た
中
位
の
肉

厚
の
も
の
で
、
キ
ズ
の
な
い
も
の
を
選
び
ま

し
ょ
う
し

村
Ｌ
人
中

（九
四
六
～
九
六
七
年
在
位
）

が
、
病
を
梅
卜
と
昆
布
を
入
れ
た
熱

い
お
茶

で
治
さ
れ
た
と
い
う
故
事
以
来
、
風
邪
の
妙

薬

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ガ
病
の
特
効
薬

と
し
て
日
本
人
と
梅
Ｆ
は
、
き
れ
ぬ
縁
が
あ

る
よ
う
で
す
。

梅
は
、
古
く
か
ら
漬
け
込
ま
れ
て
い
ま
し

た
が
、
赤
じ
そ
を
用
い
る
よ
う
に
な

っ
た
の

は
江
戸
時
代
に
入

っ
て
か
ら
で
し
た
¨

梅
卜
を

．
つ
皿
の
Ｌ
に
お

い
て
、
眺
め
て

は
、
ゴ

ハ
ン
を
嗅
き
、
次
の
日
に
は
、
な
め

て
ゴ

ハ
ン
を
嗅
き
、
最
後
に
は
、
種
を
割

っ

て
天
神
さ
ま
ま
で
嗅
戴
し
た
と

い
う
笑
話
も

あ
り
ま
す
が
、　
一
つ
の
梅
十
の
働
き
が

い
か

に
素
晴
ら
し
い
も
の
か
を
知
ら
さ
れ
ま
す
．

米
粉
と
、
氷
砂
糖
の
粉
木
を
、
梅
卜

の
肉

で
練
り
、
日
中
の
乾
き
や
、
呼
吸
を
整
え
る

も
の
と
し
て
、
戦
同
時
代
に
も
、
珍
垂
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
す
．

「
よ

い
塩
梅
で
」
と
い
う

‐‐葉
は
、
人
気
の

よ

い
こ
と
を
表
現
す
る
言
葉
と
し
て
も
使
わ

れ
ま
す
が
、
味
の
よ
さ
を
褒
め
る
と
き
に
も

適
し
た
言
葉

で
し
よ
う

46-



ほ
ど
よ
い
塩
加
減
で
漬
け
た
梅
は
、
甘
み

さ
え
感
じ
ら
れ
、
食
後
、
日
中
に
ま
ろ
や
か

な
味
を
残
し
て
く
れ
ま
す
．

ま
た
、
漬
け
汁

（梅
酢
）
を
Ｌ
■
に
用
い

る
こ
と
が
、
調
理
Ｌ
手
の
コ
ツ
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
．

お
い
し
い
梅
Ｆ
を
作

っ
て
ふ
ま
し
ょ
う
¨

（作
り
方
、
後
記
）

＊

梅
御

飯

稼
甘

只

２

梅
雨
ど
き
に
は
、食
物
が
イ
タ
ミ
や
す
く
、

体
調
も
く
ず
し
が
ち
で
す
。
梅
十
を
炊
き
込

ん
で
、
日
も
ち
も
よ
く
、
日
中
を
さ
わ
や
か

に
し
て
く
れ
る
御
飯
で
す

材
料
／
玄
米
　
　
　
　
　
　
　
　
３
カ
ッ
プ

水

　

　

　

　

　

　

　

３
．
６
カ
ツ
プ

梅
十
　
　
　
　
　
　
　
　
人
２
個

ｔ
　
玄
米
は
、
軽
く
手
で
も
ん
で
洗
い
、
水

を
三
、
二
回
替
え
、
ザ
ル
に
あ
げ
ま
す

．

②
　
圧
力
鍋
に
入
れ
、
分
量
の
水
と
梅
卜
を

加
え
、
人
に
か
け
ま
す
。

３
　
沸
騰
し
た
ら
火
を
弱
め
、

２５
～
４０
分

（鍋
に
よ

っ
て
異
る
）
か
け
ま
す
。

Ｇ
　
最
後
に
、
サ
ッ
と
強
火
に
し
、
す
ぐ
火

を
止
め
て
５
分
蒸
ら
し
ま
す
」

０
　
炊
き
Ｌ

っ
た
ら
、
梅
卜
の
種
子
を
と
り

の
ぞ
き
、
果
肉
を
よ
く
ま
ぜ
合
わ
せ
ま
す
¨

＊

湯
葉
の
夏
越
巻
き

人
豆
を
原
料
と
し
て
作
ら
れ
る
湯
葉
は
、

や
や
陰
性
で
す
が
、
柚
物
性
蛋
白
質
も
多
く

消
化
吸
収
の
よ
い
食
品
で
す

．

材
料
／
ご
ぼ
う
　
　
　
　
　
　
　
８０
グ
ラ
ム

に
ん
じ
ん
　
　
　
　
　
　
８０
グ
ラ
ム

ト
平
湯
槃
　
　
　
５
枚
（１５
セ
ン
チ
）

し
　
デ
」
ぼ
う
は
、
５
ミ
リ
角
の
拍
チ
木
に
切

り
油
少
量
で
炒
め
、煮
て
ド
味
を
つ
け
ま
す
。

に
ん
じ
ん
も
同
様
に
切
り
、
空
炒
り
し
て
、

塩
を
ふ
り
、
水
少
量
を
加
え
て
煮
ま
す

②
　
デ
」
ぼ
う
、
に
ん
じ
ん
を
、
２
本
ず
つ
市

松
に
く
み
あ
わ
せ
、
濡
れ
布
巾
に
包
ん
で
し

め
ら
せ
た
湯
彙
で
巻
き
、金
中
を
打
ち
ま
す
ｔ

ｅ
　
自
然
洒
と
醤
油
同
量
を
合
わ
せ
、
は
け

で
塗
り
な
が
ら
あ
ぶ
っ
て
焼
き
ま
す
。

④
　
切
り
分
け
て
、
粉
山
椒
を
ふ
っ
て
嗅
き

ま
す

「
＊

大
原
木
そ
ば

京
都
の
北
東
部
に
あ
る
大
原
の
里
か
ら
、

ま
き
を
束
ね
て
、
頭
部
に
の
せ
、
大
原
女
が

市
中
を
売
り
歩
き
ま
し
た

．
ま
き
を
束
ね
た

形
の
も
の
を
大
原
木
と
い
い
ま
す
¨

材
料
／
卜
そ
ば
　
　
　
　
　
　
　
１
把

ふ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
５
本

か
ん
び
ょ
う
　
　
　
　
　
少
々

０
　
■
そ
ば
は
、

方
の
端
を
糸
で
し
ば
り
、

タ
ッ
プ
リ
の
湯
で
ゆ
が
き
、水
洗
い
し
ま
す
．

０
　
ふ
き
は
、
熱
湯
に
塩

＾
つ
ま
ふ
入
れ
、

色
よ
く
煮
て
、
皮
を
む
き
ま
す

０
　
か
ん
ひ
ょ
う
は
、
塩
も
み
し
て
洗

い
、

煮
て
下
味
を
つ
け
て
お
き
ま
す
〓

り
　
そ
ば
と
ふ
き
の
長
さ
を
揃
え
て
切
り
、

か
ん
ひ
ょ
う
で
束
ね
、
椀
に
入
れ
ま
す
．

０
　
出
し
汁

５
カ
ッ
プ
に
、
塩
小
さ
じ
１
、

弩
油
大
さ
じ
３
で
調
味
し
、④
に
は
り
ま
す
．

＊

ふ

き

の

葉

ご

ま

煮

ふ
き
の
集
は
、
多
少
苦
味
の
あ
る
も

の
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
苦
味
が
、
臓
器
を
ひ
き

じ
め
る
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

。

材
料
／
ふ
き
の
葉
　
　
　
　
　
　
１
束
分

白

ご
ま
　
　

　
　

　
　

％
カ

ッ
プ

・し
　

ふヽ
き
の
集
は
、
熱
湯
に
塩

一
つ
ま
み
人

れ
、
サ

ッ
と
く
ぐ
ら
せ
ま
す

．

２
　
ふ
き
の
葉
を
ひ
ろ
げ
、
縦
横
に
包
卜
を

梅御飯

大原木そは



入
れ
て
切
り
ま
す
。

③
　
油
小
さ
じ
１
で
炒
め
、
水
を
ヒ
タ
ヒ
タ

に
加
え
、
自
然
酒
大
さ
じ
１
、
醤
油
大
さ
じ

２
で
調
味
し
、汁
が
な
く
な
る
ま
で
煮
ま
す
。

④
　
白
ゴ
マ
は
、
洗

っ
て
炒
り
、
切
り
ご
ま

に
し
て
、
ふ
り
か
け
ま
す
。

＊

道
明
寺
揚
げ

餅
米
を
蒸
し
て
干
し
、
砕
い
て
作
ら
れ
た

道
明
寺
精
は
、
平
安
時
代
か
ら
、河
内
の
「
道

明
寺
」
の
名
物
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
菓
子

や
、
揚
げ
物
の
衣
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

材
料
／
南
瓜

（中
位
の
も
の
）
　

％
個

地
粉
　
　
　
　
　
　
　
　
適
量

道
明
寺
精
　
　
　
　
　
　
適
量

①
　
南
瓜
は
、
四
ツ
割
に
し
て
１０
分
ほ
ど
蒸

し
ま
す
。

（少
し
固
さ
が
残
る
程
度
）
末
広

形
に
切
り
ま
す
。

②
　
餅
玄
米
を
、
水
に

一
晩
浸
し
て
蒸
し
、

カ
ラ
カ
ラ
に
干
し
、
砕
き
ま
す
。

③
　
地
粉
に
塩
少
々
を
加
え
、
水
溶
き
し
て

う
す
い
衣
を
作
り
、
南
瓜
に
つ
け
、
②
を
ま

ぶ
し
て
油
で
揚
げ
ま
す
。

②
は
、
寒
中
に
作
る
の
が
最
も
良

い
。
作

っ
た
も
の
は
、
カ
ン
な
ど
で
保
存
し
て
お
く
。

＊

水

無

月

平
安
時
代
に
、
京
都
に
は
、
氷
室
が
六
カ

所
あ
り
、
六
月

一
日
に
、
そ
の
氷
を
出
し
て

宮
中
に
奉
納
し
た
の
で
す
。
し
か
し
、
庶
民

に
は
手
の
届
か
ぬ
も
の
で
し
た
の
で
、
氷

の

形
に
な
ぞ
ら
え
、
甘
く
煮
た
小
豆
を
散
ら
し

た
蒸
し
菓
子
を
作
り
、
六
月
二
十
日
に
食
し

た
の
で
す
。

「
ハ
イ
、
コ
オ
リ
／
」
と
、
冷
蔵
庫
か
ら
氷

が
ザ
ク
ザ
ク
と
い
う
時
代
で
は
な
か
っ
た
の

で
、
氷

へ
の
あ
こ
が
れ
は
、
大

へ
ん
な
も
の

で
し
た
。
し
か
し
氷
よ
り
は
、
こ
の
水
無
月

の
ほ
う
が
、
ず

っ
と
健
康
的
で
す
ね
。

材
料
／
玄
米
粉
　
　
　
　
　
　
　
１
カ
ッ
プ

吉
野
葛

（粉
末
状
）
　

％
カ
ッ
プ

塩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
さ
じ
％

小
豆
　
　
　
　
　
　
　
％
カ
ッ
プ

レ
ー
ズ
ン
（病
人
は
不
可
）％
カ

ッ
プ

①
　
小
豆
は
、
四
倍
位
の
水
を
入
れ
て
火
に

か
け
、
静
か
に
二
、
三
回
差
し
水
を
し
な
が

ら
、
や
わ
ら
か
く
煮
ま
す
。
最
後
の
水
気
が

な
く
な
る
前
に
、
塩
小
さ
じ
％
加
え
ま
す
。

②
　
レ
ー
ズ
ン
は
、
み
じ
ん
に
き
ぎ
み
、
小

豆
が
さ
め
て
か
ら
ま
ぜ
合
わ
せ
ま
す
。

③
　
玄
米
粉
、士
口
野
葛
、
塩
を
よ
く
合
わ
せ
、

水
を
加
え
て
、
衣
状
に
溶
き
、
流
し
箱
を
水

で
ぬ
ら
し
、
流
し
入
れ
ま
す
。

④
　
蒸
し
器
で
、

２０
分
ほ
ど
蒸
し
ま
す
。
途

中
、
表
面
が
固
ま
り
か
け
た
と
き
に
、
②
を

す
き
ま
の
な
い
よ
う
に
な
ら
べ
ま
す
。

⑤
　
一二
角
形
に
切
り
わ
け
る
の
が
古
式
の
形

で
す
が
、
好
み
の
形
に
切

っ
て
下
さ
い
。

小
豆
を
用
い
る
の
は
少
量
な
の
で
、
余
分

な
も
の
は
、
冷
凍
し
て
お
い
て
、
他
の
菓
子

に
利
用
し
て
下
さ
い
。

Ｘ
和
え
も
の
三
種

暑
い
季
節
を
迎
え
る
と
、
ツ
イ
、
サ

ッ
パ

リ
と
し
た
も
の
ば
か
り
頂
き
が
ち
で
す
。
和

え
も
の
に
、
少
々
コ
ク
の
あ
る
も
の
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

●
　
ふ
き
の
ゴ

マ
和
え

材
料
／
ふ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
％
　
束

白
ご
ま
　
　
　
　
　
　
　
％
カ
ッ
プ

醤
　
油
　
　
　
　
　
　
　
大
さ
じ
３

出
し
汁
　
　
　
　
　
　
　
１
カ
ッ
プ

①
　
ふ
き
は
、

２０
セ
ン
チ
く
ら
い
に
き
り
、

熱
湯
に
塩

一
つ
ま
み
入
れ
、色
よ
く
ゆ
が
き
、

筋
を
と
り
ま
す
。
５
セ
ン
チ
く
ら
い
に
き
り

ふきの葉ござ煮

水無月

‐‐ ‐
  ‐
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そ
ろ
え
ま
す
。

②
　
白
ご
ま
は
、
洗

っ
て
煎
り
、
切
り
ご
ま

に
し
ま
す
。

③
　
ふ
き
を
出
し
汁
で
煮
て
、
醤
油
を
加
え

白
ご
ま
を
入
れ
て
和
え
ま
す
。

●
　
ふ
き
の
葉
の
甘
夏
和
え

材
料
／
ふ
き
の
葉
　
　
　
　
　
　
１
束
分

甘
夏
み
か
ん
　
　
　
　
　
％
　
個

味
　
噌
　
　
　
　
　
　
　
大
さ
じ
３

①
　
ふ
き
の
葉
は
、
熱
湯
に
塩

一
つ
ま
み
入

れ
て
ゆ
が
き
、細
く
き
り
ま
す
。

②
　
＝
夏
み
か
ん
を
し
ば
り
、

そ
の
汁
に
味
哺
を
加
え
て
溶
き
、

ふ
き
の
葉
を
和
え
ま
す
。

●
　
午
芳
の
味
噌
和
え

材
料
／
新
午
芳
　
　
２
　
本

味
　
哺
　
　
大
き
じ
３

油
　
　
　
　
大
き
じ
２

０
　
や
わ
ら
か
い
新
午
労
は
、

泥
を
落
す
と
き
、
手
荒
に
こ
す

る
と
、
せ

っ
か
く
の
良

い
香
り

ま
で
失
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
静

か
に
洗

っ
て
泥
を
落
し
ま
し
よ

ヽ
一『．′　　^

）

ｏ
）

午
芳
は
、
薄
い
斜
め
切
り

に
し
、
油
大
さ
じ
２
で
炒
め
ま

す
「

Ｏ
　
か
ぶ
る
ほ
ど
に
水
を
注
ぎ
、

し
ば
ら
く
煮
ま
す
。

④
　
味
噌
を
、
出
し
汁
少
々
で

の
ば
し
、
弱
火
で
１０
分
く
ら
い

煮
ま
す
。

・０
　
者
た̈
午
労
と
、
味
噌
が
さ

め
て
か
ら
和
え
ま
す
。

な
し
で
ふ
っ
く
ら
炊
け
る

鉄
釜
に

「
木
の
蓋
」

の
人
味
釜
は
圧
力
な
し
で
栄
養
価
を
ア

ィ
ブ
し
熱
の
状
態
が
最
適

で
玄
米
を
と
て
も
お

い
し
く
炊
き
あ

さ
ら
に
釜
の
鉄
分
は
、
ア
ル
ミ
化
時
代
の
〈
′
Ｈ

貧
血
の
方

に
は
欠

か
せ
な

い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
っ

農
薬

や
重
金
属
を
心
配
さ
れ
る
方
は
特
に
玄
米
を
め
し
１‐
り

ド
さ

い
。

（桜
木
健
占
杵

「
玄
米
食
の
す
す
め
」
よ
り
ヽ

あ
な

た
様
も

こ
の
人
味
０
で
健
康
を
買

っ
て
下
さ

い
。

目玄米が鉄釜と木暗で、圧力

◎ 15,000111(1合 から7合 まで炊けます)

◎ 13,000円 (1合から3合 まで炊けます)

●説明!::進 'II

●試食会にご招待 します:お 申込み次第、
日Hレ をお知らせ します.

玄米めしませ運道本部
東 京 都 渋 谷 |え 桜 l■ 町 4番 24号
電話 (463)2936 務ご季東京 192655
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洗
濯
機
に
水
を
入
れ
、
洗
剤
を
ま
ぜ
、
洗

濯
物
を
入
れ
、
ス
イ

ッ
チ
を
入
れ
る
。
洗

い

終

っ
た
衣
類
は
真

っ
自
。
い
か
に
も
清
潔
感

が
た
だ
よ
う
。
が
、
は
た
し
て
本
当
に
清
潔

な
の
だ
ろ
う
か
。

電
気
洗
濯
機
は
昭
和
５
年
頃
、
初
め
て
日

本
で
製
造
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
爆
発
的
に
売

れ
出
し
た
の
は
昭
和
３５
年
頃
。
そ
の
こ
ろ
か

ら
日
本
に
お
け
る
合
成
洗
剤
の
生
産
も
飛
躍

的
に
伸
び
、
図
１
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

４９

年
な
ど
は
８０
万
ト
ン
を
突
破
す
る
ほ
ど
で
ぁ

っ
た
。
数
量
だ
け
を
論
じ
て
み
て
も
、
あ
ま

り
に
使
い
過
ぎ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

合
成
洗
剤
の
有
毒
性
は
ひ
と
ま
ず
お
く
と

し
て
、
水
と
洗
剤
と
衣
類
を
入
れ
、
あ
と
は

機
械
ま
か
せ
と
い
う
安
易
さ
と
、
地
に
足
の

つ
い
て
い
な
い
日
本
経
済
繁
栄
に
う
か
れ
て

モ
ノ
を
無
駄
に
し
て
き
た
、
我
々
日
本
人
の

姿
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

３
種
の
神
器
と
言
わ
れ
た
電
気
掃
除
機
、

電
気
洗
濯
機
、
テ
レ
ビ
が
普
及
し
た
結
果
、

私
達
の
生
活
は
ど
う
変

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

今
と
対
比
す
る
意
味
で
極
端
な
例
を
あ
げ

れ
ば
、
じ
い
さ
ま
と
ば
あ
さ
ま
の
登
場
す
る

昔
話
で
は
、
ば
あ
さ
ま
は
必
ず
川
へ
洗
濯
に

行
く
、
と
相
場
が
き
ま

っ
て
い
る
よ
う
に
、

洗
濯
は
女
性
の
生
活
の
主
要
な

一
部
を
占
め

て
い
た
。

今
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
掃
除
機
、
洗
濯

機
で
掃
除
、
洗
濯
は
手
軽
に
す
ま
せ
、
余
分

に
で
き
た
時
間
を
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
遊

び
に
費
や
す
、
と
い
う
の
が
、
も
ち
ろ
ん
全

部
で
は
な
い
が
、　
一
般
の
傾
向
で
あ
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。

も

っ
と
も
、
洗
濯
を
手
早
く
す
ま
す
の
が

悪
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
衣
類
の

一
枚

一
枚
を
大
切
に
す
る
心
を
忘
れ
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
、
し
か
も
す
ば
や
く
洗
濯
で
き
れ

ば
、
こ
の
上
な
い
。

私
達
の
生
活
の
基
本
は
衣

・
食

・
住
で
あ

る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
食
べ
物
を

つ
く
り
、

そ
れ
を
食
べ
、
衣
を
ま
と
い
、
雨
露
を
し
の

ぐ
、
こ
れ
が
生
活
だ
、
と
言
え
な
く
も
な
い
。

生
活
の
充
実
と
は
何
か
、
と
い
っ
た
ら
、
私

達
の
心
と
身
体
を
は
ぐ
く
む
衣
と
食
と
住
、

ま
ず
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
適
し
た
形

で
充
実
さ
せ
て
こ
そ
、
よ
り
豊
か
な
生
活
が

営
め
る
の
で
は
な
い
か
。

少
し
許
ま
で
、
日
本
で
は
主
に
、
灰
、
海

藻
、
植
物
の
煎
汁
な
ど
、
植
物
性
の
も
の
が

洗
剤
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

か
ら
天
然
油
脂
、
苛
性
ソ
ー
ダ
を
使

っ
た
石

け
ん
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
が
、
織
田

・
豊
臣

の
時
代
で
、
江
戸
末
期
に
は
、
蘭
学
医
た
ち

が
牛
脂
や
ヤ
シ
油
を
使

っ
た
石
け
ん
を
実
験

的
に
造

っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
ど
日
な
が
ら
の
も
の
の
中
か
ら
、
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▲都市生活の花形、コイン・ランドリー。右の奥には、
乾燥機も設置 してある。独身男性ばかりでなく、主婦
もおおいに千J用する昨今である。

▲ タライと洗濯板で洗いながら丼戸端会議・……も今は昔。

木のタライも高くなり、これは、世田谷のボロ市で、

筆者が|万円で買ったもの。

い
く
つ
か
を
拾
い
あ
げ
て
み
た
。

●
サ
イ
カ
チ
ー
ー
別
名
カ
ワ
ラ
フ
ジ
と
い

い
、
川
岸
な
ど
に
見
ら
れ
、
見
上
げ
る
よ
う

な
大
木
に
な
る
。
実
の
さ
や
を
煎
汁
に
し
て

洗
剤
と
す
る
。
こ
れ
に
は
、
サ
ポ

ニ
ン
と
い

う
、
よ
ご
れ
を
落
と
す
成
分
が
含
ま
れ
て
い

て
、
石
け
ん
の
よ
う
な
泡
が
立
つ
。
採
取
時

期
は
秋
。

髪
の
毛
の
黒
焼
き
を
つ
く
る
際
、
昔
は
こ

の
煎
汁
で
髪
を
洗

っ
て
か
ら
黒
焼
き
に
し
た

と
い
う
。
漢
方
で
も
、
皮
膚
病
、
頭
痛
な
ど
、

種
々
の
用
途
が
あ
る
。

●
ム
ク
ロ
ジ
ー
ー
果
穀
を
煎
じ
て
洗
剤
と

す
る
。
サ
イ
カ
チ
同
様
、
サ
ポ

ニ
ン
が
働
く
。

ム
ク
ロ
ジ
は
サ
イ
カ
チ
に
く
ら
べ
て
、
泡
立

ち
が
よ
い
と
い
う
。

●
み
か
ん
の
皮
―
―

『
お
ば
あ
さ
ん
の
知

恵
袋
」
と
い
う
本
に
出
て
い
る
や
り
方
。
み

か
ん
の
皮
を
ぎ
る
に
入
れ
、
日
な
た
で
千
し

あ
げ
る
。
か
ち
か
ち
に
か
わ
い
た
皮
を
５
、

６
個
、
水
を
入
れ
た
容
器
に
入
れ
、
火
に
か

け
る
。黄
色
の
汁
が
出
た
ら
皮
を
取
り
出
し
、

火
か
ら
お
ろ
す
。
沸
騰
さ
せ
る
と
、
み
か
ん

の
皮
が
砕
け
て
、
液
が
き
た
な
く
な
る
と
い

う
。漢

方
で
は
煎
汁
と
し
、
カ
ゼ
の
薬
と
し
て

使
う
。

●
海
藻
―
―

ワ
カ
メ
の
根
や
茎
を
温
湯
に

ひ
た
す
か
、
少
し
火
を
入
れ
て
出
来
た
粘
液

を
使
う
。
主
に
漁
村
で
行
な
わ
れ
て
い
た
も

の
。
ふ
の
り
は
洗

い
張
り
に
使
う
。

海
藻
か
ら
作

っ
た
洗
剤
液
と
し
て
細
々
と

な
が
ら
商
品
化
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
兵
庫

県
洲
本
市
の
古
館
富
有
子
さ
ん
が
、
家
伝
の

古
文
書
に
従

っ
て
作

っ
た
と
い
う
『
富
有
液
』

が
あ
り
、
こ
れ
は
、
淡
路
島
の
東
海
岸
で
と

れ
る
い
ぎ
す
と
ゴ

マ
と
寒
の
水
が
成
分
。

こ
の
富
有
液
を
使

っ
た
古
館
式
洗
濯
法
の

研
究
グ
ル
ー
プ
に
、
コ
ス
モ
ス
の
会

（中
野

区
東
中
野
二
の
六
の
一
九
、
田
中
愛
子
方
、

電
話
〇
二

‐
二
七

一
‐
一
一
二
九
）
と
い
う

グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
月
に

一
回
集
ま

っ
て
研

究
会
を
開
い
て
い
る
。
高
級
衣
服
の
洗
い
方

を
主
に
研
究
し
て
い
る
が
、
衣
類
を

い
た
め

な
い
洗
い
方
、上
手
な
ア
イ
ロ
ン
の
か
け
方
、

し
み
抜
き
の
方
法
な
ど
、
基
本
的
な
こ
と
も

勉
強
で
き
る
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は
同
会

へ
直
接
、
問
い
合
せ
て
下
さ
い
。

●
灰
汁
―
―
植
物
性
洗
剤
の
中
で
も
い
ち

ば
ん
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
だ

っ
た
の
が
灰
汁
。
ワ
ラ

灰
、木
灰
を
水
に
と
か
し
た
上
ず
み
を
使
う
。

灰
汁
は
絹
以
外
な
ら
何
で
も
洗

っ
て
差
し
つ

か
え
な
い
。
食
器
洗

い
な
ど
に
も
使
え
る
。

灰
の
ア
ク
の
ア
ル
カ
リ
分
が
衣
類
の
油
分

と
く

っ
つ
き
、
そ
の
化
学
的
結
合
が
そ
の
ま

ま
石
け
ん
の
役
割
を
果
た
す
。
灰
の
原
料
と

し
て
は
、
本
で
も
悪
く
は
な
い
が
、
カ
リ
の

多
い
ワ
ラ
が
い
ち
ば
ん
効
果
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

黒
い
所
の
残

っ
て
い
な
い
、
シ
ン
ま
で
よ

く
燃
や
し
た
も
の
が
洗
剤
と
し
て
効
果
が
あ

る
。
ワ
ラ
な
ど
、
た
く
さ
ん
燃
や
し
て
も
、

出
る
灰
は
ほ
ん
の
少
し
に
し
か
な
ら
な
い
。

昔
は
、
ワ
ラ
灰
で
髪
を
洗
う
こ
と
も
珍
し
い

こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
今
は
木
灰
が
市
販
さ

れ
る
時
勢
で
あ
る
。

灰
汁
の
効
用
に
関
し
て
は
、
石
塚
左
玄
が

『
化
学
的
食
養
長
寿
論
』

で
論
じ
て
い
る
の

で
、　
一
部
引
用
す
る
。

『
春
末
よ
り
霜
降
以
前
の
時
期
中
に
お
け
る

被
服
の
洗
濯
は
、
そ
の
洗
濯
水
に
カ
リ
塩
の

本
源
た
る
灰
汁
水
を
使
用
す
る
や
、
肌
着
の

吸
取
せ
し
身
体
の
不
潔
物
た
る
排
泄
物
を
充

分
に
洗
い
出
し
、
日
乾
し
て
さ
め
て
後
、
再

び
着
服
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
身
体
の
蒸
発
気

よ
り
出
づ
る
不
潔
物
、
な
か
ん
ず
く
汗
塩
（ナ

ト
ロ
ン
塩
）
を
容
易
に
吸
収
す
る
と
こ
ろ
と

な
り
て
、
こ
と
に
精
神
に
爽
快
を
覚
ゆ
る
な

り
。
（中
略
）

悪
疫
の
流
行
す
べ
き
暖
暑
時
、
こ
と
に
陰

う
つ
の
時
期
に
は
被
服
を
充
分
に
洗
濯
し
て
、

量
も
塩
分
を
含
ま
ぎ
る

（汗
の
そ
ま
ざ
る
）

清
乾
せ
る
被
服
を
着
用
せ
ぎ
る
べ
か
ら
ず
。

被
服
は
実
に
、
吾
人
却
病
保
生
の
、
身
体
を

保
護
す
る
も
の
な
れ
ば
な
り
』

汗
の
多
い
時
期
に
は
、
汗
と
反
対
の
成
分

の
カ
リ
を
含
ん
だ
も
の
で
洗
う
の
が
、
身
心

共
に
よ
い
、
と
い
う
こ
と
だ
が
、
左
玄
の
主
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▲合成洗剤の主原料。石油工場のカスのアルキル・ベン

ゼン・スルフォン酸塩 (左 )、 化学工場の廃棄物の苛性
ソーダ(中 )、 肥料工場の廃棄物の硫酸ソーダ(右 )。

(写真/本宮栄作さん提供)

▲石けんのできるまで。右方の釜の中で、大豆油と苛性
ソーダがまぜられている (上 )。 化学反応をおこして、
釜の中から石けんが吹き出したところ(下 )。

(本 rf石 けん工場にて)

-52-

張
は
、
そ
の
石
け
ん
批
判
の
所
で
さ
ら
に
は

っ
き
り
す
る
。
彼
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
洗
濯
石
鹸
の
ご
と
き
は
、
暑
短
寒
長
国
に

お
け
る
出
汗
少
な
き
人
種
が
常
用
す
べ
き
も

の
な
る
も
、
天
気
和
媛
の
我
国
に
お
い
て
、

こ
れ
を
使
用
せ
ん
に
は
、
霜
降
以
降
、
春
末

以
前
の
期
間
中
に
お
け
る
被
服
寝
具
の
洗
濯

に
流
用
す
べ
き
も
の
と
、
化
学
的
に
見
解
す

る
も
、
あ
え
て
証
言
に
あ
ら
ぎ
る
べ
し
』

洗
濯
の
目
的
は
結
局
の
と
こ
ろ
、

『
清
潔

さ
」
で
あ
る
は
ず
の
も
の
が
、『
清
潔
感
』
に

す
り
か
え
ら
れ
て
し
ま

っ
た
。
今
は
、
見
か

け
の
清
潔
さ
、
き
れ
い
さ
が
世
を
は
ば
か
っ

て
い
る
時
代
と
い
え
る
。

今
挙
げ
た
も
の
は
、
理
想
的
な
洗
剤
で
あ

る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
そ
う
多
く
手
に
入
れ

る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
今
、
あ
る
程
度
容

易
に
手
に
入
り
、
し
か
も
、
合
成
洗
剤
よ
り

害
の
少
な
い
も
の
と
い
っ
た
ら
、
天
然
油
脂

を
使

っ
た
脂
肪
酸
系
石
け
ん
と
な
る
。
こ
の

原
料
は
油
と
苛
性
ソ
ー
ダ

（カ
リ
ヽ
こ
の
原

料
か
ら
し
て
、
カ
リ
分
を
含
ん
だ
灰
、
海
藻

な
ど
を
洗
剤
と
し
て
、
洗

い
な
が
ら
、
よ
ご

れ
と
の
結
合
で
自
然
と
石
け
ん
を
作
り
出
し

て
い
た
古
人
の
知
恵
の
す
ば
ら
し
さ
に
思
い

あ
た
る
。

こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
少
し
ず

つ
見
直

さ
れ
て
き
て
、
消
費
者
団
体
、
反
公
害
団
体

な
ど
が
推
し
進
め
る
粉
石
け
ん
に
メ
ス
を
入

れ
て
み
た
。

石
け
ん
の
働
き

洗
う
と
い
う
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
か
と
い

う
と
、
衣
類
の
表
面
、
お
よ
び
内
部
に
つ
い

た
よ
ご
れ
を
落
と
す
こ
と
で
あ
る
。
表
面
の

よ
ご
れ
な
ら
水
だ
け
で
す
む
が
、
中
に
し
み

込
ん
だ
よ
ご
れ
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
と
い

う
の
は
、
そ
の
表
面
張
力
の
現
象
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
水
に
は
凝
縮
力
が
あ

っ
て
、
す

ぐ
に
は
繊
維
に
し
み
込
ま
な
い
。
そ
れ
を
補

っ
て
、
水
が
繊
維
に
し
み
込
む
の
を
助
け
、

内
部
の
よ
ご
れ
に
働
き
か
け
る
の
が
石
け
ん

で
あ
る
。

だ
か
ら
、
表
面
に
し
か
よ
ご
れ
の
な
い
食

器
に
洗
剤
を
使
う
こ
と
は
、
ま

っ
た
く
の
無

駄
使
い
で
し
か
な
い

（東
京
豊
島
区
の
本
宮

石
け
ん
社
長
、
本
宮
栄
古
さ
ん
の
話
）
こ
と

に
な
る
。
油
よ
ご
れ
の
も
の
に
も
洗
剤
は
ま

ず
必
要
な
い
。
熱
湯
を
流
す
か
、
ま
た
は
、

塩
か
小
麦
粉
を
ふ

っ
て
紙
で
ふ
け
ば
よ
い
。

水

か
湯

か

天
然
油
脂
の
粉
石
け
ん
は
６０
度
以
上
の
湯

が
い
ち
ば
ん
溶
け
や
す
い
、と
い
わ
れ
る
が
、

ぬ
る
ま
湯
で
も
大
し
て
差
し
つ
か
え
は
な
い
。

た
だ
、
市
販
の
粉
石
け
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
、

水
で
は
洗
浄
効
果
は
お
ち
る
。
こ
れ
は
、
水

の
温
度
で
は
溶
け
に
く
い
油
脂
を
原
料
に
使

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
洗
濯
機
で
洗
う
だ
け
で
な
く
、
手

洗
い
や
、
さ
さ
ら

。
ブ
ラ
シ
洗
い
を
併
用
す

る
と
よ
ご
れ
が
よ
く
落
ち
、
洗
剤
を
節
約
で

き
る
。
と
い
う
の
は
、
洗
濯
機
は
洗
濯
物
に

一
様
に
力
が
加
わ

っ
て
、
よ
ご
れ
を
均

一
に

落
と
す
反
面
、
部
分
的
な
が
ん
こ
な
よ
ご
れ

に
弱
い
か
ら
で
あ
る
。

タ
ラ
イ
で
洗
濯
す
れ
ば
、
洗
濯
機
よ
り
ず

っ
と
使
う
水
の
量
が
少
な
く
て
す
む
が
、
す

ぐ
に
そ
う
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
洗
濯



機
を
上
手
に
利
用
で
き
れ
ば
、
そ
れ
に
こ
し

た
こ
と
は
な
い
と
思
う
。

手

間

を

い
と

わ

ず

洗

う

次
に
洗
う
手
順
に
入
る
が
、
こ
ん
な
こ
と

を
書
く
こ
と
自
体
、
バ
カ
バ
カ
し
い
と
言
う

人
も
あ
る
か
と
思
う
が
、
我
々
、
自
動
洗
濯

機
に
な
れ
親
し
ん
で
き
た
者
に
と

っ
て
は
、

知
ら
な
い
こ
と
が
あ
ま
り
に
あ
る
の
で
、
あ

え
て
書
い
て
み
た
。
以
下
の
例
は
、
昔
の
人

な
ら
、
ご
く
当
り
前
と
し
て
知

っ
て
い
る
事

柄
を
寄
せ
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

●
洗
う
前
に
全
体
を
よ
く
調
べ
、
シ
ミ
や

よ
ご
れ
の
ひ
ど
い
部
分
に
縫
い
じ
る
し
を
つ

け
、
２
、
３
分
予
洗
を
す
る
。
軽
く
脱
水
を

か
け
、
よ
ご
れ
の
落
ち
具
合
を
点
検
す
る
。

●
次
に
、
よ
ご
れ
の
目
立
つ
エ
リ
、
ソ
デ

日
、
ス
ソ
、
ポ
ケ
ッ
ト
な
ど
を
、
石
け
ん
を

つ
け
た
プ
ラ
シ
で
こ
す
る
。
た
だ
、
あ
ま
り

激
し
く
プ
ラ
シ
を
使
う
と
、
布
地
が
傷
ん
で

し
ま
う
の
で
、
軽
く
プ
ラ
シ
を
か
け
る
だ
け

で
よ
ご
れ
が
落
ち
る
よ
う
に
、
半
日
ほ
ど
前

か
ら
石
け
ん
水
に
衣
類
を
浸
し
て
お
く
の
も

よ
い
。

●
普
通
、
洗
剤
で
洗
う
の
は

一
回
だ
が
、

こ
こ
で
は
、
一
一度
洗
い
の
方
法
を
紹
介
す
る
。

洗
濯
に
使
う
量
の
半
分

で
ま
ず

一
回
洗

っ
て

脱
水
す
る
。
次
に
も
う

一
度
、
残
り
の
洗
剤

で
洗

っ
て
脱
水
。
次
に
、
少
量
の
酢
を
入
れ

て
す
す
ぐ
。
な
ぜ
三
度
洗

い
、
三
度
脱
水
す

る
か
と
い
う
と
、
洗
い
出
さ
れ
た
よ
ご
れ
が

再
び
布
に
付
着
す
る
の
を
減
ら
す
た
め
で
あ

る
。
す
す
ぎ
に
酢
を
使
う
の
は
、
布
に
つ
い

た
酸

（石
け
ん
の
脂
肪
酸
）
を
、
酢
の
ア
ル

カ
リ
で
引

っ
張
り
出
す
た
め
。

こ
の
よ
う
に
、
予
洗
や
手
洗
い
を
併
用
す

る
と
、
使
用
す
る
洗
剤
の
量
は
、
こ
れ
を
し

な
い
場
合
の
半
分
ほ
ど
で
す
む
と
い
う
。

前
述
の
本
宮
さ
ん
の
家
で
は
、
４
人
家
族

で
、
５
キ
ロ
の
洗
剤
で
４
カ
月
も
つ
と
い
う
。

筆
者
は
ワ
イ
シ
ャ
ツ
な
ど
、
よ
ご
れ
の
目

立
つ
部
分
の
あ
る
も
の
は
、
ブ
ラ
シ
に
石
け

ん
を
つ
け
て
洗
い
、
そ
の
後
に
薄

い
灰
汁
水

で
ざ
ぶ
ざ
ぶ
と
や

っ
て
す
す
ぐ
だ
け
。
あ
ま

り
よ
ご
れ
の
つ
か
な
い
も
の
の
場
合
は
、
灰

汁
水
で
手
洗
い
す
る
程
度
で
す
ま
し
て
い
る
。

だ
か
ら
、
合
成
洗
剤
を
使
っ
た
時
の
よ
う

な
白
さ
は
望
め
な
い
が
、
あ
の
異
様
な
ま
で

の
、
青
味
が
か
っ
た
白
さ
は
、
蛍
光
増
白
剤

な
ど
、
石
油
化
学
物
質
の
せ
い
で
あ
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
白
い
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
、

と
言
え
な
く
な
る
。
よ
ご
れ
、
汗
な
ど
を
落

と
し
、
さ

つ
ば
り
し
た
衣
類
に
す
る
と
い
う

こ
と
と
、
化
学
物
質
の
力
で
、
見
か
け
の
清

潔
感
を
出
す
と
い
う
こ
と
は
、
ま

っ
た
く
別

物
な
の
だ
か
ら
。

最
後
に
、
食
養
的
に
お
も
し
ろ
い
と
思
わ

れ
る
し
み
抜
き
法
を
紹
介
す
る
。
血
、
膿
、

食
べ
物
な
ど
の
し
み
に
大
根
を
使
う
と
い
う

も
の
。
こ
れ
も
古
人
の
知
恵
で
あ
る
。

ま
ず
、
白
い
タ
オ
ル
か
手
ぬ
ぐ
い
を
折
り

た
た
ん
で
敷
き
、
そ
の
上
に
、
し
み
の
つ
い

た
布
を
の
せ
、
大
根
の
切
り
口
で
た
た
く
。

お
ろ
し
に
し
て
綿
棒
で
た
た
け
ば
、
さ
ら
に

よ
い
。
下
の
敷
き
布
は
た
び
た
び
位
置
を
か

え
、
い
つ
も
き
れ
い
な
部
分
に
し
み
が
あ
た

る
よ
う
に
す
る
。

大
根
で
な
く
と
も
、
生
姜
汁
を
溶
か
し
た

微
温
湯
な
ど
も
効
果
が
あ
る
。

そ
の
後
は
、
水
に
ぬ
ら
し
て
固
く
し
ば

っ

た
ガ
ー
ゼ
で
周
囲
の
水
分
を
ば
か
す
よ
う
に

た
た
き
、
仕
上
げ
に
は
、
手
の
ひ
ら
の
間
に

は
さ
む
か
、
太
股
に
あ
て
、
そ
の
上
か
ら
手

の
ひ
ら
を
あ
て
て
か
わ
か
す
。
フ」
う
す
る
と
、

し
み
の
部
分
と
そ
の
周
囲
と
に
、
ほ
ど
よ
い

温
度
が
加
わ
り
、
輸
じ
み
が
で
き
な

い
。

も

っ
と
手

っ
取
り
早
く
、
そ
の
場
で
即
座

に
し
み
を
抜
く
方
法
に
、
唾
液
を
使
う
手
が

あ
る
。
し
み
の
つ
い
た
部
分
に
唾
液
を
つ
け

る
の
だ
が
、
い
ち
ば
ん
よ
い
の
は
、
唾
液
を

つ
け
な
が
ら
、
し
み
の
部
分
を
吸

っ
て
し
ま

う
こ
と
。
こ
う
す
る
と
、
し
み
抜
き
あ
と
も

残
ら
ず
、
そ
の
部
分
は
、
よ
ご
す
前
以
上
に

さ
え
き
れ
い
に
な
る
。

■

参

考

分

献

薬
草
の
す
べ
て

（ひ
か
り
の
く
に
書
房
）

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵

（ゴ

マ
ブ

ッ
ク
ス
）

日
本
を
知
る
事
典

（社
会
思
想
社
）

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋

（文
化
出
版
局
）
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出典:通産省化学工業統計年報
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名    称
〈1ヒ海道 。東北地区〉

住所 。電話 営業時間 。休日 考備

の
ン

品
ケ

食
ン

康
サ

健
ト

・

一

然
パ

自
デ

北 海 道 健 康 学苑 じ 078-02旭 1市永山田丁11-52-6
2' (0166)48-4107

6T/064札 幌市中央区南
「

八条西7-3

(第 5コ ーポビルlF)
■, (oll)511-3232

007301砂 ||1市 西 1条北 l「 目9

8(01255)24386

0020-01岩
「

県岩 Fttlti沢 村穴 ll

a(01968)43420 436-4

0027岩 ■ttrf古市大通3-4-25
7' (01936)3-6310

0024岩 子県北 Lif新 穀町135
8(01976)47048

て
' 980 1L子

,「 |,1慮 田丁130
a(0222)62-7677

8:00^-20:00
毎 日曜 日

9:00-19:00
毎 日曜 日・祝 H

特に定めず

10:00´ ヤ18:00

毎 /1く 曜 日

年中無休

9:30-19:00
第1-3日 曜 日

食養相談,足 心道指導,食品, 書籍小売

玄米試食会,健康相談,指圧,

卸小売配達,料理講習会

漢方調斉」

海の学校,山の学校,食 品,雑穀,農産物
通信販売, 予約販売,料理研究会

有機農法食品, リマ化粧品,粉イiけ ん(′
jヽ 売 )

天然海産物
ir約で卸,定例の集い

食品・図書販売・出張講演に応ず
試食会 (無 料)

料理講習, 食品,「:籍販売,食養相談

く東 京。関東地区〉
オ ー サ ワ ジ ャバ ン 0151渋 7゛ 区大山町115イ ンター lo:00～ 18:oo 部内配達,国内発送

(東 北沢店 )● (o3)4655021代) マ ンク1階  毎日曜日 (小 田急線,東北沢1分 半)

然

一

自

タ

′く
・ヽ
ノ

の
セ

一っ
口ｍ

み
食

口頭
に伯

食
本

然

．タ
自

ン
悧
セ

ltlウ リ 薬 局

青 山 自 然 食 品
セ  ン  タ ー

マクロビオティック
菜  さいえん 宛

北上 正 食センター

(堀 込幸雄 )

都 立 大 自然食品セ
ンタ ー 初  穂

高       砂
自然 食 品セ ンター

六   合   堂

不 二 自 然 食 品

ふ る さ と や
正 食 セ ン タ ー

サ ン ラ イ ト
自然 食 品 セ ンター
九品仏 (く はんぶつ)駅前店

榊 ア ト ミ カ ル

エ コ ロ ジ ー

l■l野 原 商 会

ホ ビ ッ ト 村

い ゲ ダ ツ 商 事
(代 表取締役岡野武徳)

ltl ケ  ン コ ウ

lal そ う け ん
健康 食 品センター

み ず ほ 健 康 食 品

オーサ ワジャバン 0104中 野区中rr5プロードウェイ
(中 野店)● (o3)385-4233  センター4階

11:00～ 19:oO  食品, 書籍小売 (中 央線中野駅Jヒ ロ5分 )

毎日曜日,第 3水ロツH

9:30～ 19:30   レス トラン「天味」併設
(第 3本曜[1)  食品,器具,化粧品,図 書,4ヽ売,卸
9:00～ 17100   料理教室その他あり
(日 ・祝 )

11:00～18:30  ヨガ体操 (毎週火,P M6:00～ 8:00)
毎日曜日・祝H 純正食品,農産物,器具, リマ化粧品

9:00～ 19:00   料理講習・美容相談
マルチレーターによる健康本H言炎(無料)

9:00～ 19:00   食品,化粧品,書籍・医療器具
毎日1在 日    漢方薬,鍼灸,健康美容相談

9:30～ 19:00   食養相談, 料理講習,隣接区内配達
毎日曜日    (一 の橋交差点バス停前)

10:00～19:00  太詢:拳 講習会(初 心者向き,毎 月曜7時 から)

毎「1曜 日・祝日  整体指圧治療 (月 ・水。金 予約制 )

10:00～20:00  食品,農産物,器具,化粧F:等600余種取扱
第3日 曜日   料理教室 (毎週火曜日・金曜日,

春季・秋季年二期コース)

9:00～ 17:00   アトム基礎美肌料,五大茶,陽琲
食養健康および美容相談

9:00-
毎日曜日 ・ネ兄

赤穂の天塩n扱,そ の他
天塩使用食品(天塩味晴・天塩梅干等)

マクロピオティンク図書・講座
無農薬野菜 (ナ モ商会)

一般食品,健康食品

正食法の図書販売

9:00～ 17:00   食
『

i卸 , 酉己達, 発送承ります

毎日曜 H・ 祝

9:00～ 19:30   月一回料理教室,食養相談
毎火曜日

9:00～20:00   食品販売
毎日曜日    玄米食運動の宣伝と料理法の普及

0150渋 谷区桜ケ丘町43
● (03)461-7988rt)

〔営業所〕横浜市緑区美 しが丘513-8
■
' (045)901-51111代

)

0152日 黒区中根12-16
● (03)723-9202

012b葛 飾区li砂8135
■
' (03)600-1412
0123足 立区西新井本町121
8(03)8542233(西 新井小学校横通 )

0106港区麻布十番2-21-4
8(03)4518966

0135江 東区白河437
● (03)643-5247

0158世 HI谷 区奥沢7-20-15
8 (03)704-5191llt)

O H3文 京区本郷4-1-3

(1廿評ゲ) .(‖113塁非∫
階

0150渋 谷区鴬谷町5-7

● (03)496-0656

0167杉 並区西荻南3153
● (03)3321187(大 代 )

0160新 宿区荒本町 4

● (03)357-H61

0182調 布市布田1-27-2

● (0424)840376

0121足 七区束伊興町3322
● (03)853-1724(代 )

O182 6Fl江市西 Ir・ 川1-20-5

8(03)4803240

-54-
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雁豪痣麟紗
は じめ健康食品店

命 救 鍼 法 創 始 所

自然食品セ ンター
上   水   店

に こ に こ健 康 食

l■lマナ自然食センター

0180武蔵野市中田rl~2317
● (0422)51-2958

0180武蔵野市中町129-5
● (0422)54-7716

0188保谷市富士町5-7-22
● (0424)613785

019o立 ll市柏町4514
8(0425)373051

019203八王子市下柚本247101
● (0426)76-1258

0196昭 島市昭和町5-5-5
8(0425)44-8866(夜 間41-6068)

● (045)341-6876

0233横 浜市南区中島町481
8(045)7123339

0244横浜市戸塚区′:塚 町44
● (045)881-7636

019901 神奈川県津久井郡相模湖
町与瀬818-1

● (04268)42956

0275習 志野市本大久保5-324
● (0474)732957

0272市川市真間3-H12
● (0473)220810

0274千葉県船橋市西習志野2-28-7
● (0474)649130

0292本更津市牛込390
● (0438)418058
(内 房線袖ケ浦駅,タ クシー8分 )

0299-22千 葉県君津郡袖ケ浦横H1989
8  (0438)75-2003

030012茨城県十久町牛久3475
8(02987)20135

0319-22茨城県那J可 郡大1丁町中富
a (029s5)3-0264 1087

0332111国 市上青木西1325
● (0482)51-7001

0343越 谷市大沢4105
8(0489)62-3479

0346久 喜市南1-3-18
● (0480)210102

0336浦 和市常盤 932-21
8(0488)317819(■約11)千 日米 F

0370高 崎市和 田町713
8(0273)22-5484,255506

0370高 崎市新旧rlol
8(0273)25-2605

037012高 崎市山名町乙611

● (0273)46-4921

0370高 崎市小塙町樋越35-1
8(0273)43-8181(111中 ふ じ枝 )

10:Oll-19:00  1■ 食品,本 ,野菜
毎日曜日    料理教室(第 2・ 4上曜日 13:00卜 16:00)

8:311-20二〇0   食品全般,化粧品・洗剤
なし      書籍

9:00～ 18:00   痛みなく痕つかぬ
毎日曜日     はり,灸 ,白道(ハ クドウ)

9:30～ 19:30   大量展示車による引き売 りも
年中無休    致 しております

8:00～ 19:00   食配:,化粧品,書籍,農産物,季 節の山菜の
毎日曜日     販売,配達,自 然農園,料理教室,諸活動

10:00～ 19:00  健康食品 。自然食品・電子治療器総合専門lPi

毎日曜日    毎月最終木曜,料理教室
西d達 もいたします。

毎 l]曜 日(祝 日も休む事有 り)

9:30～ 19:00   渋谷 自然食品センター姉妹店

9:30-19:00
毎 71く 曜日

年中無休    穀類のぼんせんべい製造
食品,ホ シノパン種,農産物等販売
近県配達

10:30～ 19:00(平 日)食品販売,食事村1談
13:00～ 19:00(日 ・祝 )

毎水曜日

撃ピ粧|り

∞ 翠爾進ば,ン繁属:i権』冒ぅ
ヤルチレータ

電話で健康‖l談 に応 じます

8:00～22:00   食品販売,フ レンシヤ~実技指導(無 料)

定休日なし   3-7月 汐千狩名所,H～ 3月 海苔の産地
(電話予約市1) 静養宿泊歓迎

天然醸造警油「金lll」 製造
オーサワジャパン取扱

9:00～19:00   食品, I「 籍,atF具

毎火曜日

8:30～19:00   健康指導・催眠講習会
毎日曜 月I漫 日 (常 陸大宮駅 歩5分 )

11:00～ 20:00  「アマテラス会」食:l:1,JF籍販売
第1・ 3月 1畷 [1

8:30-21:00
無休

9:00～19:00   食養相談,健康指導, 食品,図 11∫ 販売,

毎日曜ロ     リマ化粧占:1,玄 米試食会,CI定 期講習会

正食とけいらく健康法
於熱海長寿会館(随時 )

9:00～19:Oo  図書,食品販売
無休      月例無双原理と正食の勉強会 健康村1談

9:00～19:00   食品販売,11食 ,空 千,合気道講習会
無休     健康指導

自然農法の玄米・里F菜,農産物加工
料r里 教室,群 15県 安全農法研究会

料f電 教室(第 1・ 2金曜日 n:∞～ )

例会(第 3月 曜)オ ーサワジャパン食品, CI書籍

な苑
　
口田
園

一
店
康

一　
湖

一　
口ｍ
堂

平
高

北
セ
　
ア
慢

0221横浜市神奈川区広台太田町21 9100～ 19:oO   市内配達承ります。
● (045)3210499 第 1日 曜日   東洋文化を深く研究する同志を求む

0240横浜市保上ケ谷区岩問日rl-10710:30～ 18:30  ● (o45)335-3083(自 宅 )

油

店
部

宮
院

庵

店

一
店
部
く
会

オ

一
崎

一
二子

庸七
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0371前 橋市本町1-12-13

1' (0272)24-1818(代 )

8:00～ 19:30   自然食講習,美容講習

毎日曜日     食事相談,人 生相談井上自然食品センター

∝ 畿・ 中部地区

福 井 健 康 学 園

店
ａ

の
機

口田
′、

食
和

康健
大

8:30～ 18:00   料理教室,健康教室,足心道, 自然農園

年中無休

091o福井市加茂河原2-19-12   8:00～ 19:00   料理教室(第 2土曜1時,第 4日 曜11時 )

正 食 の 店 ◆和 や

丸 の 内 薬 局

小 林 都 史 子

南
瞥虞亀毎ぁ

ぶ

イマミネ健康食品

自 然 の 家
ミ
玄 ミ XI::2饒 民曳FttL名

古屋町1829:00～ 19:00 PU石 干究会(毎 金曜日 P M7:00～ )

日曜日・祝日  料理教室(出張に応ず)

ヘリレスガイド0466名古屋市昭和区」ヽ卿丁3a Кふ廠r:洲ぶm畠業會乗爆霞議警基「僑宵譴康識姶
美      健 ● (052)733-1283Q     (ア

毎日曜日・祝日 会員募集中 .′

健食の富森島 3寵誘鰐見島鼻lFttF市
場毬24撃

薇
π∞

議電ずは罪Υ曇過湯 理贅憲Ъ雰 )

言然食 重電 ンタ士 XI::語 :;曇蔵『
井市瑞穂通7+H暮

讐薩習
:00  食樹 1理教室(月 2回 )

豊橋自然食品センター XI::』場嚇 畔覆鴇院前   種T竃 l♀

:30  
禽量霜勢

化粧品

l李繁 ヒ 名
「 II〔 3∬F嘉ン

停謂
町大道下r磐

背編
び∞

 庭霞準密す熊笛儒機
品,自 然食品,書籍,

進 T蒙野 X硼 8携晟二馘 32 蜘卜が∞
i鑽晰 瞥鰤

熊樹奨後需言炎

岐   阜   イ建  康  0502岐 阜市長良崇福寺町21‐ 目  9:00～20:00   健康食品, 書籍,化粧品,正食講座 ,

自 然 食 品 セ ン タ ー 雪 (0582)320631      毎日曜日(定体)料 理教室

訓
〒 離 Ytt X寵 7精最最屁P市

釧 2■

 :》 I‖  ]][[{[i「][[品,麟飢

星 離 %浄 ず 鷲 3鰤夕勇轟

会議所絆
‐

呻 飾  陣 里教室

テツ;3≧ノぢ空 思

':'5111♂

庁
嚇 原田丁77 

筆常星尿
業  界曇弊L露橋 黙綺霧最繁

習
'

京       都 じ 604京都市中京区河原町通夷|1角

最重 ::::二 |::::1平
日 13:00～ 18:00日 ・祝日

自然食 品セ ンター ● (075)221-7890,231-0348

宮 津 自 然 ・ 健 康 食  o626京 都府宮津市字京街道232-2 8:00～ 20:00   食養相談,料理教室,美容講習

品セ ンター幸福堂 ● (07722)2-1586      年中無休

l■lエ ン チ ー ム o620福 知山市堀内田田」19532   8:30～ 20:00   食品,厨房器具,酵素化粧洲!,天塩
不定期の日曜ロ マクロビオティック書籍,そ の他

三       丹 ● (0773)22-9508

1食 友 の 会 本 店  o540 大阪市東区大手通251   9:00～ 18:00   料I里 教室(毎 火曜日・木曜日)

● (06)945-0827          毎日曜日    定例会(第 1日 曜日)

正 食 友 の 会 谷 町 店 87::)奔「 1飛
王寺区御 丁928  

磐f臓∫

:30

ナ チ ユ ラ ル l■l思
7::)充「 1孟話「 冨£

東 210 1躍
百撃裸

0,日

曜計
正食品,製造,卸 ,4硫

091o福井市照手1-112
● (0776)21-38H

● (0776)36-6747

0930富 山市中川原17

8  (0764)25-1448

0930富 山市九の内2-1-1

8(0764)24-0891

0380長 野市西後町1576

8  (0262)34-2491

0384-14長 野県南佐久郡川 L村

● (02679)72709   大深山 673

足心道指導 (予 約詢1)三 島貫信

8:00-20:00   第 2日 曜日, おしものの集い

無休

9:00～ 19:00   漢方相談

毎日曜日     健康相談

特になし     長野陰陽研究会事務局

第2日 曜日

iF食研究会

0460名 古屋市中区新栄242-16イ マ ミネビル3F 9:oo～ 17:00  食」1販売

毎 日曜日a(052)263-0806
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研 心 館 本 部
食 養 道 場

堀 江 自然 食 品 店

健 康普及会粉浜店

ま  る  よ  し
健 康 正 食 店

自 然 食 品 の 店
ミと  ん  ま、

堺 自 然 食 品 セ ン
タ ー  「康 園」

lal は ら は ら
刀 根 山 薬 局

長 崎 屋 堺 東 店
自然食品コーナ ー

山  本  祥  園
(ソ フ ィー )

ABC関 西 地 区

正 食 品 愛 好 協 会

天粒マクロ財 ティック
セ  ン  タ  ー

南紀自然食品センター

シ ャロン勝浦本店

但 馬 健 康 学 園

生 活

食 品

ヤ

高      知
マクロビオディックセンター

八 幡 自 然 食 品
セ ン タ ー

上 原 商 店

般      若
日本 自然療能研究所

準

『

ナ チ ュ ラ ル
(代 表者 福山奎卑甫)

0561豊中市小曽根1823
8(06)3340088

0583大阪府羽曳野市古市1-420
● (0729)56-0166(ス ーパートリオ前 )

0590堺市竜神橋町126
● (0722)32-3357(南 海本線駅前)

0560豊中市刀根山43-51
● (06)854-2541(rヽ 表1供締役上西義直 )

0668-01兵庫県出7i郡 出石田J宮内1544 無休
a(07965)2-3931

7:30～ 19:00   料理,健康講習会(月 2回 )

第2・ 4日 曜日   松岡四郎先生ほか

10:30～ 19:30  健康講座(第 2土曜 )

毎月曜ロ     ヨーガ指導(毎 木曜)、 お好み焼

8:00～ 20:00   料理教室,健康相談,漢方薬局
毎日曜定休   振替 大阪 304407

8:00-22:00
元旦を除き年中無休

0545大阪市阿倍野区西田辺町   9:oo～21:00   無双原理研修,食 養道場,気の研究会

● (06)691-1590     2-2-29  無休      心身統一合気道

0550大阪市西区南堀江大通り2-57 9:00～ 18:00   食品, リマ化粧品,書籍,器具
● (06)5382225(丸 新ビ″lF)  毎日曜日         ,
0559大阪市住之江区粉浜1-215  10:00～ 19:00  自然食品販売,食 養指導
a(06)6736473          毎日曜日・祝日 玄米試食会

0590堺市中瓦町2-3-22      1o:oO～ 19:00  食養朴1談,健康指導,I・I SI勉強会
● (0722)21-5401 内線13       第2・ 3日 曜日

0573枚方市高Il12 2 2      福園,水曜 。金曜,健康相談,マ クロビオテ ィンク料理教室
a(0720)53 2200 PU学 園    出張講師    PU勉 強会,食品,CO書 籍販売

0572寝屋川市三井ケ丘4-13    9:00～19:00   関西一|]に 宅配(無 料 )

● (0720)224555                 整体指圧と正食料i・l教宅

X協7雛瑠笈1環講ど停前)洋ミ蕉胤 」 鯖畢線省化臨,

0649-53和歌山県那智郡勝浦町401 10:00～ 19:00  11食 料I里 講習会
a(07355)21107         毎日曜日    健康講座

白山人の故郷,ワ ークキャンプ(サ マーキャン

プ)自 然農園,足心jll,竹細 [,わ らじづ くり

く中国・四国 。九州 。沖縄地区〉

岡 本 そ ば 店 思 l::5]取
県米子市旗ケ崎523 11:oo～ 24:00 PUの 普及

))32-1491(岡 本幸チ)   定休Hな し    はぶ茶, よもぎ茶あります

明 治 製 粉 l■10726府 中市中Л丁5364ヽ り1清     めん類製造

人 間 医 学 社 o726府中市ド辻町
府 中 支 局 ● (0847)417668

西    日    本 o722尾道市新浜1621
自然 食 品セ ンタ ー a(0848)225577(国 道2号線沿)

ビバ健康ハウス本部思〔::瀕露瓦場I鷲

~23

特に定めず   食;1占 , リマ化粧品, ,午籍
真空浄 rlL治療器,浄血指導

9:00～6:00   自然食品販売,普 及,活動,PU研 究会
日曜日・祝日  「自然食品会館」(純 11食品マルシマ)

9:00～19:00   東洋医学研究会 (毎 月第3日 曜日),自 然食ll

f里 教室 (毎 月第3本 Itt H)毎 年,夏休みに入っ
て最初の金  11・ 日曜日(2泊 3日 )lfll康 合宿

国
　
　
口
　
健

岩
セ

山
セ
愛
セ
　
ア

然
夕

康
夕

然
タ

自
ン
　
健

ン

自
ン

食 品  o74011‖ 1県岩国市今津町15-9  9:00～ 18:00

- ● (0827)215975         毎日曜・祝日
11食研究会(月 1回 )

無体を原則とする 自然食:III販 売,マ クロビオテ ィンク研究活動
食養指導

0753山 口市大市町22      10:00～ 18:00  健康教室,料 Jl教 室(出 張に応ず )

8(08392)3-1842         毎「l曜 日    西日本健康自然食品協会

0690松江市雑賀本田r65      10:00～ 19:00  民間療法指導
a(0852)253635         毎日曜日

0760香 |1県 高松市紺屋町3-6   9:00～ 21:00

● (0878)217665

0780高知市西泰泉寺134

1' (0888)24-8677

0806福岡県北九州市八幡区八千代田r622 9:30～ 18:00

● (093)62卜4184           第1・ 第3日 曜

0837福岡県大牟田市字平野山1807-450  9130～ 18:30   健康指導

8(09445)58721(平 野山病院前)     毎 日曜(祝 日は営業)

0857佐 世保市京坪町76
● (0956)250369

ズ

0860貞資本市東 r飼町35
2' (0963)43-4043

10:00～ 19:00  自然美容相談,体質別食事村1談
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菊         池 o86113熊本県菊池市切明305   8:00～ 20:00   配達百「,豆腐販売

自然 食 品 セ ン タ ー 8(09682)50720      毎日曜日

自 然 食 品 の 店  o861-05熊 本県山鹿市鍋田134   毎日曜日・祝日 勉強会 (月 1回 )

と ど ろ き ● (09684)3-6021

1a1 1劃  美  1建  1吐 o862貞 日本市新生136-11     8:00～ 20:00   配達口r,体質別食養・美容相談

(水辺動物園より東300m)● (0963)69-1502         無体を原則 とする 有機野菜販売,沖縄自然塩販売

黒  田  栄  子 :|::6::銭紺
市古賀町

「

2■  ∝30～ r■0 
雲 ,こ麗霜談,然 曝

食 品 セ  ン タ ー  8(09965)3-1784 舟 本4456幌地駅前)       (手 塚機久m(rl)311704

石  嶺  I 食  品  09o3那 覇市首里石嶺町3-121   9:30～ 20:00   オーサ ワジャパ ン純正食:H,,食 養相談

セ   ン   タ  ー  ● (0988)87-3801・ 3434               GO書 籍PUテ ープ販売,卸・小売

よ も ぎ 自 然 食 品 店

=器

:8尉 露耽 晏棄 羊;敬作向)馨 酬 疑 絆

∞  餞 機 'PU勉 強会,壽 蹴

星が食品
センタ輛;x7:88ぷ滉卑全夢地3■●5   暮Υttf:00 金需智稔号3雌贅記京愛販売

味      園承:::8:霊二発『垢義靭報社向  なll籠撃1‰  臓後今業語畜
米レストラン

あ さ て♪ 個彗l妻 自 ,然 o895-18鹿 児島県薩摩郡宮之城町

守 る 母 親 の 会 ● (o988)87-3801

自 然 食 品 店 0900那覇市久茂地21314
サ ン リ ヴ a(0988)53-6417丁 銀サービス内

上ヒ嘉健康食品センター
 Ж 7:38:燻二認

51

健康 r1/然 食品販売

料理教室 (毎週火曜日)姓 名判断,改 名指導

毎 []曜 日・祝日 野草摘みピクニンク

食ど1,化粧品,そ の他

正食普及,配達可

沖 縄 陰 陽 研 究 会  』艦ザ;T島駿::ゑ室
a  (0988)53-7745

子 供 の 健 康 を 0903月β覇市首11石嶺町4-56    9:30～ 20:00   正食とPU勉強会,J:食料理研究会

日本C:協会への入会案内
種  別 年 会 費 徴特

A 誌  友 4,00011]
「新しきlll界 へJ配4j 無農薬玄米カムカムクラブ大会資格,会 it証 発行,各種村1談 を受け

らオ1る  リマ クノキングアカデ ミー,正食医学基礎講座受講資格

B 普  通
12,00011]

(2分害1口 r)

誌友会llに かlえ て, 万病必治・健康増進「食物療法の道 じるべJ(非 売品進呈)・ 無メえ塔バ ンジ

進呈, 日本CI協会発行誉籍・テープ各 5%り |き (値 引き金額有|■ 1の 図メキテープ券進呈)

E
,去  人

(店舗 )

20,0001月

を 111以上
誌友会員に同 じ,本誌巻末に毎 )),ri名  住所・1[話・営業時間 中し込みII数 。その他を

広告「新 しき世界へ」 5部配布  日本Cl友のriシ ール配4j

● ド記の用紙に記入し,会費を添えて,〒 151東京都渋谷区大山町11-5日 本CI協会会員係 に仕
'送

付下さい。

財団 日本 CI協 会 入会申込書

私は日本CI協会の会員になりたく,次の通 り申 し込みます。 (会 員別の符号を○でかこんで 下さい。)

年    月号から 年間分

A.誌 友  B.普 通   C. 参与   D 特別参与  11 E.法人(店舗) ll
(4,000「 :1) (12,000円 ) (30,000111) (3万 円111,411以 L) (20,00011]を 1111111で も)

フリガナ

氏  名

職 業 (       |り 1             )
男・ 女   41年 月Fl喬   年   月   11生

住  (〒    )
所 TEL

ご家族 l① 独身 ②既婚 (家族名・構成内容

玄米歴    年 1備 考

日召不!l    `li    「1     ロイ|



●会員でな くても参加歓迎です

●録音はご遠慮 ください

日 本 CI協 会

〒 :51東京都渋谷区大山町‖-5

2103 ・ 469・  7631  僣り

小田急線・東 北 沢 駅 下車2分

5月 8日 (月 )健康相談講習会/13時～17時 /時間厳

守/担当=阿部一理/300円 /前 半は教育 と大脳生

理の話を中心に幼児、脳障害児の能力開発法を。

後半は一般の病気の話。/要 予約

5月 9日 (火)iO日 (水 )リ マ・クッキングアカデミ

ー夏季スクール開始/申 込み受付中/詳細問合せ

初級 クラス=水 1翌昼の部H時～14時、担当=浮津

宏子/夜の部18時～20時半担当=桜沢里真、吉成

知江子

中級、上級、師範クラス=火曜昼の部11時～14時、

担当=桜沢里真、吉成知江 ■/夜 の部18時～20時

担当=桜沢里真、吉成知江子

入学金=3,000円。月謝=6,000円 /修 了式は7/16(日 )

5月 ‖日(木 )『新しき世界へ』料理撮影

5月 12日 (金 )鍋焼きバン講習会 (ホ シノ天然酵母使

用)H時～16時/担当=横田和敏/500円 /予約必

要/申 込み先803-465-5021オ ーサワジャパン

5月 13日 (土 )/月例会/講師=大森英桜

I音5140寺 半～17時 『超能力と超常現象』

Ⅱ部18時～20時 半『超古代史の謎と真相』

会費=各 1,000円 (通 しは1,500円 )

5月 14日 (日 )き さらぎ会 13時～17時 /大森英桜

『経済変動の研究』/講習費=1,800円

きさらぎ会は、無双原理 と正食を研究する同好会で

す。会員制度あり、問合せは803-600-1412早 川ヘ

今月はオ未価の上下を、易の陰陽の波動として研究。

5月 18日 (木 )自 然食料理を作 って食べる会/H時～

13時 半/担当=小栗権嗣ホカ協会男子スタッフ

初めての人向きの基本料理/300円/要予約

5月 18日 (木 )健康相談講習会 /14時～17時

担当=阿部一理/要予約/300円
5月 18日 (木 )安藤昌益研究会 /18時 半～21時半

岩波 文庫『統道真伝』の輪読会を中心とした

研究会

5月 19日 (金 )特別講演会/講師=守孝/18時～21時

半/500円 /*守孝先生は、あらゆる医学の統合か

ら真の人間の医学のあり方を提唱、実践。微生物研

究の立場から真の農業のあり方を厳 しく追究。現在

の有機農業のあり方から、福岡正信式 自然農法の問

題点まで論究。

5月 20日 (土 )4寺 別講演会/阿部一理/14時～17時 半

『ヒ トとは何か ? 人間の生き方と世界恒久平和ヘ

の道』/300円
5月 20日 (土 )イ ンターマック・パーテ ィ/18時～20

時半/会員の親睦。 4月 、5月 の誕生の人のお祝い。

正食料理を頂いて、お話、歌、ゲームや、全員にあ

たる福引きもあります。/要 予約/1,000円

5月 2:日 (日 )特別講演会 /講師=川 ロ トシ 12時

～16時 『GOを語る。私の半生記』/無料

5月 2:日 (日 )リ マ化粧品美容講習会/10時～15時 半

昼食と純植物性石けん贈呈/無料/要 予約

5月 28日 (日 )特別料理教室/11時～15時/講師=田

中愛子『和風懐石』 (C梅御飯、②お清し花さんす

う、③お通し、④そば三色重ね、⑤揚物、⑥漬物、

⑦菓子、③煮物椀)/3,000円/要 予約/定員30名

6月 1日 (木)/玄米菜食料理入門 (実習つ き)

H～13時 半/担当=川 上夕貴子ホカ協会女子スタ

ンフ/300円 /初心者歓迎/要予約

6月 3日 (土)月 例会/講師=大森英桜

I部 14時 半～17時 『外傷の手当法』

1部 18時 ～20時 半『食中毒、夏バテの対策』

各 1,000円 (通 しは 1,500Pl)        .
6月 4日 (日 )き さらぎ会/13時～17時 /大森英桜

『どの食べ物が、体のどこへ行くか ? 食箋料理の

徹底研究』/1,800円 /5月 14日 の欄参照。

6月 6日 (火 )健康相談講習会 14時 11～ 17時 半

担 Jl=阿部一理/300円 /要 予約

6月 ‖日(日 )特別講演会/守孝/101キ～16時

500円 /5月 19日 の欄 を参照。

6月 15日 (木 )食養手当法講習会 (実習つ き)12時 ～

3時/阿部一理/300円 /要予約

6月 15日 (木 )安藤昌益研究会/5月 18日 の欄参照。

6月 :6日 (金 )自 然食料理を作って食べる会  18時 半

～21時/5月 18日 の欄参照。



19781F 洒暮

健 康 学

の

回

●日時

8月 2日 lX1 4時 受付開始

8月 5日 01時 解散 (3泊 4日 )

●会場

伊豆・松崎 春城会館 (温泉あり)

〒 410-36静岡県賀茂郡松崎町宮内311

TEL o5584-2-0719(道 順左頁下)

●講師/大森英桜、大森一慧、阿部一理 ●会費/大人=27,00o円 、子供 (小中学生以下 )=15,000円
(受講料、食費、宿泊費込み)● 申込み方法/申込書に記入 して、会費を添えて日本CI協会へ。現

金書留か、直接持参で。●締切り/定員 (80名 )に なり次第締め切 ります。●取消 し/7月 25日 (火 )

までは手数料 2,000円 を引いて返還。 7月 26日 (水 )以後の取消 しは会の運営上半額返還 となります。
●持参品/食器 (茶椀、汁

椀、中皿、小鉢 、は し、布

巾 2枚 )、 洗面用具、寝巻 、シ

ーツ、枕 カバー、水着、 ゴ

ムゾウリ、運動靴、学習用

具 、雑 巾。(好みによ り楽器

な ど)

※講義②「性の医学 I」

の内容

・l■病、性器の悩 み、不妊

症 、不感症、早熟 など

※講義③「性の医学Ⅱ」

(性交編)の内容

― 強精 食、弱精食、古代人

及び山寓人の実態、 人 と動

物 の性差

●子供 たちは、講義中、子

供係 が独 自の行事 を します。

申

キ リ ト リ 線

込 書 Aか Bか参加する方に○印をつけて下さい。
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正 食 医 学
基 礎 講 座

(初級前期 )

●日時

8月 5日 (土)4時受付開始

8月 7日 (月 )1時解散 (2泊 3日 )

●会場

伊豆・松崎 春城会館 (温泉あり)

〒 410-36 静岡県賀茂郡松崎町宮内311

TEL  05584-2-0719

●講師/大森英桜

●研修費/25,000円 (宿泊、 食事込み )

※ 日本 CI協会会員で ない方はご入会 くだ さい。(年会費 4,000円 よ り)

●申込み方法/申込書 (右頁下 )に 記入 し (1名 に 1枚ずつ)研修 費を添 えて、 日本 CI協会へ。

現金書留か直接持参で。

●締切 り/定 員 (80名 )に な り次第締め切 ります。

●取消 し/7月 25日 (火 )ま では手数料 2,000円 を引いて返還。

7月 26日 (水 )以後 の取消 しは会の運営上半額返還 とな ります。

●持参品/食器 (茶椀、汁椀 、中皿、小鉢 、は し、布巾 2枚)洗面用具、寝巻、 シーツ、枕 カバー、

水着、ゴムゾウリ、運動靴、学習用具 、雑 巾。

※子供 さんは、なるべ く海の健康学園のほうに参加 してください。

▼ 会場への道順

1嬬ン腫己
卜上 三 :三二 _斗 洒 薫

―
― 一 ―

′
― ―     ¨ ―

―

――― ―― ― ―
|′「僣 ル 1″ で の

「食養手当法」
(薬 サ111),

2100

自

由
日寺

理工 _」

※会場 までの道順 には一印の道案内を出 しま

‐
ナ 。

※松崎港 には、係の者が旗 をもって出迎 えま

す。

(東京か らの例 )(一般周遊券 を買 うと運賃は 1割引 きになります。)

●例 1-東京 または熱海・伊東 か ら伊豆急下 日1へ 。下田から東海バス堂ガ島行で56分 、松崎下車。

(30分 お きに発 11)バス料金 650円 。

●例 2-新幹線 「こだま」 で三島へ。三島か ら|1急 バス松崎行 きで 2時 間40分。(30分 か ら 1時間お きに

発車)料金 1,700円。座席指定中込み 80559-75-0196、 東海バ ス。

●例 3-東海道線で清水へ。清水→清水港ヘバ ス。清水港 か ら船 で松崎行 き 1時間40分、1,800円

(清水港 9:00発、 8月 は 14:00'こ もある)静岡観光汽船  80543-52-9161
●例 4-沼津港 から船で松崎行 き 1時間20分。 高速船 2,700円 、要 予約 80559-77-1200、 03-441

-1231 伊豆箱根鉄道 (沼津港 ;610:30、 12:00、 14:00、  15:30な ど)



く東京地区以外の行事〉のお知らせ(1)

◎沖縄 正食講演会  5月 7日 (日 )/阿部一理

13時～17時『正食の目的と、ヒトとは何か ?』

会場=沖縄船員厚生会館 (那覇市若狭町 1-14-8
8(68)2775)

会費=300円  ※その後、美容相談、講習あり。

◎郡山 正食講演会  5月 9日 (火 )/阿部―理

10時～16時『本ものの食物の本当の頂き方』

会場=本宮公民館 (本宮駅下車 5分 )/会費500円

/主催と問合せ80249-58-2137石沢重吉

◎福島県伊達郡講演会 5月 9日 (火 )/阿部一理

19時～22時『玄米正食と農本思想』会場=吉 田義正

宅 (伊達郡国見町大字山崎字館 14)会費 300円 /主

催 と問合せ80245-85-2553 吉田義正

◎埼玉県北本講演会  5月 10日 (水 )/桜沢里真

11時～12時 半 ※解脱会大祭のスケジュールの中で

行われますので変更するかも知れません。

問合せ 80485-91-37■ 解脱会

◎福島 正食講演会  5月 10日 (水 )/阿部一理

9時～10時『健康相談』

10時～15時『食べものだけで病気が治る健康法』

会場=福島県総合社会福祉センター (福 島駅から車

で15分 )

会費=500円 /主催=自 然食を食べて健康になる会

自然医学福島県支部/問合せ80245-22-4865と 23

-0931 食堂あづま 安藤道人

◎会津若松正食講演会/5月 10日 (水 )/阿部一理

13時～22時『 PUと GO思想と世界平和への道』

会場=未定。会費 300円 /問合せは以下 3つ とも

802412-2-4193荻原益吉

◎会津若松正食講演会/5月 11日 (本 )/阿部一理

12時 半～16時 半『食養手当法の実習』/費用は実費

のみ

会場=船田クッキングスクール8o2422-8-1228

◎福島県喜多方講演会/5月 H日 (本 )/阿部一理

18時～21時 半『本ものの食物の本当の頂き方』

会場=喜 多方商工会議所

会費=500円  問合せ=ao2412-2-4193荻原益吉

◎名古屋 正食講演会/5月 13日 (土 )/阿部―理

13時半～17時『玄米正食による身心改造法 (病気相

談あり)』 /会場=名古屋自然食品セ ンター ズイ

オリ (地下鉄池下 5分、千種消防署裏)● 052-
762-0333/問 合せ 8052-721-3910 菊地

◎京都 懐石試食と食事作法/5月 14日 (日 )/西村

房枝 (茶道家 )

正午～15時/会場=京都市北区紫竹上緑町32/申込

み=吉井福堂806-758-0379/定員20名 /2,500円

◎鹿児島 正食講演会/5月 14日 (日 )/阿部一理

H時～15時『健康相談講習会』

16時～19時『玄米正食と人間の目的』

会場=未定

問合せ80992-53-9141平和薬局、池田1券一郎

◎鹿児島 。川内 講演会/5月 15日 (月 )/阿部―理

11～15時『正食基本料理実習』(担当=阿部真夕 )

16時 ～17時半『健康相談講習会』

18時 ～22時『玄米正食の方法と目的』

会場 =富山正敏宅 (川 内市向日本町12-21 川内駅

5分 )809962-5-1434(昼 )3-5752(夜 )富山

◎鹿児島 。宮之城講演会/5月 16日 (火 )/阿部―理

108寺 ～15時『玄米正食による身心改造法と人間の 目

的』健康相談あり/問合せa"965-3-0704手 塚

機久郎

◎熊本 。水俣正食講演会/5月 17日 (水 )/阿部一理

10時 ～15時『健康相談、手当法実習、教育、育児と

正食』

問合せ809666-3-0108 黒田 (水俣 自然食品セ

ンター )

◎熊本 PU座談会/5月 17日 (水 )/阿部―理

198寺 ～23時『無双原理と正食』

会場=福 山奎輔宅 (熊 本市東子飼町 3-5)
問合せ80963-43-4043 福山

◎埼玉県久喜正食講演会/5月 21日 (日 )/阿部―理

10時 ～12時『体質別正食法』/会費=軽食付 き千円

12時 ～14時『反応と宿便の処理法』

14時 ～15時 (昼 食と健康相談 )

15時～17時『人間の目的』

会場=新二会館 (久喜市電々公社裏 )

問合せ80480-21-0102太 田屋本店 。高山/予約必要

◎大阪・研心館健康教室/5月 19日 (金)～21日 (日 )

/大森英桜/詳細は別頁/6月 は16、 17、 18日 予定

◎愛知県豊川 正食医学大系講座 1 5月 22日 (月 )

23日 (火 )(一泊二日、通いも可)/講師=阿部一理

5月 22日 (月 )9:30～ 11:30『食物の陰陽判定基準』

12:30～ 14:30『体質・病症の陰陽判断』14:45～

16: 45



く東京以外の地区の行事〉のお知らせ(2)

『反応現象と宿便』17:00～ 17:45 夕食18:00～      (病 気相談あり)/問合せ●09627-2-3860大津山

20:00                         ◎熊本 正食料理講習会/6月 2日 (金 )3日 (土 )

『食養の基本と惟神の道』                阿部一理、阿部真タ

5月 23日 (火)9:30～ H:30『食養手当法 I(薬     6月 2日 (金 )12時 ～15時『食養基本料理実習 !』

用品)』 12:30～ 14:30『食養手当法Ⅱ (食用品)』      6月 3日 (土 )lo時～15時『食養基本料理実習 2』

14:45～ 16:45                      会場=RKK学 園 (熊本市九品寺 1-5、 交通セン

『脳卒中 (脳浴血と脳軟化症など)』 17:00～17:45     ターからバス10分●0963-72-3161)

夕食 18:00～ 20:00『 ガン』             問合せ80963-43-4043+粧ナチュラル、福山

会場 =日 本健康セ ンター 豊川市市田町大道下17

(市 田ロバス停前)●05338-6-5679 細川

問合せ=80564-51-2178 小泉悟

会費=2日 通 し (食事付 き宿泊者 7,000円 。通い

6,000円。)1日 だけ 3,000円 、 1講義 1,000円 。

◎小牧・姓名学講習会/5月 27日 (土 )、 28日 (日 )

大森英桜/詳細問合せを80568-76-2731長 生堂伊藤

◎高崎 正食料理講習会と講演会/5月 27日 (上 )

28日 (日 )/大森一懸

5月 27日 (土 )17時～20時『食養家庭料理講習会』

会場=田中ふ じ枝宅 奮0273-43-8181

5月 28日 (日 )10時 ～13時『家庭と育児と私の正食半

生記』/会場=神明会館

問合せ80273-43-8181七 庸会 田中ふ じ枝

◎高知 正食講演会/5月 27日 (土 )28日 (日 )/阿部

一理 問合せ● 0888923566 原田道治

◎小倉 正食講演会/5月 29日 (月 )/阿部―理

H時～16時『食事だけで全ての病気は治せる、奇跡

の玄米療法』/200円 /会場=小倉民商会館 (小倉

競輪場正門前 ●093-921-6981)/問 合せ=●093

-581-0343 田辺昭五 (レ ス トラン “一番")

◎大分県中津正食講演会/5月 30日 (火 )/阿部―理

I部 11時 ～16時『本モノの食物の本当の頂き方』

途中 に有機農法のスベテ (玉麻先生 )』 の話あり。

Ⅱ部18時～21時 『ガンは征服できる』

会場=中津市京町、昭和信用金庫 2階  80979-22
-1800/問合せ容0979-24-8243いの ちを守る会・

Jヒ 山 協賛/下郷農協

◎熊本県宇土正食講演会 (予定)/5月 31日 (水 )/

阿部―理/13時～16時『宇土のみんなで健康を考えよう』

問合せ80963-54-9161 寺尾勇

◎熊本県植木正食講演会/6月 1日 (本 )/阿部―理

10時～ 4時『玄米正食による身心改造 と人間の目的

※以下、詳細は次号 (6月 号)に発表します。

◎ホL幌講演会      6月 10日 (「L)/阿部一理

◎旭川講演会      6月 11日 (日 )/阿部一理

問合せ80166-48-4107北 海道健康学苑

◎函館講演会      6月 13日 (火 )/阿部―理

問合せ80138-53-5368

◎大阪講演会      6月 11日 (日 )/大森一慈

問合せ806-758-0379 吉井福堂

◎青森・十和 田講演会  6月 17日 (土 )/阿部一理

問合せ雷01762-7-2517 中野渡広美

◎岩手 。水沢講演会   6月 18日 (日 )/阿部一理

問合せ801974-2-2011 斉藤美明

◎岩手 。宮古講演会   6月 19日 (月 )/阿部―理

問合せ801936-3-6310 菜宛

◎名古屋 正食講演会  6月 24日 (Jl)/大 森英桜

問合せ80568-76-2731 伊藤誠 (愛知陰陽会 )

◎埼玉県毛呂山講演会  6月 24日 (■ )/阿部一理

問合せ80492-94-6631 新井

◎岐阜 正食講演会   6「 125日 (日 )/大森英桜

問合せ80582-32-0631 千葉陽道

◎千葉 木更津講演会  6月 25日 (日 )/阿部一理

主催未定

◎大阪 講演会と懇親会 6月 25日 (日 )/小川法慶

問合せ806-758-0379 吉井福堂

◎高松 正食講演会   7月 1日 (上 )/阿部一理

問合せ●0878-34-2848 酒井直之

◎松山 正食講演会   7月 2日 (日 )/阿部一理

問合せ80899-43-6464 菅本フジ■

◎仙台 正食講演会   7月 7日 (金 )/大 森英桜

問合せ80222-62-7677 佐々木 (み ちのく)



無 双 原 理
ゼ ミナ ール

※部分参カロもで きます。(詳細はお問い合せ ください )

申込み/申込み用紙 に記入 し、研修費を添 えて 日本 CI協会へ。

申込み しめ切 り/定員 (80名 )に なり次第、 じめ切 ります。

取

'肖

し/8月 5日 (Jl)ま では、 手数料Y2,000を 引いて返還。

8月 6日 (日 )以降 は、会の運営上、半額返還 とな ります。

持参品/食器一式 (飯椀、汁椀、小皿、箸、布 巾 2枚 )

洗 面用具、ネマキ、学習用具、雑 巾、ハイキング用の靴 、

―

行 き//8/13(日 )午前 7日寺日本 CI協会前出発

(前夜 、インターマ ックに宿泊
“
「。実費 ¥500)

帰 り/8/16(水 )正午現地 発。夕刻新宿着。

講 師 紹 介

三木成夫先生/東京芸術大学助教授。解剖学、発生学

専攻。受精から誕生まで、 ヒ トは原生動物から魚、爬

虫類と、全生物30億 年の進化の歴史を繰 り返す。その

壮大な ドラマを豊富なスライ ドで解説。

●日時 /8月 13日 (日 )5時～ 8月 16日 (水 )正 午

●会場 /民 宿 「 ふ る さと」  ●026985-2241

長野県下高井郡野沢温泉村中尾

●主催 /日 本 CI協 会 803(469)7631

〒151東京都渋谷区大山町11-5

●後援 /群 馬 七庸会 (代表 田中ふじ枝 )

2,0273-43-8181

講義内容と担当講師名

I
主食の徹底研究   (大 森)

数ある主食の総ざらい

Ⅱ
も しも魚介類を食べるな ら
昔食べた毒出しを合む  (大森)

Ⅲ
受精から誕生まで   (「 1木 )

30億年の生物進化のハイライト

Ⅳ
クセで観る体調診断  (大森)

歩き方、座り方、寝姿、話し方など

V ホルモ ンバ ランス   (大森)

その自律神経との関係

fっ
血 液は どこで造 られ るか に本
造血巣は、腸、腎臓、骨髄へ移行
したという三木学説の発表

Ⅶ
らせんの神秘    (大 森)

自然界における左と右

講 師/大森英桜、三木成夫 (東京芸術 大学助教授 )

時間割/8/13(日 )14:00受 付 開始、17:00～ 18:00開 会式、夕食、18:30～22:00講義 1、 23:00就寝

3/14(月 )6:00起 床、7:00～ 9:30講 義 Ⅱ、10:00～ H:00朝食、 11:30～16:30ハ イキ ング

17:30～ 18:30夕 食、 19:00-21:30講 義Ⅲ、 23:00就寝

8/15(火 )6:00起 床、7:00～ 9:30講義Ⅳ、 10:00～ H:00朝 食、 11:30～14:00講義 V、

15:00～17:00レ クリエーション、 17:30～ 18:30夕 食、 19:00～21:30講義Ⅵ

8/16(水 )6:00起 床、 7:00～ 9:30講義Ⅶ、 10:00～ H:00朝 食、閉会式、12:00解散

研修費/大入27,000円 、子供 (小中学生以下 )15,000円 、 0才児 10,000円

キ リ ト リ 線

野沢 無双原理ゼミナール(%～%) 申込書

別 1  大 三二_■三聾59〕 申学宇以下)|
加 費__1空型理堅2■三_

) l15,o0oEx ( )  lo,oootrx ( ) 
負二 磐 __上_ )円 14,300円 × (  )人 |● 大人がひぎに抱く場合は無料。
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円を添えて申込みます。

1978年



■ とき/昭和53年 7月

8日 (土 )～ 9日 (日 )

■ 研修費/2万円

(宿泊・ 食事こみ)

■ 定員/70名

■ 取り消し/7月 1日 ま

での取 り消しは、手数料

1,500円 を引いて会費を

お返しします。以後は半

額返還です。

姓名学の原理 と実際

気学 (方位学)の解明

●名前といっても、要するに符号 じゃないか、画数が一つ多いから、少ないからといって、

それが人間に何か影響があるとは考えられない一一誰で もそう思うところですが、たとえ

ば姓名学では24、 32と いうのは、お金 に関係のある吉数になっています。実際に、昭和51

年度の全国高額所得者の上位50人の うち、半数近くの人がこの24、 32を 名前のどこかに持

っており、それ以外の人でも、他の吉数を持っています。

これは一つの例ですが、いろいろな歴史上の人物、現代の人々の名前を調べ、なぜ 1、

3、 5、 6……が吉数で、 2、 4、 9、 10が凶数なのかを無双原理・宇宙法則で解明しよ

うというわけです。 また、東洋占術の一つである気学についても同じような検討を行なう

という非常にユニークな特別ゼミナールです。

■スケジュール

7月 8日 (土) 13:00受付開始

宙法則』 17:30～ 18:30夕 食

名学入門』 あと自由時間

は寝袋での仮泊です )

7月 9日 (日 ) 6:00起 床  7:00～ 9:30講義Ⅲ『姓名学の実際』 10:00～ H:00朝 食

11:30～ 14:00講義Ⅳ『気学の解明』 14:30解散

― 一 一 一 一 一

―

― ― ― ― ― 一 一
―

‐ ‐

一 一 一 ― ―

‐

キ  リ 卜
込

り  線

―

― ― ― ― ― ― 一 一 一 ― 一 ― 一 一 一 一 一 一 一
―

■ ところ/日 本CI協会

本 部 (イ ンターマック)

東京都渋谷区大山町 11-

5(小 田急線 。千代田線

東北沢下車 1分半● 03・

469。 7G31)

講 師/大森英桜

テーマ/数の持つ霊動と宇宙法則

氏
　
名

( 才 )

男・女

14:00開会式  14:30～ 17:00講義 I『数霊 と宇

(玄米健康食の食事です) 19:00～ 21:30講義H『姓

23時 就寝 (外で宿泊 されてもかまいません。本部で

職勤
務

業先

■遅れて参加 したり、
(1都合によ り(  )
(2都合によ り(  )

早 く帰 る人は記入
日 (  )時 より参加 します。
日 (  )時 に帰 ります。

円をそえて申 し込みます。

住
所

日月年
和
正
治

昭
大
明

年
日

生
月

便
号

郵
番

日本 CI協会 御 中
1978年

備 考
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ｏ

体
質
別
正
食
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞
分
×
２
本
　
田
、ｏ
８
円

〒
き
ｏ

食
養
手
当
法
　
　
正
食
医
学
秘
伝
　
　
∞
分

×
２
本

四
、ｏ８
円

〒
舌
ｏ

食
物
に
よ
る
人
体
修
理
法
　
　
　
　
　
６０
分
×
８
本

〓
一、０
８
円

美
容
と
ヒ
フ
の
手
当
法
　
　
　
　
　
　
６０
分
と
９０
分
　
一一一、０
８
円

〒
き
ｏ

妊
振
と
出
産
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９０
分
×
２
本
　
四
、ｏ
８
円

〒
き
ｏ

ガ
ン
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９０
分
×
４
本

一〇
、８
０
円

●
お
求
め
は
全
国
有
力
自
然
食
品
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
日
本
Ｃ
Ｉ

協
会

（小
田
急
線
東
北
沢
下
車

一
分
半
）
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
バ
ン

（中
野
駅
北
口
五
分
　
●
　
一二全
　
・
四
量
３

■
送
金
方
法
／
①

各
銀
行
か
ら
第

一
勧
銀
北
沢
支
店
普
通
預
金

口
座
〓
２
三
〇
九
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
へ
。
明
細
ハ
ガ
キ
で
協
会
通
販
係

へ
。
ま
た
は

（）
郵
便
局
で
振
替
東
京
ｏ
上
九
里
量
日
本
Ｃ
ｉ
協
会

へ
。
ま
た
は
現
金
書
留
で
。

‐―
↓
γ
ク
乱
＝
ヒ
エ
４
チ
ル
■
ツ
九
土
関
肇
下
■
上
■
―
十
イ
‐―

九
８
円
　
一Ｔ
栗
ｏ

一、
０
８
円
　
一丁
一舌

四
合
円
　
一Ｔ
三
ｏ

四
合
円
　
一Ｔ
三
ｏ

九
８
円
　
一Ｔ
三
ｏ

二
、
０
８
円
　
一丁
冥
ｏ

〈
、
〈
８
円
　
一Ｉ
一８

五
、
二８
円
　
一Ｉ
一８

一、
二
８
円
　
一Ｔ
一舌

二
、
０
８
円
　
一Ｔ
冥
ｏ

三
８
円
　
一Ｔ
三
ｏ

一Ｔ

〓
ハ
〇

一Ｔ

〓
あ

一Ｔ

〓
あ

一Ｔ

〓
（
ｏ

一Ｔ

〓
あ

一丁

工
（
ｏ

一Ｔ

ニ
ハ
ｏ

一Ｔ

〓
ハ
ｏ

〒
‐
二
〇
〇

四
、八
〇
〇
ｍ同

二
、
〇
〇
〇
ｍ口

一、三
〇
〇
ロロ

ニ
、三
〇
〇
ロロ

一、
二
〇
〇
ロロ

一、
二
〇
〇
田ロ

ニ
、
〇
〇
〇
□口

一、三
〇
〇
ｍ同

二
、
〇
〇
〇
ｍロ

ニ
、六
〇
〇
□日

一、
三
〇
〇
□口

七
〇
〇
田口

口
、
ｏ
８

円

一、
〇
〇
〇
ｍ日

二
、
三
〇
〇
ｍ口

一、
七
〇
〇
ロロ

ニ
、
八
〇
〇
□口

〈
〇
〇
□口

一〈
、
〇
〇
〇
□［

一〈
、
〇
〇
〇
ロロ

キ
‐
二
〇
〇

一Ｔ

〓
δ

一Ｔ

〓
あ

一Ｔ

〓
６

一Ｔ

〓
δ

一Ｔ

〓
あ

一Ｔ

〓
δ

一Ｔ

〓
δ

一丁

〓
あ

一Ｔ

〓
６

一Ｔ

〓
あ

一Ｔ

〓
δ

キ
‐
二
〇
〇

一Ｔ
〓
あ

一Ｔ
〓
ハｏ

一Ｔ

〓
ハ
ｏ

一Ｔ

冥

ｏ

一Ｔ

〓
あ

〓‥
ニバ
〇

キ
‐
二
八
〇

口
８

円

　

一Ｔ
一舌

二
８
円

　

一丁
一舌

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

〒
‐５‐

東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

一
一

電
話

（〇
二
）
四
六
九

・
七
六
三

|

代 五



■
ア
メ
リ
カ

ｏ
シ
ア
ト
ル
よ
り

八
十
の
姐
に
見
え
ず
　
正
食
は

ま
こ
と
の
途
と
　
ひ
と
り
諾
な
う

健
康
で
　
美
は
し
さ
保
つ
　
師
の
君
は

Ｐ
Ｕ
人
の
　
ま
た
な
き
シ
ン
ボ
ル

（
一
九
七
八

・
四

。
一
Ｉｉ
）

山
崎
順
成

・
珂
珠
子

■
ブ
ラ
ジ
ル
よ
り

誕
生
日
お
め
で
と
う
　
長
命
を
祈
る
　
来

年
ブ
ラ
ジ
ル
本
日
程
を

つ
く
ら
れ
た
し

菊
池
富
美
雄

・
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト

■
ア
メ
リ
カ

ｏ
ボ
ス
ト
ン
よ
り

す
べ
て
の
ア
メ
リ
カ
の
友
よ
り
、
お
誕
生

日
の
祝
賀
と
感
謝
を
申
し
上
げ
、
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
祈
り
、
人
月
に
お
日
に
か
か
れ
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

久
司
道
夫

・
偕
代
夫
妻
、
山
本
し
づ
ｒ
ほ

か
全
ア
メ
リ
カ
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の

友
を
代
表
し
て
、
イ
ー
ス
ト

・
ウ
エ
ス
ト

・

フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン

一
同

■
ア
メ
リ
カ

・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
よ
り

リ
マ
様
８０
回
の
御
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご

ぎ

い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
初
め
て
の
サ

ー
ザ
ン
プ
ト
ン
で
の
キ
ャ
ン
プ
の
時
に

「
パ

パ
に
叱
ら
れ
た
の
で
自
己
反
省
に
断
食
し
て

い
る
の
」
と
静
か
に
微
笑
さ
れ
た
リ
マ
様
、

い
と
も
細

い
身
で
二
月
間
も
キ

ャ
ン
プ
を
さ

れ
た
こ
と
が
昨
日
の
よ
う
に
想

い
出
さ
れ
ま

す
。
Ｇ
Ｏ
の
秘
書
代
わ
り
も
さ
れ
、
時
々
叱

ら
れ
て
お

い
で
で
、
常
の
ご
夫
婦
と
は
違

っ

た
リ

マ
様
の
立
場
を
、
同
じ
家
で
暮
ら
し
た

私
は
同
情
の
眼
で
視
て
い
ま
し
た
が
、
そ
ん

な
厳
し
い
生
活
の
毎
日
が
、
今
日
の
リ

マ
様

を
創
り
上
げ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

昭
和
Ｉｉ
十
年

の
．
月́
の
大
阪
で
の
料
理
講

習
会

で
の
リ

マ
様
の
年
頭
の
ご
挨
拶
を
伺

い

ま
し
た
。

あ
あ
、
リ

マ
様
は
成
長
さ
れ
た
、
と
感
じ

ま
し
た
。

「
馬
鹿
だ
、
馬
鹿
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
私
が

生
き
て
い
る
わ
」
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
が
、

Ｇ
Ｏ
亡
き
後
、
Ｃ
Ｉ
を
盛
り
立
て
て
今
日
の

上
台
を
築
き
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
は
何
と
言

っ

て
も
Ｃ
Ｏ
の
愛
の
教
育
を
受
け
ら
れ
た
お
陰

と
考
え
て
い
ま
す
。

「
細

い
リ

マ
が
よ
く
や
る
よ
」
と
第
七
天
で

微
笑
さ
れ
て
い
る
Ｃ
Ｏ
が
浮
か
び
ま
す
。
少

食
で
何
時
も
美
し
い
リ

マ
様
は
、
私
達
の
よ

き
カ
ガ
ミ
で
す
。

ど
う
ぞ
今
後
ま
す
ま
す
御
活
躍
を
折
り
ま

す
。
重
ね
て
リ

マ
様
８０
回
の
御
誕
生
日
御
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

コ
ル
ネ
リ
ヤ
サ
ン
相
原

■
ア
メ
リ
カ

ｏ
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ

ョ
よ
り

里
真
先
ｔ
、
お
誕
生
＝
お
め
で
と
う
ご
ぎ

い
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド

・
キ
ャ
ニ
オ
ン
で
お
会

い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

福
田
博
之

・
聖
ｒ

（ほ
か
次
号
）

■
料
理
メ
ニ
ュ
ー

玄
米
赤
飯
、
さ
よ
り
う
ず
潮
、
山
手

の
梅

肉
和
え
、
昆
布

・
玉
ね
ぎ
の
ロ
シ
ア
風
演
け

グ
リ
ン
ア
ス
バ
ラ
ガ
ス
胡
麻
和
え
、
蓮
ボ
ー

ル
、
菜

の
花
か
く
し
嘔

癸
、
海
と

。
し
ん
じ

ょ
う

・
ゆ
ば

・
竹
の
ｒ
の
煮
物
、
延
命
袋
の

煮
物
、
海
草
サ
ラ
ダ
、

ｒｉ
色
サ
ラ
ダ
、
そ
ば

好
司
、
魚

マ
リ
ネ
、
ク
レ
ソ
ン
ソ
テ
ー
、
あ

さ
リ
ト

マ
ト
シ
チ

ュ
ー
、
コ
ン
ソ
メ
ジ

ュ
リ

ア
ン
、
ポ
ン
プ
キ
ン
パ
イ
、
鯛
姿
造
り
、
い

ち
ご

・
り
ん
ご

、
グ
ル
テ
ン
バ
ー
ガ
ー
し
ぐ

れ
者
〔、
グ
ル
テ
ン
バ
ー
ガ
ー
、
フ
ル
ー

ツ
人

り
か
ん
て
ん
寄
せ
、
グ
リ
ー
ン
サ
ラ
ダ
、
お

で
ん
と
あ
ら
れ
と
う
ふ
の
模
擬
店

■
料
理
▼
案
／
飯
塚
律
予
氏

■
料
理
／
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

和
食
調
理
長
／
室
沢
正
喜
氏

洋
食
調
理
長
／
田
中
二
郎
氏

（玄
米
赤
飯
は
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
よ
り
）

■

編

集

後

記

■

●
な
に
は
と
も
あ
れ
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク

・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
会́
さ
れ
た
方
々
、

お
祝

い
の
言
葉
や
ご
祝
儀
を
寄
せ
て
く
だ
さ

っ
た
方

々
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
出
演
、
会

の

設
営
、
運
営
な
ど
に
協
力
さ
れ
た
方

々
に
厚

く
御
礼
申
し
１‐
げ
ま
す
。

●
日
本
Ｃ
Ｉ
が
外
部
に
食
事
を
頼
ん
で
パ
ー

テ
ィ
を
す
る
こ
と
が
、
そ
も
そ
も
無
理
な

の

で
、
と
に
か
く
、
砂
糖

・
化
学
調
味
料
な
し

で
、
こ
ち
ら
の
持
ち
こ
ん
だ
調
味
料
で
、
さ

す
が
は
本
職
、
と

い
う
見
事
な
料
理
を
作

っ

て
下
さ

っ
た
、
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
方

方

に
は
感
謝

の
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
残
念
だ

っ
た
の
は
、
締
切
り
日
以
後

に
ド

ッ
と
申
し
込
み
が
増
え
、
数
十
人
の
方

々
に

や
む
を
え
ず
お
断
わ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か

っ
た
こ
と
と
、
申
し
込
ま
れ
て
い
て
、
当

日
お
見
え
に
な
ら
な
か

っ
た
方
が
か
な
り
あ

っ
た
こ
と
で
す
。

●
各
記
事

の
筆
者

に
、
感
想

の
お
便
り
お
願

い
し
ま
す
。
本
誌

へ
も
。

（
橋
本
政
憲

）

新
し
き
世
界

へ

五
月
号

◎
　
一
九
七
八
年
　
第
五
〇
百
″

発
行
日
　
昭
和
五
卜
三
年
五
月

一
月

編
集
兼
発
行
者
　
　
橋

本

政

憲

発
行
所

　

日

本

Ｃ

Ｉ
協

会

〒

．
五

一

東

京

都
渋

谷
区

大

山
町

一

一
―
五

〇

３

１

４
６

９

１
７

６

３

１

代
一

一墨
ボ
０

１

１
９

４

１

２

５

振 電
:午 言舌



「
性
昇
政
府

」改
「
新
し
き
肛
界

へ
・
昭
和
五
十
二
年
五
月

一
日
発
行
　

”̈
１
種
郵
便
物
認
可

亀

財

団

日

本

Ｃ

Ｉ

協

会

二
五
〇
円

（送
料
こ
み
）

よみが える自然の彩 り

植 物油 紅 7L σ)色 素 無機 顔 沐1… …

|り 7ネ 4は  月チ1の いの ちを考 ス

自然のなかか ′ち原料 を選ムで

倉Jり あげたメ クヽリノ、′フ化粧品

問題〔「 年ってtr夕「ル不色率|`|

い )ざ tヽ使.‐te.て い||‐せん‐

」111∫t勇・・ |
昔なが|らの自然の恵みを生/」

ltノ た彩Iリ

そ tノ て~

自然 に仕 上 が る )ヾさ
[ノ い彩 lJ

今  あな ′くlσ)ど3月「しによみ が え (り
fi、 す

1        1
◆ リマネオ

◆ リマネオ

◆ リマネオ

◆ リマネオ

◆ リマネオ

◆ リマネオ

ファンデーション

フ Tイ スハウダー おしろい′

カラーアイシャドー

ニュー トラルアイシャドー

アイブロー まゆずみ

ステ ィックルージュ ロ糸I

6色
…5色

3色 1組

3色 1組

3色 1組

8色

4色 1組

4色

◆ リマネオ ほお紅

各 ¥3,500

◆ リマネオ プ レス トパウター

各 ¥3,OOO

ノ年■′発事 リマ化粧品販売株式会社 y譜布
冊雷な笛臀


